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１　実施計画
　　（１）名称
　　　　　　生涯学習・社会教育に関する調査研究
　　　　　　　　－家庭の教育力に関する調査研究－

　　（２）調査の必要性と目的

　
（必要性）
　今日の社会において、少子化や核家族化、子育てに関する価値観の多様化など、
家庭を取りまく環境はめまぐるしく変化している。さらに、過保護や過干渉、育児
不安の広がりやしつけへの自信喪失など、今日の家庭教育における問題は 傍観で
きない状況になっていることは周知のとおりである。
　平成１２年度「教育改革国民会議中間報告」の中で、「教育という川の流れの、
最初の水源の清冽な一滴となり得るのは、家庭教育である」として、「人間性豊か
な日本人を育成する」ため、第一に「教育の原点は家庭であることを自覚する」こ
とを挙げ、家庭教育は、すべての教育の出発点であることが改めて強く指摘されて
いる。
　この報告を踏まえて、平成１３年１月２５日に文部科学省が打ち出した「２１世
紀教育新生プラン」の中に家庭の教育力の再生のための施策を盛り込むとともに、
「社会教育法」も改正され、家庭教育の向上のための社会教育行政における体制の
整備等が明記された。
　家庭の教育力として、基本的な生活習慣や生活能力、自制心や自立心、豊かな情
操、他人に対する思いやり、善悪の判断などの基本的倫理観、社会的なマナーなど
の基礎を子どもたちに育むためにも、親の学習機会や活動、親が悩みや不安を相談
するための機能が緊急に拡充・充実されなければならない時にきている。その意味
からも、今こそ、家庭の中では勿論のこと、社会の構成員として、一人一人がそれ
ぞれの使命、役割を認識し、より豊かで効果的な家庭の教育力の再生に努力するこ
とが重要であり、その意味からも社会教育に課せられた家庭教育への任は重い。ま
た、家庭の教育力は、大きな社会情勢の流れの中にありながら、地域的な影響も敏
感に受けるものであることから、全国的な傾向とは別に、本県の特色や、県民の意
識を反映できる調査を行う必要があるものと考える。

（目的）
  家庭の教育力を充実するために、県民が家庭教育に関する学習内容や学習活動等
に対して、どのような要求課題を持っているかを明らかにし、市町村教育委員会な
どの各学習機会提供機関の基礎資料として提供するものである。

第１章　調査の概要
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　　　抽出市町村名及び抽出数

◆調査方法および回収結果について
　無作為抽出した２０歳以上の県民３,００
０人に調査票を郵送した。回答結果は５８７
件で、配布数に対して19.5％の回収率であっ
た。
　そのうちの有効回答は５７７件で19.2％で
あった。回収率が低かったのは、夏休み後半に
あたる８月後半の回収期間が影響したか、
テーマについて関心が低かったせいか、今後
の検討を要する。

◆回答者の属性について
　有効回答を寄せた調査対象者は、無作為抽
出による青森県内に在住する２０歳以上の男
女５７７名である。
　対象者の性別は男性46.1％、女性53.9％で

あった。これは平成13年の県人口、男性47.6
％、女性52.4％とほぼ一致する。年代別で
は、20代、30代からの回答数は少なかった。
そこで20-30代を一括してまとめた上で、年
代による考え方の傾向を探った。また70代
以上の回答者も少なかったので、60 代以上
をひとまとめとして扱った。
　なお、20代、30代の各データは資料編
（P.52～）に記載している。

　回答者の居住地域は、P. ５に示したとお
りであり、おおよそ県の人口比に近い回答比
率であった。

２　調査の方法及び回収結果

　 （１）　調査実施期間
•@•@•@

　 （２）　調査方法
　　   ① 郵送調査票
　 　  ② 標本抽出法 　
　　  　※２段階無作為抽出法
　　 （１段）県内６地区（教育事務所管内）
　　　　　　から２４の市町村を抽出
 　  （２段）人口比に応じて配分した人数
            を選挙人名簿から無作為抽出
   　  ③ 調査対象
   　　青森県内に在住する20歳以上の男女
　　 　  ３,０００人

　　（３）　回収結果及び回収率等

郵送数 3,000人
回収数 587人
回収率 19.5％
有効回答数 577人
有効回答数率 19.2％

市町村名 抽出数（人）
青森市 605
弘前市 361
八戸市 493
黒石市 80
五所川原市 100
十和田市 129
三沢市 86
むつ市 101
東津軽郡 64
・平内町 54
・三厩村 10
西津軽郡 134
・鰺ヶ沢町 97
・柏村 37
中津軽郡 37
・岩木町 37
南津軽郡 195
・浪岡町 148
・常盤村 47
北津軽郡 126
・板柳町 108
・市浦村 18
上北郡 229
・横浜町 43
・下田町 100
・六ヶ所村 86
下北郡 77
・大間町 42
・東通村 35
三戸郡 183
・三戸町 81
・名川町 58
・福地村 44
合計 3,000

平成１３年８月１４日（火）
　　　  ～８月３１日（金）
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男
46.1%女

53.9%

ｎ=577

Q1 性別

1.9

3.0

0.7

5.2

4.3

8.2

1.9

5.2

3.5

3.0

4.9

3.1

3.3

16.7

13.9

21.4
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青森市

弘前市

八戸市

黒石市

五所川原市

十和田市

三沢市

むつ市

東津軽郡

西津軽郡

中津軽郡

南津軽郡

北津軽郡

上北郡

下北郡

三戸郡

ｎ=577Q3 地域 (%)

（（（（（１１１１１）））））性別性別性別性別性別

３　回答者の属性に関する集計結果

（（（（（２２２２２）））））年齢年齢年齢年齢年齢

（（（（（３３３３３）））））居住地居住地居住地居住地居住地

26.0% 24.8% 24.1% 25.1%1

20-30代 40代 50代 60代以上

年
代
別

性　別 人数 割合(%)
男 266 46.1
女 311 53.9
合計 577 100.0

年　齢 人数 割合(%)
20-30代 150 26.0
40代 143 24.8
50代 139 24.1
50代 139 24.1
60代以上 145 25.1
合計 577 100.0

居住地 人数 割合(%)
青森市 123 21.4
弘前市 80 13.9
八戸市 96 16.7
黒石市 19 3.3
五所川原市 18 3.1
十和田市 28 4.9
三沢市 17 3.0
むつ市 20 3.5
東津軽郡 11 1.9
西津軽郡 17 3.0
中津軽郡 4 0.7
南津軽郡 30 5.2
北津軽郡 25 4.3
上北郡 47 8.2
下北郡 11 1.9
三戸郡 30 5.2
不明 1 0.2
合計 577 100.0



6

女
49.3%

男
50.7%

ｎ=270

Q6 子１の性別

（（（（（４４４４４）））））職業職業職業職業職業

（（（（（５５５５５）））））子ども子ども子ども子ども子ども（（（（（第第第第第一一一一一子子子子子）））））の属性の属性の属性の属性の属性

40.9

16.7

13.4

7.7

5.3

4.9

3.0

1.4

6.7

1.4

給与所得者

専業主婦（夫）

無職

アルバイト

農林漁業従事者

商店等個人事業主

企業等経営者

学生

その他

不明

Q4　職　業
（％）

n=577

いる
45.8%いない

54.2%

ｎ=576

Q5 子どもの有無

n=577

職　業 人数 割合(%)
農林漁業従事者 30 5.3
商店等個人事業主 28 4.9
企業等経営者 17 3.0
給与所得者 233 40.9
専業主婦（夫） 95 16.7
アルバイト 44 7.7
学生 8 1.4
無職 76 13.4
その他 38 6.7
不明 8 1.4
合計 569 100.0

21.5

23.0

22.2

29.6

乳幼児

小学生

中学生

高校生

（％）

Q６　子１の年 n=270

40.4

43.0

15.2

1.1

父

母

祖父母

その他

（％）

Q６　子１の続 n=270

子ども 人数 割合(%)
いる 264 45.8
いない 312 54.2
不明 1 0.2
合計 576 100.0

性　別 人数 割合(%)
男 137 50.7
女 133 49.3
合計 270 100.0

年　代 人数 割合(%)
乳幼児 58 21.5
小学生 62 23.0
中学生 60 22.2
高校生 80 29.6
不明 10 3.7
合計 270 100.0
続　柄 人数 割合(%)
父 109 40.4
母 116 43.0

祖父母 41 15.2
その他 3 1.1
不明 1 0.4
合計 270 100.0

577

577

（（（（（５５５５５）））））子どもの有無子どもの有無子どもの有無子どもの有無子どもの有無
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女
52.0%

男
48.0%

ｎ=179

Q6 子２の性別

女
48.9%

男
51.1%

ｎ=45

Q6 子３の性別

（（（（（５５５５５）））））子ども子ども子ども子ども子ども（（（（（第第第第第二二二二二子子子子子）））））の属性の属性の属性の属性の属性

（（（（（５５５５５）））））子ども子ども子ども子ども子ども（（（（（第第第第第三三三三三子子子子子）））））の属性の属性の属性の属性の属性

29.1

41.3

18.4

6.7

乳幼児

小学生

中学生

高校生

38.5

41.9

17.3

1.1

父

母

祖父母

その他

28.9

64.4

0.0

4.4

乳幼児

小学生

中学生

高校生

28.9

44.4

26.7

父

母

祖父母

（％）

（％）

（％）

（％）

Q６　子２の属

Q６　子２の年 n=179

Q ６　子３の属

Q６　子３の年

n=179

n=45

n=45

性　別 人数 割合(%)
男 86 48.0
女 93 52.0
合計 179 100.0

年　代 人数 割合(%)
乳幼児 52 29.1
小学生 74 41.3
中学生 33 18.4
高校生 12 6.7
不明 8 4.5
合計 179 100.0

続　柄 人数 割合(%)
父 69 38.5
母 75 41.9

祖父母 31 17.3
その他 2 1.1
不明 2 1.1
合計 179 100.0

性　別 人数 割合(%)
男 23 51.1
女 22 48.9
合計 45 100.0

年　代 人数 割合(%)
乳幼児 13 28.9
小学生 29 64.4
中学生 0 0.0
高校生 2 4.4
不明 1 2.2
合計 45 100.0

続　柄 人数 割合(%)
父 13 28.9
母 20 44.4

祖父母 12 26.7
合計 45 100.0
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65.9

57.3

70.0

73.7

66.9

30.3

39.3

28.6

24.1

30.3

1.6

2.0

0.7

2.2

1.4

合計

20-30代

40代

50代

60代以上

とても重要だと思う 重要だと思う あまり重要だと思わない

全
　
体

性
　
別

年
代
別

問7　家庭教育は重要か　　（単数回答）

家庭教育について
９割以上が重要だと思っている

■家庭教育の重要性
　家庭教育につい
て、「とても重要だ
と思う」「重要だと
思う」を合わせると
全体の 96.2％にな
る。
　性別、年代別、地
域別、職業別、子ど
もの有無別に関係な
く家庭教育は重要と
考えている。

65.9

63.2

68.2

30.3

33.5

27.7

1.6

1.9

1.3

合計

男

女

とても重要だと思う 重要だと思う あまり重要だと思わない

n
577

266

311
(%)

１　家庭の教育力について

第２章 調査結果と分析

Q7　家庭教育の重要性

とても重要だ
と思う
65.9%

あまり重要だ
と思わない
1.6%

重要だと思う
30.3%

わからない
0.9%

不明
1.4% n=577

n
577

150

143

139

145
（％）

–â‚V

n
577

266

311
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地
域
別

職
業
別

65.9

68.2

63.7

63.4

30.3

27.8

33.3

32.6

1.6

1.3

1.0

2.3

合計

三市

五市

町村部

とても重要だと思う 重要だと思う あまり重要だと思わない

n
577

299

102

175
(%)

65.9

63.6

67.6

30.3

33.7

27.6

1.6

1.5

1.6

合計

いる

いない

とても重要だと思う 重要だと思う あまり重要だと思わない

n
577

264

312

(%)

65.9

60.0

75.0

70.6

63.9

70.5

63.6

25.0

63.2

30.3

33.3

21.4

23.5

33.9

26.3

36.4

75.0

27.6

1.6

0.0

0.0

5.9

1.3

2.1

0.0

0.0

2.6

合計

農林漁業従事者

商店等個人事業主

企業等経営者

給与所得者

専業主婦（夫）

パートタイマー、アルバイト

学生

無職

とても重要だと思う 重要だと思う あまり重要だと思わない

n
577

30

28

17

233

95

44

8

76
(%)

子
ど
も
の
有
無
別

n
577

266

311
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83.0

49.2

42.1

38.3

8.7

6.2

4.7

3.6

2.9

2.8

1.7

1.6

1.0

0.7

0.2

0.0

基本的生活習慣

自然体験

豊かな情操

生活体験

他人への思いやり

自制心

自主性

自立心

社会的なマナー

人間関係づくり

道徳感

わからない

その他

正義感

性教育

職業観

全
　
体

問8①　乳幼児期に重要だと思われる家庭教育の項目　（複数回答）

乳幼児期に重要だと思われる家庭教育の項目は
①基本的生活習慣　 ②自然体験　③豊かな情操

　乳幼児期に重要だと思われる家庭教育
の項目の上位３位は、①「基本的生活習
慣」②「自然体験」③「豊かな情操」で
あった。性別、子どもの有無別にかかわ
らず同じ結果となっている。
　「豊かな情操」については女性46.0
％、男性37.6％で女性が多く、若干の男
女差がみられる。　
　年代別では「自然体験」「豊かな情操」
「生活体験」の３項目とも年齢が上がる
につれて少なくなっている。

　子どもの有無別では、子どものいる人
の方が「豊かな情操」の重要性について
感じている割合が多い。子どものいない
人は、子育てが終わった高齢者の割合が
多いことから（P.30参照）、年代別で60
代以上に見られる特徴と同じような傾向
があるものと思われる。「生活体験」の重
要さについては、子どものいない人の割
合が8.3ポイント多い。

問８①　乳幼児期に重要だと思われる教育項目

■「基本的生活習慣」は乳幼児期にもっとも重要だと思われる教育項目

n=577
　　　　　　
（％）

82.8
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性
　
別

年
代
別

82.8

81.2

84.2

49.2

49.6

48.9

42.1

37.6

46.0

38.3

38.3

38.3

合計

男

女

基本的生活習慣 自然体験 豊かな情操 生活体験
ｎ

577

266

311
(%)

82.8

80.3

84.9

49.2

51.5

47.1

42.1

51.1

34.6

38.3

33.7

42.0

合計

いる

いない

基本的生活習慣 自然体験 豊かな情操 生活体験 ｎ

577

264

312
(%)

子
ど
も
の
有
無
別

82.8

81.3

82.5

84.9

82.8

49.2

60.0

53.1

46.0

37.2

42.1

52.7

46.2

36.7

32.4

38.3

35.3

38.5

45.3

34.5

合計

20-30代

40代

50代

60代以上

基本的生活習慣 自然体験 豊かな情操 生活体験
n
577

150

143

139

145(%)
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52.5

47.0

47.0

27.6

25.1

24.1

18.9

12.5

8.1

8.1

3.5

3.3

2.3

0.3

0.3

0.0

自然体験

基本的生活習慣

生活体験

自主性

他人への思いやり

豊かな情操

自制心

自立心

道徳感

社会的なマナー

人間関係づくり

正義感

性教育

その他

わからない

職業観

全
　
体

小学生期に重要だと思われる家庭教育の項目は
①自然体験　②基本的生活習慣　 ③生活体験　

　小学生期に重要だと思われる家庭教育
の項目の上位３位は、①「自然体験」②
「基本的生活習慣」③「生活体験」であっ
た。男女別、年代別、子どもの有無別に
かかわらず「自然体験」が第１位となっ
ており、小学生期における教育項目では
「自然体験」を最も重要視している。

　また小学生期においては、「自主性」
「他人への思いやり」「自制心」「自立心」
の項目が、乳幼児期に比較して増えてい
る。
　子どもの有無別でみると、子どもがい
る人の方が上位の３項目とも多くなって
いる。

問8②　小学生期に重要だと思われる家庭教育の項目　（複数回答）

n=577
　　　　　　
（％）

問8②　小学生期に重要だと思われる教育項目

■「自然体験」は小学生期にもっとも重要だと思われる教育項目



13

性
　
別

年
代
別

52.5

53.8

51.4

47.0

47.4

46.6

47.0

45.5

48.2

27.6

28.6

26.7

25.1

23.7

26.4

24.1

24.1

24.1

18.9

18.8

19.0

12.5

11.3

13.5

合計

男

女

自然体験 基本的生活習慣 生活体験 自主性 他人への思いやり 豊かな情操 自制心 自立心
ｎ

577

266

311
(%)

52.5

56.8

48.7

47.0

49.2

44.9

47.0

47.7

46.5

27.6

23.1

31.1

25.1

29.9

21.2

24.1

20.8

26.9

18.9

16.7

20.8

12.5

11.4

13.5

合計

いる

いない

自然体験 基本的生活習慣 生活体験 自主性 思いやり 豊かな情操 自制心 自立心
ｎ
577

264

312
(%)

52.5

55.3

52.4

53.2

49.0

47.0

51.3

51.0

43.9

41.4

47.0

54.0

49.7

46.8

37.2

27.6

24.7

24.5

30.2

31.0

25.1

32.7

24.5

25.9

17.2

24.1

21.3

19.6

30.2

25.5

合計

20-30代

40代

50代

60代以上

自然体験 生活体験 基本的生活習慣 自主性 他人への思いやり 豊かな情操

子
ど
も
の
有
無
別

（％）

n
577

150

143

139

145
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49.7

43.0

34.7

27.9

26.9

25.3

16.6

14.0

12.8

9.7

9.0

6.4

2.6

1.0

0.3

0.3

自主性

自制心

他人への思いやり

自立心

道徳感

社会的なマナー

人間関係づくり

豊かな情操

基本的生活習慣

性教育

自然体験

正義感

生活体験

職業観

その他

わからない

全
　
体

中学生期に重要だと思われる家庭教育の項目は
①自主性　②自制心　③他人への思いやり

 中学生期に重要だと思われる家庭教
育の項目の上位３位は、①「自主性」
②「自制心」③「他人への思いやり」
であった。小学校期に高かった「自
然体験」「基本的生活習慣」「生活体
験」は９位以下となり、重要とされ
る教育項目は大きく変化している。
　上位の３項目について年代別で見

ると50代、60代に比べて、20-30代、
40代が比較的高い割合を示しており、
40代を境に若干の意識の差が見られ
た。
　子どもの有無別においては大きな差
は見られなかった。

問8③　中学生期に重要だと思われる家庭教育の項目　（複数回答）

n=577
　　　　　　
（％）

問8 ③　中学生期に重要だと思われる教育項目

■「自主性」は中学生期にもっとも重要だと思われる教育項目
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性
　
別

年
代
別

49.7

49.2

50.2

43.0

40.6

45.0

34.7

32.0

37.0

27.9

30.5

25.7

26.9

28.2

25.7

25.3

23.7

26.7

16.6

15.4

17.7

14.0

13.9

14.1

12.8

13.2

12.5

合計

男

女

自主性 自制心 思いやり 自立心 道徳感 社会的なマナー 人間関係 豊かな情操 基本的生活習慣
ｎ

577

266

311

(%)

49.7

51.1

48.7

43.0

43.6

42.3

34.7

35.2

34.3

27.9

28.0

27.9

26.9

25.0

28.5

25.3

28.0

23.1

16.6

18.9

14.7

14.0

11.4

16.0

12.8

13.6

11.9

合計

いる

いない

自主性 自制心 思いやり 自立心 道徳感 社会的なマナー 人間関係 豊かな情操 基本的生活習慣

ｎ
577

264

312

(%)

49.7

54.0

53.8

43.9

46.9

43.0

45.3

47.6

40.3

38.6

34.7

38.7

38.5

30.2

31.0

27.9

23.3

26.6

30.2

31.7

26.9

33.3

23.1

25.2

25.5

25.3

33.3

23.1

25.9

18.6

16.6

16.0

13.3

20.9

16.6

14.0

9.3

16.1

10.8

20.0

12.8

13.3

12.6

14.4

11.0

合計

20-30代

40代

50代

60代以上

自主性 自制心 他人への思いやり 自立心 道徳感 社会的なマナー 人間関係づくり 豊かな情操 基本的生活習慣

n
577

150

143

139

145
(%)

子
ど
も
の
有
無
別
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52.3

39.0

32.4

25.3

24.6

23.2

21.3

20.5

11.3

9.9

9.7

6.9

3.1

1.2

0.3

0.3

社会的なマナー

自立心

人間関係づくり

他人への思いやり

自制心

自主性

道徳感

職業観

正義感

基本的生活習慣

性教育

豊かな情操

自然体験

生活体験

その他

わからない

全
　
体

高校生期に重要だと思われる家庭教育の項目は
①社会的なマナー　 ②自立心　③人間関係づくり

　高校生期に重要な家庭教育の項目の
上位３位は、①「社会的なマナー」
②「自立心」③「人間関係づくり」で
あった。
　性別でみると、２位の「自立心」に
おいて女性の方が５ポイントほど多

い。
　年代別でみれば「社会的なマナー」
についての教育が重要であると６０代
以上の人の６０％が考えている。この
ことから、高校生の社会的なマナーに
関して問題意識をもっている様子がう
かがえる。

問8④　高校生期に重要だと思われる家庭教育の項目　（複数回答）

■「社会的マナー」は高校生期にもっとも重要だと思われる教育項目

n=577
　　　　　　
（％）

問8 ④　高校生期に重要だと思われる教育項目
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性
　
別

年
代
別

52.3

52.3

52.2

39.0

43.9

34.6

32.4

31.8

33.0

25.3

22.3

27.9

24.6

24.6

24.7

23.2

24.6

22.1

21.3

18.2

24.0

20.5

27.7

14.4

11.3

6.8

15.1

合計

いる

いない

社会的なマナー 自立心 人間関係 思いやり 自制心 自主性 道徳感 職業観 正義感

ｎ
577

264

312

(%)

52.3

52.3

52.4

39.0

36.1

41.5

32.4

33.8

31.2

25.3

24.8

25.7

24.6

23.3

25.7

23.2

22.2

24.1

21.3

21.4

21.2

20.5

21.8

19.3

11.3

13.2

9.6

合計

男

女

社会的なマナー 自立心 人間関係 思いやり 自制心 自主性 道徳感 職業観 正義感
ｎ

577

266

311

(%)

子
ど
も
の
有
無
別

52.3

56.7

46.9

45.3

60.0

39.0

52.7

40.6

35.3

26.9

32.4

34.7

32.9

33.1

29.0

25.3

20.7

30.8

29.5

20.7

24.6

24.0

29.4

24.5

20.7

23.2

26.0

25.9

20.9

20.0

21.3

19.3

22.4

26.6

17.2

20.5

24.7

21.0

18.7

17.2

11.3

7.3

9.1

16.5

12.4

合計

20-30代

40代

50代

60代以上

社会的なマナー 自立心 人間関係づくり 他人への思いやり 自制心 自主性 道徳感 職業観 正義感

(%)

n

577

150

143

139

145
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69.2

61.9

33.1

27.2

13.2

10.7

5.2

4.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80

基本的生活習慣の定着

子どもとのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝのとり方

子どもの自立心の育て方

子どもの発達段階

親としての生き方

自然体験を充実させる方法

夫婦に関する事

家族に関する事

虐待

発達障害

耐性や適応性を育てるための方法

社会的モラル

ライフスタイル

地域活動

学習の必要性はない

男女共同参画について

性教育

学校不適応

その他

非行

ｎ=577Q9 乳幼児の親にとって大切な学習項目

全
　
体

問9①　乳幼児の子どもを持つ親にとって大切な学習項目　（複数回答）

乳幼児期の子どもを持つ親にとって大切な学習項目は
①基本的生活習慣　②コミュニケーション　③自立心

 乳幼児期の子どもをもつ親にとって大
切な学習項目の上位５位は、①「基本
的生活習慣の定着」　②「子どもとのコ
ミュニケーションのとり方」　③「子ど
もの自立心の育て方」　④「子どもの発
達段階」　
⑤「親としての生き方」であった。
　性別では、女性が「発達段階につい
て」の学習項目が多かったのに対して、
男性は「自立心の育て方」が多くなっ

ている。
　年代別でみると、20-30代では「コミュニ
ケーション」が最も多かったのに対し、60代
以上では「基本的生活習慣」が多かった。ま
た、「自立心の育て方」は、20-40代までは
20％台であるのに対して、50代以上は40％
台となっており差が目立った。
　子どもの有無別でみると、「発達段階につ
いて」は、子どものいない人の方が７ポイン
ト少なかった。

(%)

4.9

3.3

3.1

2.9

1.9

1.2

1.0

0.9

0.5

0.5

0.3

0.0

■乳幼児期の子どもを持つ親は「基本的生活習慣」についての学習が大切

問９①　乳幼児期の親にとって大切な学習項目
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69.2

65.8

72.0

61.9

63.2

60.8

33.1

38.7

28.3

27.2

22.9

30.9

13.2

15.8

10.9

合計

男

女

基本的生活習慣 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝのとり方 自立心の育て方 発達段階について 親の生き方

69.2

68.0

66.4

64.0

77.9

61.9

71.3

58.7

63.3

53.8

33.1

26.7

23.8

41.0

41.4

27.2

29.3

28.0

29.5

22.1

13.2

13.3

14.7

13.7

11.0

合計

20-30代

40代

50代

60代以上

基本的生活習慣 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝのとり方 自立心の育て方 発達段階について 親の生き方

性
　
別

年
代
別

69.2

65.9

71.8

61.9

60.6

62.8

33.1

29.5

35.9

27.2

31.1

24.0

13.2

15.5

11.2

合計

いる

いない

基本的生活習慣 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝのとり方 自立心の育て方 発達段階について 親の生き方

n
577

264

312

(%)

n
577

150

143

139

145

(%)

(%)

n
577

311

266

子
ど
も
の
有
無
別
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全
　
体

小学生期の子どもを持つ親にとって大切な学習項目は
①自立心　②コミュニケーション　③基本的生活習慣

　小学生期の子をもつ親にとって必要
な学習項目の上位５位は、①「子ども
の自立心の育て方」　②「子どもとの
コミュニケーションのとり方」　③
「基本的生活習慣の定着」　④「自然体
験を充実させる方法」　⑤「耐性や適
応性を育てるための方法」であった。

　性別では、「基本的生活習慣」につい
て男性の方が多く、「子どもとのコミュ
ニケーションのとり方」については女
性の方が多い。　
　子どもの有無別では「自然体験を充
実させる方法」について、子どものい
る人が34.1％なのに対して、子どもの
いない人は27.6％であった。

問9②　小学生期の子どもを持つ親にとって大切な学習項目　（複数回答）

46.1

41.4

37.1

30.5

17.7

15.6

14.7

13.0

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

子どもの自立心の育て方

子どもとのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝのとり方

基本的生活習慣の定着

自然体験を充実させる方法

耐性や適応性を育てるための方法

親としての生き方

子どもの発達段階

社会的モラル

家族に関する事

地域活動

学校不適応

夫婦に関する事

性教育

ライフスタイル

虐待

非行

発達障害

学習の必要性はない

男女共同参画について

その他

ｎ=577
Q9 小学生の親にとって大切な学習項目

(%)

12.5

11.1

8.0

4.3

3.6

2.4

2.3

0.5

0.5

0.2

0.2

0.5

■小学生期の子どもを持つ親は「子どもの自立心の育て方」の学習が大切

問９②　小学生期の親にとって大切な学習項目
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性
　
別

年
代
別

n

577

150

143

139

145
(%)

46.1

45.1

46.9

41.4

39.8

42.8

37.1

41.4

33.4

30.5

31.2

29.9

17.7

17.7

17.7

合計

男

女

自立心の育て方 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝのとり方 基本的生活習慣 自然体験を充実 耐性や適応性を育て方

n
577

266

311

(%)

46.1

47.3

45.5

44.6

46.9

43.3

35.7

43.9

42.8

37.1

36.7

40.6

30.9

40.0

30.5

36.0

28.7

27.3

29.7

17.7

24.0

18.2

17.3

11.0

15.6

10.0

13.3

18.0

21.4

41.4合計

20-30代

40代

50代

60代以上

自立心の育て方 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝのとり方 基本的生活習慣 自然体験を充実 耐性や適応性の育て方 親の生き方

(%)

n
577

150

143

139

145

子
ど
も
の
有
無
別

46.1

45.1

47.1

41.4

39.4

42.9

37.1

35.2

38.8

30.5

34.1

27.6

17.7

19.3

16.3

15.6

12.9

17.9

合計

いる

いない

自立心の育て方 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝのとり方 基本的生活習慣 自然体験を充実 耐性や適応性 親の生き方

n
577

264

312
(%)
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全
　
体

中学生期の子どもを持つ親にとって大切な学習項目は
①社会的モラル　②耐性や適応性　③コミュニケーション

 中学生期の子どもをもつ親にとって必
要な学習項目の上位５位は、①「社会
的モラル」　②「耐性や適応性を育てる
ための方法」　③「子どもとのコミュニ
ケーションのとり方」　④「学校不適
応」　⑤「子どもの自立心の育て方」で
あった。
　性別でみると、女性の方が「子ども
とのコミュニケーションのとり方」を
多く選択している。
　年代別では「子どもとのコミュニ

ケーションのとり方」についての割合
が20-30代では36.7％と、他の年代よ
りその傾向は高くなっている。40代で
は23.8％となり、10ポイント以上低く
なる。4位の「学校不適応」について
も、20-30代と40代の世代間に大きな
差がみられた。
　子どもの有無別では　「社会的モラ
ル」　と答えたのは、子どものいない
人の方が多かった。

問9③　中学生の子どもを持つ親にとって大切な学習項目　（複数回答）

34.7

30.3

27.0

21.8

20.5

20.1

19.2

14.9

0 5 10 15 20 25 30 35 40

社会的モラル

耐性や適応性を育てるための方法

子どもとのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝのとり方

学校不適応

子どもの自立心の育て方

親としての生き方

性教育

地域活動

家族に関する事

基本的生活習慣の定着

自然体験を充実させる方法

非行

子どもの発達段階

ライフスタイル

夫婦に関する事

男女共同参画について

発達障害

虐待

学習の必要性はない

その他

ｎ=577Q9 中学生の親にとって大切な学習項目
(%)

13.9

12.8

10.1

10.1

8.0

5.0

4.3

3.8

0.9

0.7

0.5

0.0

■中学生期の子どもを持つ親は「社会的モラル」の学習が大切

問９③　中学生期の親にとって大切な学習項目
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性
　
別

年
代
別

34.7

36.1

33.4

30.3

31.6

29.3

27.0

22.6

30.9

21.8

21.1

22.5

20.5

18.4

22.2

20.1

18.8

21.2

合計

男

女

社会的モラル 耐性や適応性を育てる ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝのとり方 学校不適応 自立心の育て方 親の生き方

n
577

311

266

(%)

34.7

29.9

38.8

30.3

28.8

31.7

27.0

27.7

26.6

21.8

24.6

19.6

20.5

22.0

19.2

20.1

17.8

21.8

合計

いる

いない

社会的モラル 耐性や適応性を育てる ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝのとり方 学校不適応 自立心の育て方 親の生き方

n
577

264

312

(%)

子
ど
も
の
有
無
別

34.7

34.0

32.9

33.8

37.9

30.3

28.0

35.7

28.8

29.0

27.0

36.7

23.8

25.9

21.4

21.8

29.3

18.2

25.2

14.5

20.5

22.0

23.8

12.9

22.8

合計

20-30代

40代

50代

60代以上

社会的モラル 耐性や適応性 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 学校不適応 自立心 n

577

150

143

139

145
(%)
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体

高校生期の子どもを持つ親にとって大切な学習項目は
①社会的モラル　②耐性や適応性　③親の生き方

　高校生期の子どもをもつ親にとって必
要な学習項目の上位５位は、①「社会的
モラル」　②「耐性や適応性を育てるた
めの方法」　③「親としての生き方」　④
「地域活動」　⑤「子どもとのコミュニ
ケーションのとり方」であった。
　性別では、②「耐性や適応性を育てる
ための方法」については男性が4.2ポイ
ント多く、③「親としての生き方」につ
いては女性が4.3ポイント多い。　

　年代別に比較すると「耐性や適応性を
育てるための方法」について２０－３０
代が27.3％で最も少なくなっている。
　子どもの有無別では、その差はあまり
大きくはないが、①「社会的モラル」　②
「耐性や適応性を育てるための方法」につ
いて子どものいない人の方がやや多く、
③「親としての生き方」については子ど
ものいる人の方がやや多い。

問9④　高校生の子どもを持つ親にとって大切な学習項目　（複数回答）

42.6

30.8

23.7

19.8

17.9

13.3

13.0

13.0

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

社会的モラル

耐性や適応性を育てるための方法

親としての生き方

地域活動

子どもとのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝのとり方

男女共同参画について

家族に関する事

ライフスタイル

学校不適応

非行

性教育

基本的生活習慣の定着

子どもの自立心の育て方

夫婦に関する事

自然体験を充実させる方法

子どもの発達段階

学習の必要性はない

虐待

発達障害

その他

ｎ=577Q9 高校生の親にとって大切な学習項目
(%)

12.8

12.8

12.5

10.2

9.0

4.9

4.7

2.3

2.3

1.7

1.4

0.2

■高校生期の子どもを持つ親は「社会的モラル」についての学習が大切

問９④　高校生期の親にとって大切な学習項目
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42.6

41.3

44.8

41.0

43.4

30.8

27.3

32.9

30.2

33.1

23.7

22.0

26.6

26.6

20.0

19.8

12.7

14.7

25.2

26.9

17.9

31.3

17.5

13.7

8.3

13.3

6.0

9.8

15.8

22.1

合計

20-30代

40代

50代

60代以上

社会的モラル 耐性や適応性を育てる 親の生き方 地域活動 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝのとり方 男女共同参画

42.6

38.6

45.8

30.8

28.4

32.7

23.7

25.8

22.1

19.8

15.5

23.1

17.9

22.3

14.1

13.3

9.8

16.3

合計

いる

いない

社会的モラル 耐性や適応性を育てる 親の生き方 地域活動 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝのとり方 男女共同参画

性
　
別

年
代
別

42.6

42.9

42.4

30.8

33.1

28.9

23.7

21.4

25.7

19.8

20.3

19.3

17.9

16.2

19.3

13.3

17.7

9.6

合計

男

女

社会的モラル 耐性や適応性を育てる 親の生き方 地域活動 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝのとり方 男女共同参画

n
577

311

266

(%)

577

150

143

139

145

(%)

子
ど
も
の
有
無
別

n
577

264

312

(%)

n
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問10　家庭教育への支援は必要か　（単数回答）

約８割が家庭教育への
支援を必要と思っている

　全体の79.4％が家庭教育への支援
は必要であると考えている。11.4％
が「わからない」、8.7％が「必要でな
い」と考えている。
   年代別では、50代において「必要
である」が82.0％、「必要でない」が
11.5％で、ともに他の年代に比較し
て多かった。50代では子育てを終え
た世代の回答であり（P.30参照）、経
験に基づく判断がなされているよう
で興味深い結果である。

　子どもの有無別では、子どもがいると
答えた人で、家庭教育への支援の必要性
に「わからない」と回答した人が13.3％
あった。
　「家庭教育への支援」は全体の約８割が
必要であると考えている。これまで公的
機関が家庭教育に触れるということはタ
ブー視されてきたが、このアンケート結
果では回答者の大多数が、家庭教育への
支援を期待していることが読み取れる。
　今後は家庭教育の充実のために、公的
な支援も推し進めることが必要である。

Q10 家庭教育への支援について

必要である
79.4%

わからない
11.4%

必要でない
8.7%

不明
0.5%

２　家庭の教育力を充実させる支援について

■家庭教育への支援は必要

問10　家庭教育への支援について
n=577
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79.4

78.5

79.4

82.0

79.3

11.4

16.1

12.8

6.5

10.3

8.7

5.4

7.8

11.5

10.3

合計

20-30代

40代

50代

60代以上

必要である わからない 必要でない

性
　
別

年
代
別

79.4

80.5

78.5

11.4

10.5

12.2

8.7

8.6

8.7

合計

男

女

必要である わからない 必要でない n
577

266

311
(%)

79.4

79.5

79.2

11.4

13.3

9.9

8.7

6.8

10.3

合計

いる

いない

必要である わからない 必要でない

n

577

264

312
(%)

(%)

n
577

150

143

139

145

子
ど
も
の
有
無
別
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問11　家庭教育の支援に必要なこと　（複数回答）

　　家庭教育の支援に必要なことは　
①「家庭教育では体験できない活動の場をつくる」　
②「何でも気軽に相談できる場をつくる」　
③「生活の知識を習得できる機会を提供する」

　家庭教育への支援が必要だとする
458人（79.4%）　（P.26、P.61参照）
が選んだ支援項目の上位３位は、
①「家庭教育では体験できない活動の
場をつくる」②「何でも気軽に相談で
きる場をつくる」③「生活の知識を習
得できる機会を提供する」であった。
　性別では、「何でも気軽に相談でき
る場をつくる」について、男性が35.5
％に対して女性は41.8％であり、女性
の方がいくらか多く相談の場を求めて
いるようである。

　年代別の特徴として、20-30代では、
「何でも気軽に相談できる場をつくる」
25.6％と、「生活の知識を習得できる機
会を提供する」23.1％が、他の年代に
比べてかなり少なくなっている。
　子どもの有無別では、子どもがいる
人は「家庭教育では体験できない活動
の場をつくる」を望む人が一番多く、
子どものいない人は「何でも気軽に相
談できる場をつくる」を必要とすると
答えた人が一番多い。

■「家庭教育では体験できない活動の場」をつくることを望んでいる

49.3

38.9

34.9

29.7

21.6

17.2

17.2

16.2

13.8

12.2

11.1

10.9

9.6

0.4

0.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

家庭教育では体験できない活動の場をつくる

何でも気軽に相談できる場をつくる

生活の知識を習得できる機会を提供する

地域の人々が親しくなれる場や機会をつくる

子どもが日常的に集まることができる場をつくる

社会環境の浄化に努める

身近に相談できる人材を確保できるようにする

各種施設を開放する

あずかり保育や一時保育施設を充実させる

子どもが参加できるグループをつくる

親や大人の自由時間を充実させる

子どもの自由時間を充実させる

子育て等のサークル活動を充実させる

その他

特にない

(%)

n=458

家庭教育では体験できない活動の場をつくる

何でも気軽に相談できる場をつくる

生活の知識を習得できる機会を提供する

地域の人々が親しくなれる場や機会をつくる

子どもが日常的に集まることができる場をつくる

社会環境の浄化に努める

身近に相談できる人材を確保できるようにする

各種施設を開放する

あずかり保育や一時保育施設を充実させる

子どもが参加できるグループをつくる

親や大人の自由時間を充実させる

子どもの自由時間を充実させる

子育て等のサークル活動を充実させる

その他

特にない

問 11　家庭教育の支援に必要なこと
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49.3

53.0

50.0

44.7

49.6

38.9

25.6

32.1

43.9

53.9

34.9

23.1

36.6

41.2

39.1

29.7

24.8

31.3

32.5

30.4

21.6

28.2

26.8

15.8

15.7

合計

20-30代

40代

50代

60代以上

家庭教育では体験できない活動の場 相談できる場 生活知識習得の機会 地域と親しくなれる場 子どもが集まる場

性
　
別

年
代
別

49.3

47.2

51.2

38.9

35.5

41.8

34.9

36.9

33.2

29.7

33.2

26.6

21.6

22.9

20.5

合計

男

女

家庭教育では体験できない活動の場 相談できる場 生活知識の習得機会 地域と親しくなれる場 子どもが集まる場

n
458

214

244
(%)

49.3

54.3

45.3

38.9

30.0

46.6

34.9

34.3

35.6

29.7

24.8

34.0

21.6

27.1

17.0

合計

いる

いない

家庭教育では体験できない活動の場 相談できる場 生活知識の習得機会 地域と親しくなれる場 子どもが集まる場

n
457

210

247

(%)

子
ど
も
の
有
無
別

n
458

150

112

114

115

(%)
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問12　家庭教育に関する情報は充分か　（単数回答）

家庭教育に関する情報は
「充分である」10.4％
「充分ではない」57.2％

 家庭教育に関する情報は「充分であ
る」と答えたのは10.4％、「充分では
ない」は過半数の57.2％であった。
　年代別でみると、「充分ではない」
「充分である」の両方とも60代以上が
最も多く、「わからない」と答えたの
は最も少なかった。その他の世代は似
通っており、半数以上が充分ではない
と答えている。60代以上の人の75.7％
は子どもがいない家庭であり、自分が
子どもを育てた時のことを基にして回
答したので「わからない」が少なく
なったと思われる。20-30代、40代は
現在子育て中であることが右の表より
わかる。

・子どもの有無と年代との関係

45.8

64.7

74.1

18.7

24.3

54.2

35.3

25.9

81.3

75.7

合計

20-30代

40代

50代

60代以上

いる いない
ｎ
577

150

143

139

145

ｎ
577

150

143

139

145

(%)

３　家庭教育の情報について

Q12　家庭教育に関する情報について

充分ではない
57.2%

わからない
30.3%

充分である
10.4%

不明
2.1%

n=577

■情報は充分であると思っているのは１割にすぎない

　また、子どもの有無別での差はほと
んどなく、約６割が「充分でない」、約
１割の人が「充分である」と答えてい
る。

問12　家庭教育に関する情報について
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性
　
別

年
代
別

57.2

57.6

57.1

30.3

31.4

29.5

10.4

8.7

11.5

合計

いる

いない

充分ではない わからない 充分である
n

577

264

312

(%)

57.2

58.3

56.3

30.3

27.8

32.5

10.4

12.4

8.7

合計

男

女

充分ではない わからない 充分である
n
577

266

311
(%)

子
ど
も
の
有
無
別

57.2

56.0

55.2

53.2

64.1

30.3

36.0

32.9

32.4

20.0

10.4

8.0

9.1

11.5

13.1

合計

20-30代

40代

50代

60代以上

充分ではない わからない 充分である

n
577

150

143

139

145(%)
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問13①　家庭教育に関する情報の入手先　（複数回答）

親が得ている家庭教育に関する情報の入手先　
①「友人、知人」　②「テレビ、ラジオ」　③「新聞」

　家庭教育に関する情報の入手先の上
位５位は、①「友人、知人」　②「テレ
ビ、ラジオ」③「新聞」④「書籍、雑
誌」　⑤「回覧板、市町村広報誌」で
あった。
　性別でみると、「友人、知人」と答え
たのは女性が多く、「テレビ、ラジオ」
「新聞」「書籍、雑誌」などを選んだの
は男性の方が多かった。
　年代別でみると、２０－３０代の情
報の入手先が特徴的で「友人、知人」

「親族」「夫や妻」などが多く、「テレ
ビ、ラジオ」「新聞」「書籍、雑誌」な
どの情報先が他の年代に比べて少なく
なっている。高齢になるほど、「テレ
ビ、ラジオ」「新聞」からの情報が多
くなっている。
　子どもの有無別でみると、子どもの
いる人の方が「テレビ、ラジオ」「新
聞」「書籍、雑誌」などからの情報が
比較的少ないという結果になった。

15.9

17.7

20.6

22.4

31.0

42.1

54.9

56.3

0 10 20 30 40 50 60

友人、知人

テレビ、ラジオ

新聞

書籍、雑誌

回覧板、市町村広報誌

親族

夫や妻

研修会、講演会等

インターネット

情報を得ていない

役所等への問い合わせ

わからない

その他

ｎ=577
Q13① 家庭教育に関する情報の入手先

(%)

■情報は「友人、知人」や「テレビ、ラジオ」からが多い

問13　家庭教育に関する情報の内容

2.1

2.1

1.9

0.0

1.4
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性
　
別

年
代
別

56.3

59.3

60.8

54.0

51.0

54.9

43.3

52.4

62.6

62.1

42.1

27.3

42.7

46.0

53.1

31.0

29.3

32.9

30.2

31.7

22.4

27.3

14.0

24.5

23.4

20.6

38.0

15.4

16.5

11.7

17.7

21.3

21.0

14.4

13.8

15.9

7.3

21.7

15.8

19.3

合計

20-30代

40代

50代

60代以上

友人、知人 テレビ、ラジオ 新聞 書籍、雑誌 回覧板、市町村広報誌 親族 夫や妻 研修会、講演会等

n
577

150

143

139

145

(%)

5 6 . 3

4 7 . 0

6 4 . 3

5 6 . 0

5 4 . 0

4 2 . 1

4 4 . 4

4 0 . 2

3 1 . 0

3 4 . 6

2 8 . 0

2 2 . 4

2 2 . 2

2 2 . 5

2 0 . 6

2 1 . 1

2 0 . 3

1 7 . 7

2 2 . 9

1 3 . 2

1 5 . 9

1 2 . 8

1 8 . 6

5 4 . 9合 計

男

女

友 人 、 知 人 テ レ ビ 、 ラ ジ オ 新 聞 書 籍 、 雑 誌 回 覧 板 、 市 町 村 広 報 誌 親 族 夫 や 妻 研 修 会 、 講 演 会 等

n

577

266

311

(%)

56.3

56.4

56.4

54.9

52.7

56.7

42.1

37.5

45.8

31.0

29.5

32.4

22.4

25.8

19.2

20.6

21.6

19.9

17.7

22.3

13.8

15.9

14.8

17.0

合計

いる

いない

友人、知人 テレビ、ラジオ 新聞 書籍、雑誌 回覧板、市町村広報誌 親族 夫や妻 研修会、講演会等
n
577

264

312

(%)

子
ど
も
の
有
無
別
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問13②　家庭教育に関する情報の内容　（複数回答）

親が得ている家庭教育に関する情報の内容は
①「しつけ」　  ②「子どもとのコミュニケーション」　  ③「育児」

•@•@•@•@•@

　家庭教育に関する情報の内容の上位
３位は、①「しつけ」　②「子どもとの
コミュニケーション」③「育児」で
あった。情報の内容としては比較的一
般的な内容である。
　性別でみると、「育児」「健康」と回
答したのは女性が多く、「子どもとのコ
ミュニケーション」「学校」を選んだの
は男性が多かった。
　年代別では、２０－３０代が「育児」
「しつけ」の情報を入手することが多

く、「子どもとのコミュニケーション」
に関しては、４０代が最も多くなって
いる。
　子どもの有無別では、いる人は「子
どもとのコミュニケーション」「育児」
が、いない人の回答より多くなってお
り、「しつけ」に関しては子どもがい
ない人の方がいくぶん高い。「いじめ」
については、子どものいない人の方が
多く回答しているが、これは、家庭教
育に関する情報にニュース等も含んで
考えた結果であるとみてよいだろう。

15.3

15.8

20.8

21.8

22.4

36.4

39.7

49.0

0 10 20 30 40 50 60

しつけ

子どもとのコミュニケーション

育児

いじめ

健康

学校

進路

行政サービス

学習の機会

虐待

子育てサークル

相談窓口

わからない

その他

ｎ=577

Q13② 家庭教育に関する情報の内容

(%)

■情報の内容は「しつけ」と「子どもとのコミュニケーション」が多い

問13 ②　家庭教育に関する情報の内容

13.9

11.8

7.5

2.1

5.5

0.2
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49.0

53.3

47.6

46.0

49.0

39.7

40.0

43.4

38.1

37.2

36.4

56.7

32.2

33.1

22.8

22.4

14.7

21.0

30.9

23.4

21.8

25.3

16.1

25.9

20.0

20.8

14.7

30.8

21.6

16.6

15.8

7.3

25.2

15.8

15.2

15.3

11.3

16.1

16.5

17.2

13.9

9.3

18.2

15.1

13.1

11.8

11.3

6.3

15.8

13.8

合計

20-30代

40代

50代

60代以上

しつけ コミュニケーション 育児 いじめ 健康 学校 進路 行政サービス 学習の機会 虐待

性
　
別

年
代
別

49.0

48.5

49.5

39.7

42.1

37.6

36.4

34.6

37.9

22.4

23.3

21.5

21.8

20.7

22.8

20.8

23.3

18.6

15.8

15.4

16.1

15.3

15.4

15.1

13.9

12.8

14.8

11.8

13.2

10.6

合計

男

女

しつけ コミュニケーション 育児 いじめ 健康 学校 進路 行政サービス 学習の機会 虐待

(%)

n
577

266

311

49.0

47.7

50.3

39.7

43.2

36.9

36.4

42.0

31.4

22.4

17.4

26.3

21.8

21.2

22.4

20.8

23.9

18.3

15.8

15.9

15.7

15.3

15.2

15.4

13.9

15.5

12.5

11.8

8.7

14.1

合計

いる

いない

しつけ コミュニケーション 育児 いじめ 健康 学校 進路 行政サービス 学習の機会 虐待
n
577

264

312

(%)

n
577

150

143

139

145
(%)

子
ど
も
の
有
無
別
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51.1

50.1

31.7

24.8

18.7

9.4

15.8

知人、友人

家族、親族

学校

利用したことはない

幼稚園や保育園

医療機関

その他

全
　
体

問14　家庭教育に関する相談先　（複数回答）

４　家庭教育の相談について

家庭教育に関する相談先は　
①「知人、友人」　②「家族、親族」　③「学校」

　家庭教育に関する相談先は　① 「知
人、友人」　②「家族、親族」　③「学校」
　④「利用したことはない」　⑤「幼稚
園や保育園」であった。
　性別では、あらゆる相談先について、
女性の方が積極的に相談している姿がう
かがえる。
　年代別、子どもの有無別では子どもを
持つ若い親が、各相談先に相談している
姿がうかがえる。相談先は「知人、友人」
「家族、親戚」が最も多かった。

・その他の相談先

問14　家庭教育に関する相談先　（複数回答） n=577

■家庭教育に関する相談先は身近な人が多い

相　　談　　先 人数
保健所 15
児童相談所 12
地域の子育て支援センター 10
子育て支援サークル 9
子育てメイトなどの地域の相談員 9
インターネット 7
こころの電話 6
福祉事務所 5
子ども家庭支援センター総合相談 5
精神保健福祉センター 4
ふれあいテレホン 3
ヤングテレホン 2
いのちの電話 2
子ども人権110番 1
あたたかテレホン 1
合計 91

その他

（％）
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性
　
別

年
代
別

51.1

56.0

60.8

50.4

37.2

50.1

59.3

55.9

47.5

37.2

31.7

20.0

37.8

41.0

29.0

24.8

25.3

21.7

20.9

31.0

18.7

28.0

14.0

15.1

17.2

合計

20-30代

40代

50代

60代以上

知人、友人 家族、親族 学校 利用したことはない 幼稚園や保育園

51.1

46.2

55.3

50.1

45.9

53.7

31.7

31.2

32.2

24.8

27.8

22.2

18.7

15.8

21.2

合計

男

女

知人、友人 家族、親族 学校 利用したことはない 幼稚園や保育園

51.1

61.7

42.3

50.1

61.7

40.4

31.7

32.2

31.4

24.8

18.9

29.8

18.7

25.0

13.5

合計

いる

いない

知人、友人 家族、親族 学校 利用したことはない 幼稚園や保育園

(%)

n
577

264

312

n
577

150

143

139

145

(%)

n
577

266

311

(%)

子
ど
も
の
有
無
別
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Q15　家庭教育の学習への参加

参加したい
40.7%

わからない
35.4%

参加しない
21.7%

不明
2.3%

全
　
体

５　家庭教育の学習機会について

問15　家庭教育の学習機会への参加　（単数回答）

家庭教育の学習機会に
参加したい　40.7％
参加しない　21.7％

　家庭教育の学習機会に「参加したい」
は40.7％、「参加しない」は21.7％、
「わからない」は35.4％であった。
　「参加しない」と言い切っている人た
ちが、２割以上いることが気になると
ころである。

　年代別では、年齢が高くなるにつれ
て、「参加しない」の答えが多い。これ
は、家庭教育は親がだけが関係するもの
という考えの表れであろうか。
　子どもの有無別では、子どもがいる人
の51.5％が「参加したい」と答えてい
る。

■家庭教育の学習機会に参加したい

n=577問 15　家庭教育の学習への参加
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40.7

42.7

47.6

41.7

31.0

35.4

46.0

36.4

30.9

27.6

21.7

11.3

14.3

24.5

37.2

合計

20-30代

40代

50代

60代以上

参加したい わからない 参加しない

40.7

41.4

40.2

35.4

33.8

36.7

21.7

22.2

21.2

合計

男

女

参加したい わからない 参加しない性
　
別

年
代
別

40.7

51.5

31.7

35.4

34.5

36.2

21.7

14.0

27.9

合計

いる

いない

参加したい わからない 参加しない

n

577

266

311

(%)

n
577

264

312

n
577

150

143

139

145(%)

(%)

子
ど
も
の
有
無
別
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家庭教育の学習へ参加しやすくするための改善点は、
情報提供、開催時間、開催場所の工夫が必要

全
　
体

問16　家庭教育の学習へ参加しやすくするための改善点　（複数回答）

•@家庭教育の学習へ参加しやすくするた
めの改善点の上位３位は、①「どこで、
どんなことが学習できるかが、わかり
やすくなればよい」（詳細な学習情報の
提供）　②「日中は忙しいので出にくい
ため、夜間や休日の開催ならばよい」　
③「不便なところだと困るので、家の近
くになればよい」となっている。
　性別で見ると、①「どこで、どんなこ
とが学習できるかが、わかりやすくな
ればよい」　については、女性の方が男
性より高い割合を示している。逆に②

「日中は忙しいので出にくいため、夜間
や休日の開催ならばよい」については、
男性の方の割合が多くなっている。
　年代別に見てみると、子育て中の若い
親の世代である20-30代の回答が、あら
ゆる項目でも一番高い割合を占めてい
る。このことから、20-30代の人たちは、
家庭教育に関する学習に意欲を持ってい
る様子がうかがえる。中でも「どこで、
どんなことが学習できるかが、わかりや
すくなればよい」と「費用がかかるので、
無料になればよい」に対して多くの回答
があった。

(%)

■情報提供や開催時間等を工夫することで家庭教育の学習に参加しやすくなる

•i•“•j
–â16•@‰Æ’ë‹³̂ ç‚Ö‚ÌŠw•K‚Ö•Q‰Á‚µ‚â‚·‚-‚·‚é‚½‚ß‚Ì‰ü‘P“_

1.2

3.1

22.2

29.5

30.0

34.1

36.6

56.8

0 10 20 30 40 50 60

どこで、どんなことが学習できるのかが、わかりやすくなればよい

日中は忙しいので出にくいため、夜間や休日の開催ならばよい

不便なところだと困るので、家の近くになればよい

話を聞くだけでなく、質問や相談ができればよい

費用がかかるので、無料になればよい

時間的に余裕がないため、回数が少なく、時間が短ければよい

どのように改善されても参加しない

その他

ｎ=577

Q16 家庭教育の学習へ参加しやすくする為の改善点

どこで、どんな学習ができるのかが、
わかりやすくなればよい

日中は忙しいので出にくいため、
夜間や休日の開催ならばよい

不便なところだと困るので、家の近くになればよい

話を聞くだけでなく、質問や相談ができればよい

費用がかかるので、無料になればよい

時間的に余裕がないため、回数が少なく、
時間が短ければよい

どのように改善されても参加しない

その他

(%)問 16　家庭教育への学習へ参加しやすくするための改善点
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56.8

66.7

58.7

56.8

44.8

36.6

39.3

37.1

41.0

29.0

34.1

44.7

32.2

27.3

31.7

30.0

30.7

23.8

34.5

31.0

29.5

45.3

30.1

20.9

20.7

22.2

28.7

24.5

20.1

15.2

合計

20-30代

40代

50代

60代以上

詳細な学習情報の提供 夜間や休日の開催 近所で開催 質問や相談ができる 参加費用無料 少ない回数、短い時間で

56.8

52.3

60.8

36.6

43.2

30.9

34.1

33.1

35.0

30.0

33.1

27.3

29.5

25.6

32.8

22.2

21.8

22.5

合計

男

女

詳細な学習情報の提供 夜間や休日の開催 近所で開催 質問や相談ができる 参加費無料 少ない回数、短い時間で

56.8

59.1

55.1

36.6

40.5

33.3

34.1

38.3

30.8

30.0

29.5

30.4

29.5

34.8

25.0

22.2

27.7

17.6

合計

いる

いない

詳細な学習情報の提供 夜間や休日の開催 近所で開催 質問や相談ができる 参加費無料 少ない回数、短い時間で

性
　
別

年
代
別

n
577

150

143

139

145

n
577

264

312
(%)

n
577

266

311

(%)

(%)

子
ど
も
の
有
無
別
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６　自由記述について

3 0
2 3

1 5
1 4
1 4
1 3
1 3

7
6
6
6
5
5
4
4
3
3
2
2
2
2
2
1
1
1
1

8
8
7
6
5
5
5
4
3
3
3
2
2
1
1
1

1 4
8
6

1
1
1
1
3
4

4 4

1

3

5

7

9

1 1

1 3

1 5

1 7

1 9

2 1

2 3

2 5

2 7

2 9

3 1

3 3

3 5

3 7

3 9

4 1

4 3

4 5

4 7

4 9

5 1

合　　　計 ３３２

問１７　親子の関わりを深く感じたとき
(件数)（件数）問 17 親 子 の 関 わ り を 深 く感 じ た と き

き び しくし つ け ら れ た

親 と 一 緒 に 手 伝 っ て 働 い た

旅 行 ・外 出 ・キ ャ ン プ

働 く姿 、後 ろ 姿

信 用 して や さ し く見 守 っ て くれ た

生 活 苦

厳 し い 父

仕 事 ・技 術 を 教 え て くれ た

話 を 聞 い て くれ た

無 関 心 、放 任

怒 ら れ た と き

な に げ な い ひ と とき

親 は 忙 し く寂 し か っ た

夫 婦 関 係 （仲 良 か っ た ）

昔 話 （読 み 聞 か せ ）を し て くれ た

プ レ ゼ ン トを も ら っ た と き

ほ め ら れ た と き

夫 婦 関 係 （喧 嘩 ）

離 婚 ・再 婚

か ば っ て くれ た とき

兄 弟 関 係

や さ しい 母

一 人 の 人 間 と し て 扱 っ て くれ た と き

185名 親 に は 感 謝 し て い る

自 由 に 育 っ た

お ふ くろ の 味

生 活 習 慣 を し つ け た こ と

話 を 聞 い て あ げ る と き

い じ め 問 題

趣 味 を 通 じ て

き つ く怒 っ た と き

病 気 の 時

感 謝 され た と き

放 任 した

問 題 行 動 、非 行 な ど

一 緒 に 遊 ぶ

心 配 して くれ た とき

出 産 時

自 然 体 験

64名 親 子 喧 嘩

単 身 赴 任

勉 強 を 教 え る

学 校 関 係 の 思 い 出

受 験 の 思 い 出

地 域 の 人 と の 思 い 出

自 分 を 大 切 に す る

反 抗 期

自 立 の 時

32名 子 ど も 会

忘 れ た

感 じ た こ と は な い

51名 そ の 他

自
分
の
子
ど
も
と
の
思
い
出

自
分
の
親
と
の
思
い
出

自
分
に
関

わ
る
こ
と

そ
の
他

親が忙しくて、寂しかった

とき
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　問１７、１８の自由記述については、プライバシーや紙面の関係から、全文を掲載
できないので、内容を以上のように分類し、その件数を表示することとした。

48
29

15
13

8
5
5
5
5
3
3
3
2
2
1
1
1

20
12
12
11

3
2
1
1
1

16
9
8
7
5
4
3
3
1
1

20
13

2
1
1

1

3

5

7

9

11

13

15

17

19

21

23

25

27

29

31

33

35

37

39

41

(件数)問18　家庭教育について感じていること

親が未熟、学習の必要あり、しっかりしろ

躾を厳しくすべきだ

子どもとのコミュニケーション

子どもへの愛が必要

親は子の手本　親の背中

親子関係を信じてほしい

過保護の親が多い

親が忙しすぎる

親は子育てに責任をもて

相談相手が欲しい

夫婦円満が第一

父親の存在責任

親が神経質になっている

情報過多・マニュアル依存

人の心の痛みのわかる家庭教育

のびのび育てるべきだ

149名 学力偏重、成績主義はだめ

行政へ施設を充実してほしい

家庭教育に関する講座を充実して

地域とのつながりを強めたい

学校教育に期待する

行政に期待する

行政が親を過保護にするな

もっと情報が欲しい

若い世代に期待する

63名 若い世代がわからない

家庭教育は大切だ

家庭教育を考えさせられた

昔の家庭教育はよかった

家庭教育がわからない

家庭教育は難しい

家庭教育は個人的なもの

昔は大変だった

振り返れば後悔する家庭教育

家庭教育は難しくない

57名 家庭教育不要・愛があればいい

日本の現状・将来を憂う

豊かな時代の子育ては難しい

今の子どもは非常識

先祖を敬うことが大切

37名 戦争は体験させたくない

親
は
学
習
す
る
必
要
あ
り

家
庭
教
育
に
つ
い
て

行
政
へ
の

要
望

現
代
社
会
に
つ
い
て

問 18　家庭教育について感じていること

合　　計 ３０６
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子どもの各発達時期における重要な教育項目考察グラフ１

0 1 0 0 2 0 0 3 0 0 4 0 0 5 0 0 6 0 0 7 0 0 8 0 0 9 0 0 1 0 0 0

基 本 的 生 活 習 慣

自 然 体 験

自 主 性

他 人 へ の 思 い や り

自 制 心

生 活 体 験

社 会 的 な マ ナ ー

豊 か な 情 操

自 立 心

道 徳 感

人 間 関 係 づ く り

性 教 育

正 義 感

職 業 観

わ か ら な い

そ の 他

乳 幼 児 期 小 学 生 期 中 学 生 期 高 校 生 期

第３章　考 察

　それぞれの発達段階にある子どもにとって、
どのような家庭教育項目が必要であるかにつ
いて、「基本的生活習慣」が、乳幼児、小学生、
中学生、高校生の各時期を累積すると１位と
なった。とくに乳幼児期においては突出して
多く、乳幼児期のもっとも重要な家庭教育の
項目であると多くの人が感じており、小学校
期でも２位にあげられている（P.12参照）。
  この「基本的生活習慣」についてはP.45で
わかるとおり、親が学習すべき項目としても
２位にあげられている。何ごとにおいても基
礎・基本が大切で、すべてがその上に形づくら
れるものであることは確かであり、その意味
から、子どもにとってもっとも重要な教育項
目として「基本的生活習慣」が１位にあげられ
ることは理解できる。しかし、「基本的生活習
慣」の習得の時期は個人差があり、各家庭でも
尺度が違うので、むやみに他と比較はできな
いものでもある。このことをしっかりとおさ
えることが大切である。
　「自然体験」については乳幼児期では２位
（P.10参照）、小学生期では１位（P.12参照）
にあげられている。中学生期（P.14参照）、高
校生期（P.16参照）では大きく減っている。こ

のことは、親と一緒にキャンプやハイキング、
トレッキングなどをしたいと感じるのも小学
生ぐらいまでであり、それ以後は友人との活
動の中での自然体験を望むようになることを、
実体験として大人が知っていることの表れで
もある。家庭教育における「自然体験」は、小
学生期までに体験させるべき項目として、と
らえるべきであろう。ただし自然体験は山や
海に出かけることだけでなく、公園や庭、そ
してプランターの中など、ちょっとした身近
なところにも存在することを言い添えたい。
また、大人が自然に対して畏敬の念と感動を
持ち、それを子どもに伝えることも大切であ
ろう。
　　考察グラフ１で見ると７位となっている
「社会的なマナー」は高校生期において１位
（P.16参照）である。ちなみに中学生期では
６位（P.14参照）であり、乳幼児期（P.10参
照）、小学生期（P.12参照）では９位で、高校
生期に急に高くなっていることがわかる。
　しかし「社会的マナー」についての教育は、
高校生の時期だけでは身に付かないことも事
実であり、乳幼児期や小・中学生期において
も積極的に取り組むべき教育項目であろう。
たしかに中・高校生期に目に見えて社会的な
マナーの問題が現れてくるが、それは幼少の

（人）

◆子どもにとってもっとも重要な教育項目
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子どもの発達段階別と親にとって大切な学習項目との関係考察グラフ2
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子どもの自立心の育て方

社会的モラル

耐性や適応性を育てるための方法

親としての生き方

自然体験を充実させる方法

子どもの発達段階

地域活動

家族に関する事

学校不適応

性教育
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男女共同参画について

虐待

発達障害

学習の必要性はない
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頃より身につけさせなければならないもので
はないだろうか。子どもが将来自立して生き
ていくためには、社会とよりよく結びつくこ
とが大切であり、それはアイデンティティー
の確立にも大いに関係してくる。
　家庭教育は、家庭の中だけで子どもを見る
のではなく、社会の中の一員として子どもを
見ながら家庭教育を行うことが大切であり、
その意味からも親の社会とのよりよい関わり
あいが重要である。
　子どもの年齢が高くなるにつれて、重要だ
と考える教育項目が多岐にわたっていく傾向
があるが、これはバランスのとれた教育が必
要だということの表れととることもできる。
そのためにも、支援する多様な人材が求めら
れる。

◆親にとってもっとも重要な学習項目

　それぞれの発達段階にある子どもを持つ親
にとって、どのような学習項目が必要である
かについて、乳幼児、小、中、高校生期を累積
すると、考察グラフ２に示すように、１位に

「子どもとのコミュニケーションのとり方」が
あげられた。
乳幼児期で２位（P.18参照）、小学生期でも２
位（P.20参照）、中学生期で３位（P.22参照）、
高校生期で５位（P.24参照）でありながらも、
全体としてはもっとも多くなった。
　この結果だけでは、子どもとのコミュニ
ケーションが困難である状況が浮き彫りに
なっているのか、よりよいコミュニケーショ
ンを目指す親の気持ちの現れなのか判然とは
しないが、重要な学習項目としてとらえてい
ることに注目したい。しかし、子どもとのコ
ミュニケーションは、特別な時間を設けて行
われるものではなく、日常生活の中によりよ
いコミュニケーションのヒントがあるはずで
ある。
　例えば、ある父親は、子どもとのコミュニ
ケーションが大切だと聞くと、「それでは一日
に何分、何回、子どもに触れたらいいのか」と
質問したという。元来コミュニケーションと
は表面的、マニュアル的なノウハウではなく、
もっと根本的な心のふれあいである。心のふ

（人）
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◆家庭の教育力を充実させる支援について

　全体の約８割が家庭教育への支援は必要で
あると考えいる（P.26参照）。「わからない」と
答えた人が11.5％いるが、家庭教育を支援す
るということの具体的なイメージがつかめな
いのではないかと考えられる。また8.7％が
「必要でない」と考えていることにも留意しな
ければならない。
　年代別に見ると20-30代で「必要がない」は
5.4％（P.27参照）で、他の年代に比べて一番
少ない。20-30代は子育ての経験が少なく、適
切な助言や手助けが必要であることがうかが

える。年代が高くなると「必要ではない」の割
合が高くなるが、これは子育て経験を積んだ
ことによって、今の自分が子育てをしたとし
たら支援は必要ないという考えが反映されて
いるのかもしれない。また、昔はあえて支援と
いうことを考えなくても、地域社会に家庭教
育を支援する機能や教育力があったので、と
りたてて支援の必要性を感じないのかもしれ
ない。しかし、男女別、年代別、子どもの有無
別においても大差なく、約８割が必要である
と感じていることは事実である。今後とも適
切な支援の推進に努めることが大切であるこ
とがわかる。
　家庭教育への支援の内容としては、①「家庭
教育では体験できない活動の場をつくる」
49.3％ ②「何でも気軽に相談できる場をつく
る」38.9％ ③「生活の知識を習得できる機会
を提供する」34.9％（P.28参照）など、身近
な日常生活の中で、気軽に集ったり、相談でき
るような支援を必要と考えており、専門的な
アドバイスや学習以前の支援が望まれている
ことがわかる。
　堅苦しい学習の場ではなく、普段着で集い、
会話できるような場（井戸端会議的な場所）づ
くりは、地域活動の活性化と深いつながりが
ある。家庭教育の支援は、まさに地域活動の一
環であり、地域活動の活性化が家庭教育の支援
に果たす役割も大きいのではないか。
　「何でも気軽に相談できる場をつくる」は年
代が高くなるにつれてその割合が多くなって
いる（P.29参照）。これはアンケートに答えた
60代以上の方々が、自分の子育ての経験を基
に、相談相手になれるという意思の表れと見
ることはできないだろうか。子育てを終えた
人たちの持っている生きた情報が、これから
の家庭教育の支援には欠かせないものである。
中高年者も現代の状況を学び、より質の高い
支援ができる人材として、生かされることが

今後の視点となるであろう。

れあいと言えば抽象的になり過ぎるが、要は
子どもとのよりよい関係づくりである。その
ためには各年代の心理的身体的な特徴、学校
の中での子どもの様子を知ること等に加え、
他の人たちの子どもの接し方など、具体的な
事例にふれることも必要であろう。
　しかし、これらの学習は一般論であり、個々
にそのまま対応できるものでもない。そこで
必要なのは、家庭教育についての一般的学習
をどのように補って、個々の家庭教育につな
げていくかという視点である。
　そこで考えられるのは、集団学習の終了後
に個別に質問が出来るような時間を設定する
ことである。そのためにも、講演会などのよう
な多数を集めての学習形態だけではなく、少
人数を対象とした学習会や参加型の学習会が、
より多く実施されることが望ましい。また単
に行政が企画・実行するだけでなく、地域の人
たちの自主的な学習が活発に行われるような
方策も必要であろう。
　また、親にとって必要な学習項目において、
大人として子どもの問題を学習するだけでな
く、親としての生き方を学習することも必要
であることは、「社会的モラル」「親としての生
き方」が４位、６位になっていることを見ても
わかる。
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◆家庭教育の情報について

　家庭教育に関する情報についてたずねた結
果、「充分である」は10.4％しかなく、「充分
ではない」は57.2％と過半数を占める。特に
子育ての終わった６０代以上の人の64.1％が
家庭教育に関する情報が不充分であると感じ
ている（P.30～31参照）。このことを情報を
提供する側として真摯に受け止め、事業の充
実を図るとともに、開催情報等の伝達手段・方
法に一層工夫する必要があるといえる。
　しかし、ここで考慮すべき点は、回答者が情
報源をどこと考えているかである。情報の発
信を公共の機関やマスコミだけととらえずに、
問13の選択肢（P.32参照）にもあげている「友
人、知人」「親族」「夫婦」へも視野を広げて考
えるならば、「充分である」のポイントは上が
るものと考えられる。家庭教育に関する情報
は口コミも、大きなウェイトを占める。
　親は、家庭教育に関する情報をどこから得
ているかたずねた結果、情報の入手先は、①
「友人、知人」56.3％ ②「テレビ、ラジオ」54.9
％　③「新聞」42.1％　④「書籍、雑誌」31.0
％　⑤「回覧板、市町村広報誌」22.4％の順
であった（P.32参照）。　
　性別でみると「友人、知人」と答えたのは女
性が圧倒的に多く、「テレビ、ラジオ」「新聞」「書
籍」などを選んだのは男性が多かった。　
　年代別でみると、20-30代の情報の入手先が
特徴的で「友人、知人」「親族」「夫や妻」など
対人的なものが多く、「テレビ、ラジオ」「新聞」
「書籍」などが他の年代に比べて少なくなって
いる。このことから、20-30代の家庭教育への
情報を豊かにするために、彼らの身近な人た
ちや地域をも巻き込んで考えていく必要があ
り、家庭教育に関する学習は単に親だけを対
象とするだけではなく、今後はより多くの人
たちに関心をもって学習してもらうことも、
念頭に置かなければならないと思う。
　また、年代が高くなるほど、「テレビ、ラジ
オ」「新聞」などが情報入手先として多くなっ
ている。これは高齢になるほど時間的にも余

裕があり、じっくりと「テレビ、ラジオ」「新
聞」等の情報に接しているものと思われる。
　子どもの有無別で見ると、子どもがいる人
は、いない人より「新聞」「書籍、雑誌」から
の情報入手の割合が少ないという結果になっ
た。これは子育て中の人の47.3％（P.48参照）
が給与所得者であり、仕事が多忙であるため
に時間をかけて読まなければならない「新聞」
や「書籍、雑誌」からの情報が少ないものと考
えられる。
　「テレビ・ラジオ」からの情報の入手は子ど
もの有無に関係なく56.4％と同じ割合である。
しかし、これらは一方的に時間を設定されて
送られてくるものであり、その点では柔軟性
に欠ける向きもある。
　そこで今後、仕事を持つ若い年代にとって、
自在に情報ネットワークにアクセスできるIT
技術が家庭教育に関する情報を入手する上で
役立つものと考える。実際、インターネットで
情報を入手しているのは20代で5.4％、30代
で3.2％（P.64参照）であり、これからもっ
と増えるものと考える。しかし、情報化の進展
に伴い「プライバシーの保護」や「正しい報道、
情報発信のチェック機能」「信憑性を見分ける
能力」などの情報社会の影の部分をしっかり
と認識した上で、情報化に主体的に対応でき、
積極的に情報化社会に参画する態度を養える
ような学習も必要であることを書き添えてお
きたい（「情報活用についての学習に関する調
査報告書」平成１３年３月　青森県総合社会
教育センター発行）。
  現代人の多種多様なライフスタイルにあわ
せて、どこへ行けば、どのような情報にたどり
着けるかがわかるように、情報提供する側と
しても、気軽にそして手軽にアクセスできる
インターネットでの検索システムを構築し、
広報していく努力もこれからは必要であろう。
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◆家庭教育の情報の内容について

◆家庭教育の学習機会について

◆家庭教育に関する相談先

　家庭教育に関する情報の内容の上位３位は、
①「しつけ」49.0％　②「子どもとのコミュ
ニケーション」39.7％　③「育児」36.4％で
あった（P.34参照）。
  これからみてもわかるように、情報の内容
としては一般的な内容が多い。しかし、「いじ
め」22.4％や「虐待」11.8％のように深刻で
緊急なものもあった。
  このように、情報の受け手の要望も多種多
様であり、一般的な情報を必要とする人と、特
別な問題を抱える人への情報をきっちり分け
た、メリハリのある情報の提供が必要である

といえる。

　家庭教育に関する相談先で最も多いのは、
「知人、友人」である（P.36参照）。これは問
13①（P.32参照）の情報の入手先と同様の傾
向を示し、相談と情報の入手先は深い関係に
あることがわかる。次に「家族・親族」が高い
パーセントを占めているが、家庭教育の性質
上、身近に相談先を求めている様子がうかが
える。

　「幼稚園や保育園」を「学校」と別な項目とし
て選択肢にあげたが、親にすれば、学校と同様
な施設と受け止められるであろう。そこで両者
をあわせた数値を見てみれば、ほんの少しであ
るが、２位の「家族、親族」よりも高くなり、相
談先としての学校の存在は大きい。
　医療機関やその他の相談先の保健所、児童相
談所への相談は少ないが、相談内容の深刻さ
や、緊急性を考えれば、パーセントの高低だけ
で必要性を議論することはできない。要はこの
ような相談先を必要としている人たちがいるこ
とを、しっかりととらえることである。
　行政機関の相談窓口は敷居が高いと感じられ
ているのだとすれば、もっと気軽に相談できる
ような工夫が必要である。たとえばショッピン
グセンターに子育て相談の窓口を設置すると
か、土・日曜日や夜間の利用を可能にするなど、

気軽に利用できるような工夫が必要である。

考察グラフ3 　職業と子どもの有無の関係

（％）

 参加希望者が４割にとどまり、参加しないと
言い切っている人も２割以上いることは
（P.38参照）、家庭教育についての学習の必要
性を感じていないのか、それとも現在提供さ
れている学習機会が期待するものではないの
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かなど、今後、その理由を明らかにするような
調査が必要と思われる。
　「参加しない」とする２割の人の存在が気に
なる。この回答は50代以上の人に多く（P.39
参照）、実際に子育てに直面している人の回答
は少ないと思う。しかし、家庭教育への支援と
いう観点から見れば、年代を問わず家庭教育
に関心をよせ学習していくことが望ましく、
そのような学習機会の提供について今後考え
ていく必要がある。
　家庭教育の学習へ参加しやすくするための
改善点をたずねたところ、「どこでどんなこと
を学習できるのかがわかりやすくなればよい」
と望んでいる人が56.8％あった（P.40参照）。
　学習を提供する側はこのことをきちんと受
けとめることは勿論である。しかし、情報は偶
然に入るものではなく、求め、探すという行為
から得られるものであることを、どのように
伝えることが出来るか、社会教育における今
後の課題となろう。

　また、開催時間、開催場所の工夫が必要であ
るとの回答が多かったが、これは参加する時
間も限られ、開催場所への移動時間も惜しい
という若い親たちの現状を示しているものと
思われる。さらに、子どものいる人の47.3％
（考察グラフ３参照）が給与所得者であり、そ
の上、仕事を持つ女性が増えていることを考
えれば、家庭教育に関する学習を職場内で
行ってもらうこと等、企業と連携した家庭教

育に関する学習の推進を図ることも今後必要

となるであろう。

　また、授業参観よりもっと踏み込んだ形で、
父母が、幼稚園や学校などで子どもと一緒に
朝から夕方までの一日の生活を体験すること
も、家庭以外での子どもの一面や生活状況を
知ることができ、家庭教育に大いに役立つの
ではないだろうか。今までとは観点の違った
家庭と学校の連携を模索することも必要であ
ろう。
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研究委員会を終えて

生涯学習・社会教育に関する調査研究委員会座長
　　　　　　　　　　　弘前市立船沢中学校　
　　　　　　　　　　　　　校長　前　田　み　き

　まもなく啓蟄。春の気配を敏感にとらえて地中の虫が動き始めるという。わが校の前庭を
すみかとするリスも、そろそろ姿を見せるだろうかと楽しみに待っている。
　「生涯学習・社会教育に関する調査研究委員会」という長い名前の会議が終了した。県内
各地区からの６委員が５回とも、無欠席の会議となったのもうれしい。また、毎回宿題を持
ち寄ったり、激論をぶつけたりしながらも、和やかで楽しい雰囲気がいつもあったのも魅力
であった。きっと今回のテーマが《家庭教育》だったからだろう。
　一人の人間が生を受け、時間をかけながら親子の絆を強め、社会人として巣立つまでの拠
点としての家庭。いつの時代も、家庭はすべての教育のベースとなってきた。このことを改
めて確認することができた委員会であったように思う。県内全域から、貴重なご意見を寄せ
てくださったたくさんの方々に感謝するとともに、総合社会教育センター・研究開発課のス
タッフの仕事に対しても頭が下がる思いである。
　最近、私が気に入っている「いい話」がひとつある。引用の原文は平成13.２.18付けの
朝日新聞・《天声人語》であるが、概要は次のようなものであった。
　林洋子さんという、宮沢賢治作品を楽器に乗せて語る人がいる。彼女の所に、和歌山県の
小学６年生から手紙が届いた。「私たちの卒業記念に公演に来てほしい。でも、小さな学校
なので、あまりお金がない。」林さんは「公演料なしでいってあげる。」というのは簡単なこ
とだが、そうしなかった。本当にやりたいことを実現するには、だれだって知恵をしぼり、
労を惜しまずに行動しなければならないと考えたから。子供たちへの返事はこうだった。
「東京からの旅費と公演料などで21万円かかるが、自分たちでチケットを売ってでもやりた
いというなら、応援する。」
　驚いたのは６年生。けれど、夢の実現のために放課後の活動を開始した。地域の全家庭に
お知らせを配り、牛乳パックを持ち寄って紙漉きをし、チケットを一枚ずつ手作りした。80
枚のポスターも分担して夜遅くまで書き、へばりそうになってしまった。その頃を見計らっ
たように、各地からカンパが届いたという。（これは林さんからの呼びかけによるもの）
チケットも完売して、ようやく、６年生８人が主催する卒業記念公演は２月下旬に実現する
こととなった。この８人は自分たちの夢を実現させたばかりでなく、様々な苦労を通して社
会の仕組みも学んだ。担任は「失敗してもいい」と子供たちを励まし続け、最初は戸惑い気
味の親や学校側、地域の人々までも子供たちをしっかり支え、見守ったという。
　「大人もまた、子供の力を信じ、任せる大切さを知った。」と《天声人語》は結んでいた
が、心優しく、たくましく育てるためには子供を育てる“大人の覚悟”が必要だということ
だろう。
　次代を担う若者への大人の想いは熱い。だからこそ、子育てについての「学び」が父母の
みならず、地域の大人や学校にとっても、魅力ある「学び」であってほしいと願っている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　              　（2002. 3. 1）
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Q7 家庭教育の重要性                            
全体 とても重

要だと思
う

重要だと
思う

あまり重
要だと思
わない

まったく
重要だと
思わない

わからな
い

不明

合計 577 380 175 9 0 5 8
100.0 66.8 30.8 1.6 0.0 0.9

Q1 男 266 168 89 5 0 1 3
  ％ 100.0 63.9 33.8 1.9 0.0 0.4
性 女 311 212 86 4 0 4 5
別 ％ 100.0 69.3 28.1 1.3 0.0 1.3

合計 577 380 175 9 0 5 8
100.0 66.8 30.8 1.6 0.0 0.9

Q2 20代 56 34 21 1 0 0 0
  ％ 100.0 60.7 37.5 1.8 0.0 0.0
年 30代 94 52 38 2 0 2 0
齢 ％ 100.0 55.3 40.4 2.1 0.0 2.1
  40代 143 98 40 1 0 1 3
  ％ 100.0 70.0 28.6 0.7 0.0 0.7
  50代 139 101 33 3 0 0 2
  ％ 100.0 73.7 24.1 2.2 0.0 0.0
  60代 103 66 34 1 0 1 1
  ％ 100.0 64.7 33.3 1.0 0.0 1.0
  70代以上 42 29 9 1 0 1 2
  ％ 100.0 72.5 22.5 2.5 0.0 2.5

合計 577 380 175 9 0 5 8
100.0 66.8 30.8 1.6 0.0 0.9

Q3 三市 299 204 83 4 0 3 5
  ％ 100.0 69.4 28.2 1.4 0.0 1.0
地 五市 102 65 34 1 0 1 1
域 ％ 100.0 64.4 33.7 1.0 0.0 1.0
  町村部 175 111 57 4 0 1 2
  ％ 100.0 64.2 32.9 2.3 0.0 0.6

合計 577 380 175 9 0 5 8
100.0 66.8 30.8 1.6 0.0 0.9

Q4 農林漁業従事者 30 18 10 0 0 0 2
  ％ 100.0 64.3 35.7 0.0 0.0 0.0
職 商店等個人事業主 28 21 6 0 0 1 0
業 ％ 100.0 75.0 21.4 0.0 0.0 3.6
  企業等経営者 17 12 4 1 0 0 0
  ％ 100.0 70.6 23.5 5.9 0.0 0.0
  給与所得者 233 149 79 3 0 1 1
  ％ 100.0 64.2 34.1 1.3 0.0 0.4
  専業主婦（夫） 95 67 25 2 0 1 0
  ％ 100.0 70.5 26.3 2.1 0.0 1.1
  パートタイマー、アルバイト 44 28 16 0 0 0 0
  ％ 100.0 63.6 36.4 0.0 0.0 0.0
  学生 8 2 6 0 0 0 0
  ％ 100.0 25.0 75.0 0.0 0.0 0.0
  無職 76 48 21 2 0 2 3
  ％ 100.0 65.8 28.8 2.7 0.0 2.7
  その他 38 30 6 1 0 0 1
  ％ 100.0 81.1 16.2 2.7 0.0 0.0

合計 577 380 175 9 0 5 8
100.0 66.8 30.8 1.6 0.0 0.9

Q5 も いる 264 168 89 4 0 2 1
   の ％ 100.0 63.9 33.8 1.5 0.0 0.8
子 有 いない 312 211 86 5 0 3 7
ど 無 ％ 100.0 69.2 28.2 1.6 0.0 1.0

問７　あなたは、家庭教育を重要だと思いますか。（単数回答）
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Q8 乳幼児期に重要な教育項目                                            
全体 基本

的生
活習
慣

生活
体験

自然
体験

自主
性

自制
心

自立
心

豊か
な情
操

他人
への
思い
やり

道徳
感

社会
的な
マ
ナー

正義
感

人間
関係
づく
り

職業
観

性教
育

その
他

わか
らな
い

合計 577 478 221 284 27 36 21 243 50 10 17 4 16 0 1 4 9
％ 100.0 82.8 38.3 49.2 4.7 6.2 3.6 42.1 8.7 1.7 2.9 0.7 2.8 0.0 0.2 0.7 1.6

Q1 男 266 216 102 132 15 18 8 100 25 9 8 1 2 0 1 1 6
  ％ 100.0 81.2 38.3 49.6 5.6 6.8 3.0 37.6 9.4 3.4 3.0 0.4 0.8 0.0 0.4 0.4 2.3
性 女 311 262 119 152 12 18 13 143 25 1 9 3 14 0 0 3 3
別 ％ 100.0 84.2 38.3 48.9 3.9 5.8 4.2 46.0 8.0 0.3 2.9 1.0 4.5 0.0 0.0 1.0 1.0

合計 577 478 221 284 27 36 21 243 50 10 17 4 16 0 1 4 9
％ 100.0 82.8 38.3 49.2 4.7 6.2 3.6 42.1 8.7 1.7 2.9 0.7 2.8 0.0 0.2 0.7 1.6

Q2 20代 56 44 21 29 4 2 1 28 9 0 2 0 3 0 0 1 2
  ％ 100.0 78.6 37.5 51.8 7.1 3.6 1.8 50.0 16.1 0.0 3.6 0.0 5.4 0.0 0.0 1.8 3.6
年 30代 94 78 32 61 7 5 2 51 12 3 2 1 3 0 0 0 1
齢 ％ 100.0 83.0 34.0 64.9 7.4 5.3 2.1 54.3 12.8 3.2 2.1 1.1 3.2 0.0 0.0 0.0 1.1
  40代 143 118 55 76 2 9 6 66 10 2 4 2 4 0 0 1 0
  ％ 100.0 82.5 38.5 53.1 1.4 6.3 4.2 46.2 7.0 1.4 2.8 1.4 2.8 0.0 0.0 0.7 0.0
  50代 139 118 63 64 4 11 7 51 10 2 6 0 3 0 1 2 2
  ％ 100.0 84.9 45.3 46.0 2.9 7.9 5.0 36.7 7.2 1.4 4.3 0.0 2.2 0.0 0.7 1.4 1.4
  60代 103 89 38 40 6 8 3 38 8 1 2 1 3 0 0 0 2
  ％ 100.0 86.4 36.9 38.8 5.8 7.8 2.9 36.9 7.8 1.0 1.9 1.0 2.9 0.0 0.0 0.0 1.9
  70代以上 42 31 12 14 4 1 2 9 1 2 1 0 0 0 0 0 2
  ％ 100.0 73.8 28.6 33.3 9.5 2.4 4.8 21.4 2.4 4.8 2.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.8

問８①　家庭において、乳幼児期の子どもに、もっとも重要だと思う教育項目は何か。（複数回答）

合計 577 478 221 284 27 36 21 243 50 10 17 4 16 0 1 4 9
％ 100.0 82.8 38.3 49.2 4.7 6.2 3.6 42.1 8.7 1.7 2.9 0.7 2.8 0.0 0.2 0.7 1.6

Q3 三市 299 244 116 141 11 15 8 135 22 3 9 1 10 0 0 1 8
  ％ 100.0 81.6 38.8 47.2 3.7 5.0 2.7 45.2 7.4 1.0 3.0 0.3 3.3 0.0 0.0 0.3 2.7
地 五市 102 86 40 59 5 7 5 42 7 3 1 0 0 0 0 2 1
域 ％ 100.0 84.3 39.2 57.8 4.9 6.9 4.9 41.2 6.9 2.9 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 1.0
  町村部 175 147 64 83 11 14 8 66 21 4 7 3 6 0 1 1 0
  ％ 100.0 84.0 36.6 47.4 6.3 8.0 4.6 37.7 12.0 2.3 4.0 1.7 3.4 0.0 0.6 0.6 0.0

合計 577 478 221 284 27 36 21 243 50 10 17 4 16 0 1 4 9
％ 100.0 82.8 38.3 49.2 4.7 6.2 3.6 42.1 8.7 1.7 2.9 0.7 2.8 0.0 0.2 0.7 1.6

Q4 農林漁業従事者 30 25 14 11 4 3 1 9 3 0 1 0 1 0 0 0 0
  ％ 100.0 83.3 46.7 36.7 13.3 10.0 3.3 30.0 10.0 0.0 3.3 0.0 3.3 0.0 0.0 0.0 0.0
職 商店等個人事業主 28 26 18 18 0 2 1 8 4 0 0 0 0 0 0 0 0
業 ％ 100.0 92.9 64.3 64.3 0.0 7.1 3.6 28.6 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
  企業等経営者 17 11 7 10 1 1 0 3 3 1 0 0 0 0 0 0 0
  ％ 100.0 64.7 41.2 58.8 5.9 5.9 0.0 17.6 17.6 5.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
  給与所得者 233 195 85 123 14 17 8 112 16 6 9 2 6 0 1 1 4
  ％ 100.0 83.7 36.5 52.8 6.0 7.3 3.4 48.1 6.9 2.6 3.9 0.9 2.6 0.0 0.4 0.4 1.7
  専業主婦（夫） 95 82 40 46 4 2 2 45 8 0 3 1 5 0 0 3 0
  ％ 100.0 86.3 42.1 48.4 4.2 2.1 2.1 47.4 8.4 0.0 3.2 1.1 5.3 0.0 0.0 3.2 0.0
  パートタイマー、アルバイト 44 37 15 28 1 2 3 20 3 0 0 0 3 0 0 0 1
  ％ 100.0 84.1 34.1 63.6 2.3 4.5 6.8 45.5 6.8 0.0 0.0 0.0 6.8 0.0 0.0 0.0 2.3
  学生 8 7 3 6 0 1 0 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0
  ％ 100.0 87.5 37.5 75.0 0.0 12.5 0.0 50.0 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
  無職 76 60 24 27 3 3 5 21 4 2 3 0 1 0 0 0 4
  ％ 100.0 78.9 31.6 35.5 3.9 3.9 6.6 27.6 5.3 2.6 3.9 0.0 1.3 0.0 0.0 0.0 5.3
  その他 38 29 12 11 0 5 0 18 6 1 1 1 0 0 0 0 0
  ％ 100.0 76.3 31.6 28.9 0.0 13.2 0.0 47.4 15.8 2.6 2.6 2.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

合計 577 478 221 284 27 36 21 243 50 10 17 4 16 0 1 4 9
％ 100.0 82.8 38.3 49.2 4.7 6.2 3.6 42.1 8.7 1.7 2.9 0.7 2.8 0.0 0.2 0.7 1.6

Q5 も いる 264 212 89 136 13 20 13 135 23 8 6 3 10 0 0 1 2
   の ％ 100.0 80.3 33.7 51.5 4.9 7.6 4.9 51.1 8.7 3.0 2.3 1.1 3.8 0.0 0.0 0.4 0.8
子 有 いない 312 265 131 147 14 16 8 108 27 2 11 1 6 0 1 3 7
ど 無 ％ 100.0 84.9 42.0 47.1 4.5 5.1 2.6 34.6 8.7 0.6 3.5 0.3 1.9 0.0 0.3 1.0 2.2
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Q8 小学生期に重要な教育項目 
全体 基本

的生
活習
慣

生活
体験

自然
体験

自主
性

自制
心

自立
心

豊か
な情
操

他人
への
思い
やり

道徳
感

社会
的な
マ
ナー

正義
感

人間
関係
づく
り

職業
観

性教
育

その
他

わか
らな
い

合計 577 271 271 303 159 109 72 139 145 47 47 19 20 0 13 2 2
％ 100.0 47.0 47.0 52.5 27.6 18.9 12.5 24.1 25.1 8.1 8.1 3.3 3.5 0.0 2.3 0.3 0.3

Q1 男 266 126 121 143 76 50 30 64 63 22 20 5 8 0 5 1 2
  ％ 100.0 47.4 45.5 53.8 28.6 18.8 11.3 24.1 23.7 8.3 7.5 1.9 3.0 0.0 1.9 0.4 0.8
性 女 311 145 150 160 83 59 42 75 82 25 27 14 12 0 8 1 0
別 ％ 100.0 46.6 48.2 51.4 26.7 19.0 13.5 24.1 26.4 8.0 8.7 4.5 3.9 0.0 2.6 0.3 0.0

合計 577 271 271 303 159 109 72 139 145 47 47 19 20 0 13 2 2
％ 100.0 47.0 47.0 52.5 27.6 18.9 12.5 24.1 25.1 8.1 8.1 3.3 3.5 0.0 2.3 0.3 0.3

Q2 20代 56 35 24 30 15 17 6 13 18 4 5 4 4 0 2 0 0
  ％ 100.0 62.5 42.9 53.6 26.8 30.4 10.7 23.2 32.1 7.1 8.9 7.1 7.1 0.0 3.6 0.0 0.0
年 30代 94 46 53 53 22 13 10 19 31 11 5 1 4 0 2 0 0
齢 ％ 100.0 48.9 56.4 56.4 23.4 13.8 10.6 20.2 33.0 11.7 5.3 1.1 4.3 0.0 2.1 0.0 0.0
  40代 143 71 73 75 35 25 15 28 35 15 7 4 6 0 4 1 0
  ％ 100.0 49.7 51.0 52.4 24.5 17.5 10.5 19.6 24.5 10.5 4.9 2.8 4.2 0.0 2.8 0.7 0.0
  50代 139 65 61 74 42 25 16 42 36 7 10 4 3 0 3 1 0
  ％ 100.0 46.8 43.9 53.2 30.2 18.0 11.5 30.2 25.9 5.0 7.2 2.9 2.2 0.0 2.2 0.7 0.0
  60代 103 36 46 54 33 19 19 30 18 7 14 4 3 0 1 0 0
  ％ 100.0 35.0 44.7 52.4 32.0 18.4 18.4 29.1 17.5 6.8 13.6 3.9 2.9 0.0 1.0 0.0 0.0
  70代以上 42 18 14 17 12 10 6 7 7 3 6 2 0 0 1 0 2
  ％ 100.0 42.9 33.3 40.5 28.6 23.8 14.3 16.7 16.7 7.1 14.3 4.8 0.0 0.0 2.4 0.0 4.8

合計 577 271 271 303 159 109 72 139 145 47 47 19 20 0 13 2 2
％ 100.0 47.0 47.0 52.5 27.6 18.9 12.5 24.1 25.1 8.1 8.1 3.3 3.5 0.0 2.3 0.3 0.3

Q3 三市 299 133 145 161 75 60 39 65 78 26 28 12 15 0 8 0 2
  ％ 100.0 44.5 48.5 53.8 25.1 20.1 13.0 21.7 26.1 8.7 9.4 4.0 5.0 0.0 2.7 0.0 0.7
地 五市 102 54 53 53 23 16 14 28 30 7 6 2 2 0 0 1 0
域 ％ 100.0 52.9 52.0 52.0 22.5 15.7 13.7 27.5 29.4 6.9 5.9 2.0 2.0 0.0 0.0 1.0 0.0
  町村部 175 84 72 89 60 32 19 46 37 14 13 5 3 0 5 1 0
  ％ 100.0 48.0 41.1 50.9 34.3 18.3 10.9 26.3 21.1 8.0 7.4 2.9 1.7 0.0 2.9 0.6 0.0

問８②　家庭において、小学生期の子どもに、もっとも重要だと思う教育項目は何か。（複数回答）

合計 577 271 271 303 159 109 72 139 145 47 47 19 20 0 13 2 2
％ 100.0 47.0 47.0 52.5 27.6 18.9 12.5 24.1 25.1 8.1 8.1 3.3 3.5 0.0 2.3 0.3 0.3

Q4 農林漁業従事者 30 15 16 19 11 3 1 3 5 2 1 0 2 0 1 0 0
  ％ 100.0 50.0 53.3 63.3 36.7 10.0 3.3 10.0 16.7 6.7 3.3 0.0 6.7 0.0 3.3 0.0 0.0
職 商店等個人事業主 28 13 13 9 8 3 7 10 10 1 5 0 0 0 0 0 0
業 ％ 100.0 46.4 46.4 32.1 28.6 10.7 25.0 35.7 35.7 3.6 17.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
  企業等経営者 17 7 8 12 5 2 0 4 3 1 1 1 1 0 0 0 0
  ％ 100.0 41.2 47.1 70.6 29.4 11.8 0.0 23.5 17.6 5.9 5.9 5.9 5.9 0.0 0.0 0.0 0.0
  給与所得者 233 114 113 119 67 48 28 60 55 23 15 7 6 0 5 1 0
  ％ 100.0 48.9 48.5 51.1 28.8 20.6 12.0 25.8 23.6 9.9 6.4 3.0 2.6 0.0 2.1 0.4 0.0
  専業主婦（夫） 95 47 43 50 20 21 10 22 29 9 8 5 4 0 4 1 0
  ％ 100.0 49.5 45.3 52.6 21.1 22.1 10.5 23.2 30.5 9.5 8.4 5.3 4.2 0.0 4.2 1.1 0.0
  パートタイマー、アルバイト 44 15 22 25 9 8 8 11 13 4 3 3 3 0 1 0 0
  ％ 100.0 34.1 50.0 56.8 20.5 18.2 18.2 25.0 29.5 9.1 6.8 6.8 6.8 0.0 2.3 0.0 0.0
  学生 8 7 5 4 0 2 2 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0
  ％ 100.0 87.5 62.5 50.0 0.0 25.0 25.0 12.5 37.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
  無職 76 31 28 39 25 9 12 18 14 6 11 2 2 0 1 0 2
  ％ 100.0 40.8 36.8 51.3 32.9 11.8 15.8 23.7 18.4 7.9 14.5 2.6 2.6 0.0 1.3 0.0 2.6
  その他 38 19 21 23 11 9 1 8 10 0 1 0 1 0 1 0 0
  ％ 100.0 50.0 55.3 60.5 28.9 23.7 2.6 21.1 26.3 0.0 2.6 0.0 2.6 0.0 2.6 0.0 0.0

合計 577 271 271 303 159 109 72 139 145 47 47 19 20 0 13 2 2
％ 100.0 47.0 47.0 52.5 27.6 18.9 12.5 24.1 25.1 8.1 8.1 3.3 3.5 0.0 2.3 0.3 0.3

Q5 も いる 264 130 126 150 61 44 30 55 79 30 20 8 13 0 5 1 0
   の ％ 100.0 49.2 47.7 56.8 23.1 16.7 11.4 20.8 29.9 11.4 7.6 3.0 4.9 0.0 1.9 0.4 0.0
子 有 いない 312 140 145 152 97 65 42 84 66 17 27 11 7 0 8 1 2
ど 無 ％ 100.0 44.9 46.5 48.7 31.1 20.8 13.5 26.9 21.2 5.4 8.7 3.5 2.2 0.0 2.6 0.3 0.6
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Q8 中学生期に重要な教育項目
全体 基本

的生
活習
慣

生活
体験

自然
体験

自主
性

自制
心

自立
心

豊か
な情
操

他人
への
思い
やり

道徳
感

社会
的な
マ
ナー

正義
感

人間
関係
づく
り

職業
観

性教
育

その
他

わか
らな
い

合計 577 74 15 52 287 248 161 81 200 155 146 37 96 6 56 2 2
％ 100.0 12.8 2.6 9.0 49.7 43.0 27.9 14.0 34.7 26.9 25.3 6.4 16.6 1.0 9.7 0.3 0.3

Q1 男 266 35 6 29 131 108 81 37 85 75 63 19 41 3 25 1 2
  ％ 100.0 13.2 2.3 10.9 49.2 40.6 30.5 13.9 32.0 28.2 23.7 7.1 15.4 1.1 9.4 0.4 0.8
性 女 311 39 9 23 156 140 80 44 115 80 83 18 55 3 31 1 0
別 ％ 100.0 12.5 2.9 7.4 50.2 45.0 25.7 14.1 37.0 25.7 26.7 5.8 17.7 1.0 10.0 0.3 0.0

合計 577 74 15 52 287 248 161 81 200 155 146 37 96 6 56 2 2
％ 100.0 12.8 2.6 9.0 49.7 43.0 27.9 14.0 34.7 26.9 25.3 6.4 16.6 1.0 9.7 0.3 0.3

Q2 20代 56 10 3 5 26 26 16 1 25 26 16 4 8 1 11 0 0
  ％ 100.0 17.9 5.4 8.9 46.4 46.4 28.6 1.8 44.6 46.4 28.6 7.1 14.3 1.8 19.6 0.0 0.0
年 30代 94 10 1 8 55 42 19 13 33 24 34 3 16 1 11 0 0
齢 ％ 100.0 10.6 1.1 8.5 58.5 44.7 20.2 13.8 35.1 25.5 36.2 3.2 17.0 1.1 11.7 0.0 0.0
  40代 143 18 6 8 77 68 38 23 55 33 33 9 19 2 12 1 0
  ％ 100.0 12.6 4.2 5.6 53.8 47.6 26.6 16.1 38.5 23.1 23.1 6.3 13.3 1.4 8.4 0.7 0.0
  50代 139 20 5 15 61 56 42 15 42 35 36 14 29 2 14 1 0
  ％ 100.0 14.4 3.6 10.8 43.9 40.3 30.2 10.8 30.2 25.2 25.9 10.1 20.9 1.4 10.1 0.7 0.0
  60代 103 13 0 9 50 43 31 20 35 26 21 5 19 0 6 0 0
  ％ 100.0 12.6 0.0 8.7 48.5 41.7 30.1 19.4 34.0 25.2 20.4 4.9 18.4 0.0 5.8 0.0 0.0
  70代以上 42 3 0 7 18 13 15 9 10 11 6 2 5 0 2 0 2
  ％ 100.0 7.1 0.0 16.7 42.9 31.0 35.7 21.4 23.8 26.2 14.3 4.8 11.9 0.0 4.8 0.0 4.8

合計 577 74 15 52 287 248 161 81 200 155 146 37 96 6 56 2 2
％ 100.0 12.8 2.6 9.0 49.7 43.0 27.9 14.0 34.7 26.9 25.3 6.4 16.6 1.0 9.7 0.3 0.3

Q3 三市 299 43 9 30 160 125 80 42 105 79 72 17 53 4 25 0 2
  ％ 100.0 14.4 3.0 10.0 53.5 41.8 26.8 14.0 35.1 26.4 24.1 5.7 17.7 1.3 8.4 0.0 0.7
地 五市 102 13 2 9 52 46 32 18 32 25 23 4 16 1 14 1 0
域 ％ 100.0 12.7 2.0 8.8 51.0 45.1 31.4 17.6 31.4 24.5 22.5 3.9 15.7 1.0 13.7 1.0 0.0
  町村部 175 18 4 13 75 77 48 21 63 50 51 16 26 1 17 1 0
  ％ 100.0 10.3 2.3 7.4 42.9 44.0 27.4 12.0 36.0 28.6 29.1 9.1 14.9 0.6 9.7 0.6 0.0

問８③　家庭において、中学生期の子どもに、もっとも重要だと思う教育項目は何か。（複数回答）

合計 577 74 15 52 287 248 161 81 200 155 146 37 96 6 56 2 2
％ 100.0 12.8 2.6 9.0 49.7 43.0 27.9 14.0 34.7 26.9 25.3 6.4 16.6 1.0 9.7 0.3 0.3

Q4 農林漁業従事者 30 6 1 1 14 14 11 3 6 6 6 2 6 0 1 0 0
  ％ 100.0 20.0 3.3 3.3 46.7 46.7 36.7 10.0 20.0 20.0 20.0 6.7 20.0 0.0 3.3 0.0 0.0
職 商店等個人事業主 28 2 0 2 15 18 8 3 7 7 6 1 4 0 2 0 0
業 ％ 100.0 7.1 0.0 7.1 53.6 64.3 28.6 10.7 25.0 25.0 21.4 3.6 14.3 0.0 7.1 0.0 0.0
  企業等経営者 17 2 0 4 10 4 5 3 4 3 3 3 3 1 0 0 0
  ％ 100.0 11.8 0.0 23.5 58.8 23.5 29.4 17.6 23.5 17.6 17.6 17.6 17.6 5.9 0.0 0.0 0.0
  給与所得者 233 34 6 18 120 94 68 35 90 70 61 11 34 2 29 1 0
  ％ 100.0 14.6 2.6 7.7 51.5 40.3 29.2 15.0 38.6 30.0 26.2 4.7 14.6 0.9 12.4 0.4 0.0
  専業主婦（夫） 95 12 5 7 49 48 23 8 34 26 25 8 19 2 6 1 0
  ％ 100.0 12.6 5.3 7.4 51.6 50.5 24.2 8.4 35.8 27.4 26.3 8.4 20.0 2.1 6.3 1.1 0.0
  パートタイマー、アルバイト 44 3 0 5 24 22 10 5 18 8 14 3 7 0 6 0 0
  ％ 100.0 6.8 0.0 11.4 54.5 50.0 22.7 11.4 40.9 18.2 31.8 6.8 15.9 0.0 13.6 0.0 0.0
  学生 8 2 1 3 4 4 1 0 4 2 1 0 1 0 1 0 0
  ％ 100.0 25.0 12.5 37.5 50.0 50.0 12.5 0.0 50.0 25.0 12.5 0.0 12.5 0.0 12.5 0.0 0.0
  無職 76 7 1 6 27 25 24 13 23 19 21 6 12 0 6 0 2
  ％ 100.0 9.2 1.3 7.9 35.5 32.9 31.6 17.1 30.3 25.0 27.6 7.9 15.8 0.0 7.9 0.0 2.6
  その他 38 5 1 5 20 16 8 9 12 13 6 2 7 1 5 0 0
  ％ 100.0 13.2 2.6 13.2 52.6 42.1 21.1 23.7 31.6 34.2 15.8 5.3 18.4 2.6 13.2 0.0 0.0

合計 577 74 15 52 287 248 161 81 200 155 146 37 96 6 56 2 2
％ 100.0 12.8 2.6 9.0 49.7 43.0 27.9 14.0 34.7 26.9 25.3 6.4 16.6 1.0 9.7 0.3 0.3

Q5 も いる 264 36 8 21 135 115 74 30 93 66 74 16 50 3 23 1 0
   の ％ 100.0 13.6 3.0 8.0 51.1 43.6 28.0 11.4 35.2 25.0 28.0 6.1 18.9 1.1 8.7 0.4 0.0
子 有 いない 312 37 7 31 152 132 87 50 107 89 72 21 46 3 33 1 2
ど 無 ％ 100.0 11.9 2.2 9.9 48.7 42.3 27.9 16.0 34.3 28.5 23.1 6.7 14.7 1.0 10.6 0.3 0.6
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Q8 高校生期に重要な教育項目 
全体 基本

的生
活習
慣

生活
体験

自然
体験

自主
性

自制
心

自立
心

豊か
な情
操

他人
への
思い
やり

道徳
感

社会
的な
マ
ナー

正義
感

人間
関係
づく
り

職業
観

性教
育

その
他

わか
らな
い

合計 577 57 7 18 134 142 225 40 146 123 302 65 187 118 56 2 2
％ 100.0 9.9 1.2 3.1 23.2 24.6 39.0 6.9 25.3 21.3 52.3 11.3 32.4 20.5 9.7 0.3 0.3

Q1 男 266 28 4 10 59 62 96 21 66 57 139 35 90 58 21 1 2
  ％ 100.0 10.5 1.5 3.8 22.2 23.3 36.1 7.9 24.8 21.4 52.3 13.2 33.8 21.8 7.9 0.4 0.8
性 女 311 29 3 8 75 80 129 19 80 66 163 30 97 60 35 1 0
別 ％ 100.0 9.3 1.0 2.6 24.1 25.7 41.5 6.1 25.7 21.2 52.4 9.6 31.2 19.3 11.3 0.3 0.0

合計 577 57 7 18 134 142 225 40 146 123 302 65 187 118 56 2 2
％ 100.0 9.9 1.2 3.1 23.2 24.6 39.0 6.9 25.3 21.3 52.3 11.3 32.4 20.5 9.7 0.3 0.3

Q2 20代 56 8 2 3 11 14 31 3 10 12 35 6 19 14 10 0 0
  ％ 100.0 14.3 3.6 5.4 19.6 25.0 55.4 5.4 17.9 21.4 62.5 10.7 33.9 25.0 17.9 0.0 0.0
年 30代 94 9 0 2 28 22 48 2 21 17 50 5 33 23 8 0 0
齢 ％ 100.0 9.6 0.0 2.1 29.8 23.4 51.1 2.1 22.3 18.1 53.2 5.3 35.1 24.5 8.5 0.0 0.0
  40代 143 15 1 1 37 42 58 9 44 32 67 13 47 30 15 1 0
  ％ 100.0 10.5 0.7 0.7 25.9 29.4 40.6 6.3 30.8 22.4 46.9 9.1 32.9 21.0 10.5 0.7 0.0
  50代 139 14 3 6 29 34 49 10 41 37 63 23 46 26 12 1 0
  ％ 100.0 10.1 2.2 4.3 20.9 24.5 35.3 7.2 29.5 26.6 45.3 16.5 33.1 18.7 8.6 0.7 0.0
  60代 103 9 1 4 22 23 30 12 23 16 63 14 31 17 8 0 0
  ％ 100.0 8.7 1.0 3.9 21.4 22.3 29.1 11.7 22.3 15.5 61.2 13.6 30.1 16.5 7.8 0.0 0.0
  70代以上 42 2 0 2 7 7 9 4 7 9 24 4 11 8 3 0 2
  ％ 100.0 4.8 0.0 4.8 16.7 16.7 21.4 9.5 16.7 21.4 57.1 9.5 26.2 19.0 7.1 0.0 4.8

問８④　家庭において、高校生期の子どもに、もっとも重要だと思う教育項目は何か。（複数回答）

合計 577 57 7 18 134 142 225 40 146 123 302 65 187 118 56 2 2
％ 100.0 9.9 1.2 3.1 23.2 24.6 39.0 6.9 25.3 21.3 52.3 11.3 32.4 20.5 9.7 0.3 0.3

Q3 三市 299 32 5 11 72 77 110 26 75 58 155 36 93 67 26 0 2
  ％ 100.0 10.7 1.7 3.7 24.1 25.8 36.8 8.7 25.1 19.4 51.8 12.0 31.1 22.4 8.7 0.0 0.7
地 五市 102 11 1 4 23 25 51 3 28 23 50 8 31 19 9 1 0
域 ％ 100.0 10.8 1.0 3.9 22.5 24.5 50.0 2.9 27.5 22.5 49.0 7.8 30.4 18.6 8.8 1.0 0.0
  町村部 175 14 1 3 39 40 64 11 43 42 96 21 63 31 20 1 0
  ％ 100.0 8.0 0.6 1.7 22.3 22.9 36.6 6.3 24.6 24.0 54.9 12.0 36.0 17.7 11.4 0.6 0.0

合計 577 57 7 18 134 142 225 40 146 123 302 65 187 118 56 2 2
％ 100.0 9.9 1.2 3.1 23.2 24.6 39.0 6.9 25.3 21.3 52.3 11.3 32.4 20.5 9.7 0.3 0.3

Q4 農林漁業従事者 30 3 0 2 5 4 11 2 7 6 17 3 13 3 4 0 0
  ％ 100.0 10.0 0.0 6.7 16.7 13.3 36.7 6.7 23.3 20.0 56.7 10.0 43.3 10.0 13.3 0.0 0.0
職 商店等個人事業主 28 1 0 0 8 9 6 3 9 4 16 1 10 4 5 0 0
業 ％ 100.0 3.6 0.0 0.0 28.6 32.1 21.4 10.7 32.1 14.3 57.1 3.6 35.7 14.3 17.9 0.0 0.0
  企業等経営者 17 3 1 3 5 4 6 1 4 5 8 2 0 4 2 0 0
  ％ 100.0 17.6 5.9 17.6 29.4 23.5 35.3 5.9 23.5 29.4 47.1 11.8 0.0 23.5 11.8 0.0 0.0
  給与所得者 233 29 2 3 56 60 91 16 62 49 116 34 84 51 23 1 0
  ％ 100.0 12.4 0.9 1.3 24.0 25.8 39.1 6.9 26.6 21.0 49.8 14.6 36.1 21.9 9.9 0.4 0.0
  専業主婦（夫） 95 8 1 3 27 26 44 6 23 23 56 5 26 15 8 1 0
  ％ 100.0 8.4 1.1 3.2 28.4 27.4 46.3 6.3 24.2 24.2 58.9 5.3 27.4 15.8 8.4 1.1 0.0
  パートタイマー、アルバイト 44 3 1 0 9 11 21 2 13 6 24 6 13 13 6 0 0
  ％ 100.0 6.8 2.3 0.0 20.5 25.0 47.7 4.5 29.5 13.6 54.5 13.6 29.5 29.5 13.6 0.0 0.0
  学生 8 2 0 2 3 1 5 0 1 3 4 0 2 0 1 0 0
  ％ 100.0 25.0 0.0 25.0 37.5 12.5 62.5 0.0 12.5 37.5 50.0 0.0 25.0 0.0 12.5 0.0 0.0
  無職 76 4 1 2 12 16 23 8 14 14 39 6 23 15 4 0 2
  ％ 100.0 5.3 1.3 2.6 15.8 21.1 30.3 10.5 18.4 18.4 51.3 7.9 30.3 19.7 5.3 0.0 2.6
  その他 38 3 1 2 8 10 14 1 12 11 17 7 12 12 3 0 0
  ％ 100.0 7.9 2.6 5.3 21.1 26.3 36.8 2.6 31.6 28.9 44.7 18.4 31.6 31.6 7.9 0.0 0.0

合計 577 57 7 18 134 142 225 40 146 123 302 65 187 118 56 2 2
％ 100.0 9.9 1.2 3.1 23.2 24.6 39.0 6.9 25.3 21.3 52.3 11.3 32.4 20.5 9.7 0.3 0.3

Q5 も いる 264 30 2 4 65 65 116 16 59 48 138 18 84 73 28 1 0
   の ％ 100.0 11.4 0.8 1.5 24.6 24.6 43.9 6.1 22.3 18.2 52.3 6.8 31.8 27.7 10.6 0.4 0.0
子 有 いない 312 26 5 14 69 77 108 24 87 75 163 47 103 45 28 1 2
ど 無 ％ 100.0 8.3 1.6 4.5 22.1 24.7 34.6 7.7 27.9 24.0 52.2 15.1 33.0 14.4 9.0 0.3 0.6
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Q9 乳幼児の親にとって必要な学習項目
全体 基本

的生
活習
慣の
定着

子ど
もの
自立
心の
育て
方

子ど
もと
のｺ
ﾐｭﾆ
ｹｰｼｮ
ﾝの
とり
方

親と
して
の生
き方

夫婦
に関
する
事

家族
に関
する
事

社会
的モ
ラル

子ど
もの
発達
段階

ライ
フス
タイ
ル

地域
活動

自然
体験
を充
実さ
せる
方法

耐性
や適
応性
を育
てる
ため
の方
法

性教
育

男女
共同
参画
につ
いて

学校
不適
応

虐待 非行 発達
障害

学習
の必
要性
はな
い

その
他

合計 577 399 191 357 76 30 28 17 157 11 7 62 18 3 5 3 28 0 19 6 2
％ 100.0 69.2 33.1 61.9 13.2 5.2 4.9 2.9 27.2 1.9 1.2 10.7 3.1 0.5 0.9 0.5 4.9 0.0 3.3 1.0 0.3

Q1 男 266 175 103 168 42 15 10 11 61 6 4 26 8 1 1 1 13 0 7 3 0
  ％ 100.0 65.8 38.7 63.2 15.8 5.6 3.8 4.1 22.9 2.3 1.5 9.8 3.0 0.4 0.4 0.4 4.9 0.0 2.6 1.1 0.0
性 女 311 224 88 189 34 15 18 6 96 5 3 36 10 2 4 2 15 0 12 3 2
別 ％ 100.0 72.0 28.3 60.8 10.9 4.8 5.8 1.9 30.9 1.6 1.0 11.6 3.2 0.6 1.3 0.6 4.8 0.0 3.9 1.0 0.6

合計 577 399 191 357 76 30 28 17 157 11 7 62 18 3 5 3 28 0 19 6 2
％ 100.0 69.2 33.1 61.9 13.2 5.2 4.9 2.9 27.2 1.9 1.2 10.7 3.1 0.5 0.9 0.5 4.9 0.0 3.3 1.0 0.3

Q2 20代 56 38 14 45 9 2 4 1 13 1 0 8 2 1 2 1 9 0 5 0 1
  ％ 100.0 67.9 25.0 80.4 16.1 3.6 7.1 1.8 23.2 1.8 0.0 14.3 3.6 1.8 3.6 1.8 16.1 0.0 8.9 0.0 1.8
年 30代 94 64 26 62 11 9 5 5 31 3 1 18 3 0 0 1 4 0 1 1 0
齢 ％ 100.0 68.1 27.7 66.0 11.7 9.6 5.3 5.3 33.0 3.2 1.1 19.1 3.2 0.0 0.0 1.1 4.3 0.0 1.1 1.1 0.0
  40代 143 95 34 84 21 9 9 2 40 5 3 16 7 1 2 1 7 0 5 1 0
  ％ 100.0 66.4 23.8 58.7 14.7 6.3 6.3 1.4 28.0 3.5 2.1 11.2 4.9 0.7 1.4 0.7 4.9 0.0 3.5 0.7 0.0
  50代 139 89 57 88 19 8 5 1 41 2 1 8 3 1 1 0 7 0 7 2 1
  ％ 100.0 64.0 41.0 63.3 13.7 5.8 3.6 0.7 29.5 1.4 0.7 5.8 2.2 0.7 0.7 0.0 5.0 0.0 5.0 1.4 0.7
  60代 103 81 41 61 13 1 4 7 27 0 2 8 3 0 0 0 1 0 1 1 0
  ％ 100.0 78.6 39.8 59.2 12.6 1.0 3.9 6.8 26.2 0.0 1.9 7.8 2.9 0.0 0.0 0.0 1.0 0.0 1.0 1.0 0.0
  70代以上 42 32 19 17 3 1 1 1 5 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 1 0
  ％ 100.0 76.2 45.2 40.5 7.1 2.4 2.4 2.4 11.9 0.0 0.0 9.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.4 0.0

合計 577 399 191 357 76 30 28 17 157 11 7 62 18 3 5 3 28 0 19 6 2
％ 100.0 69.2 33.1 61.9 13.2 5.2 4.9 2.9 27.2 1.9 1.2 10.7 3.1 0.5 0.9 0.5 4.9 0.0 3.3 1.0 0.3

Q3 三市 299 208 86 181 41 17 18 9 88 4 1 33 10 1 3 1 14 0 9 2 0
  ％ 100.0 69.6 28.8 60.5 13.7 5.7 6.0 3.0 29.4 1.3 0.3 11.0 3.3 0.3 1.0 0.3 4.7 0.0 3.0 0.7 0.0
地 五市 102 70 32 67 15 7 4 1 25 3 1 16 4 1 0 1 5 0 4 1 0
域 ％ 100.0 68.6 31.4 65.7 14.7 6.9 3.9 1.0 24.5 2.9 1.0 15.7 3.9 1.0 0.0 1.0 4.9 0.0 3.9 1.0 0.0
  町村部 175 120 73 109 20 6 6 6 44 4 5 12 4 1 2 1 9 0 6 3 2
  ％ 100.0 68.6 41.7 62.3 11.4 3.4 3.4 3.4 25.1 2.3 2.9 6.9 2.3 0.6 1.1 0.6 5.1 0.0 3.4 1.7 1.1

問９①　乳幼児を育てる親にとって、特に大切だと思う学習は何ですか。（複数回答）

合計 577 399 191 357 76 30 28 17 157 11 7 62 18 3 5 3 28 0 19 6 2
％ 100.0 69.2 33.1 61.9 13.2 5.2 4.9 2.9 27.2 1.9 1.2 10.7 3.1 0.5 0.9 0.5 4.9 0.0 3.3 1.0 0.3

Q4 農林漁業従事者 30 22 12 16 6 2 1 0 5 1 1 3 0 0 0 1 1 0 0 0 0
  ％ 100.0 73.3 40.0 53.3 20.0 6.7 3.3 0.0 16.7 3.3 3.3 10.0 0.0 0.0 0.0 3.3 3.3 0.0 0.0 0.0 0.0
職 商店等個人事業主 28 21 12 18 3 2 1 1 7 3 1 5 0 0 0 0 1 0 0 1 0
業 ％ 100.0 75.0 42.9 64.3 10.7 7.1 3.6 3.6 25.0 10.7 3.6 17.9 0.0 0.0 0.0 0.0 3.6 0.0 0.0 3.6 0.0
  企業等経営者 17 10 5 9 1 1 0 2 3 1 0 3 1 0 0 0 1 0 1 0 0
  ％ 100.0 58.8 29.4 52.9 5.9 5.9 0.0 11.8 17.6 5.9 0.0 17.6 5.9 0.0 0.0 0.0 5.9 0.0 5.9 0.0 0.0
  給与所得者 233 161 81 154 36 13 10 6 59 3 4 26 7 2 2 1 13 0 11 2 0
  ％ 100.0 69.1 34.8 66.1 15.5 5.6 4.3 2.6 25.3 1.3 1.7 11.2 3.0 0.9 0.9 0.4 5.6 0.0 4.7 0.9 0.0
  専業主婦（夫） 95 68 34 62 9 5 6 4 29 2 0 13 3 1 0 0 4 0 2 0 2
  ％ 100.0 71.6 35.8 65.3 9.5 5.3 6.3 4.2 30.5 2.1 0.0 13.7 3.2 1.1 0.0 0.0 4.2 0.0 2.1 0.0 2.1
  パートタイマー、アルバイト 44 31 8 29 2 1 2 0 20 1 0 5 1 0 0 1 4 0 3 0 0
  ％ 100.0 70.5 18.2 65.9 4.5 2.3 4.5 0.0 45.5 2.3 0.0 11.4 2.3 0.0 0.0 2.3 9.1 0.0 6.8 0.0 0.0
  学生 8 6 1 6 1 0 0 0 4 0 0 1 1 0 2 0 0 0 0 0 0
  ％ 100.0 75.0 12.5 75.0 12.5 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 12.5 12.5 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
  無職 76 52 27 41 9 2 4 2 19 0 0 4 2 0 0 0 3 0 2 1 0
  ％ 100.0 68.4 35.5 53.9 11.8 2.6 5.3 2.6 25.0 0.0 0.0 5.3 2.6 0.0 0.0 0.0 3.9 0.0 2.6 1.3 0.0
  その他 38 22 9 18 8 4 3 2 10 0 1 2 3 0 1 0 1 0 0 2 0
  ％ 100.0 57.9 23.7 47.4 21.1 10.5 7.9 5.3 26.3 0.0 2.6 5.3 7.9 0.0 2.6 0.0 2.6 0.0 0.0 5.3 0.0

合計 577 399 191 357 76 30 28 17 157 11 7 62 18 3 5 3 28 0 19 6 2
％ 100.0 69.2 33.1 61.9 13.2 5.2 4.9 2.9 27.2 1.9 1.2 10.7 3.1 0.5 0.9 0.5 4.9 0.0 3.3 1.0 0.3

Q5 も いる 264 174 78 160 41 12 15 5 82 8 3 41 10 0 2 3 14 0 8 2 1
   の ％ 100.0 65.9 29.5 60.6 15.5 4.5 5.7 1.9 31.1 3.0 1.1 15.5 3.8 0.0 0.8 1.1 5.3 0.0 3.0 0.8 0.4
子 有 いない 312 224 112 196 35 18 13 12 75 3 4 21 8 3 3 0 14 0 11 4 1
ど 無 ％ 100.0 71.8 35.9 62.8 11.2 5.8 4.2 3.8 24.0 1.0 1.3 6.7 2.6 1.0 1.0 0.0 4.5 0.0 3.5 1.3 0.3
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Q9 小学生の親にとって必要な学習項目
全体 基本

的生
活習
慣の
定着

子ど
もの
自立
心の
育て
方

子ど
もと
のｺﾐｭ
ﾆｹｰｼｮ
ﾝのと
り方

親と
して
の生
き方

夫婦
に関
する
事

家族
に関
する
事

社会
的モ
ラル

子ど
もの
発達
段階

ライ
フス
タイ
ル

地域
活動

自然
体験
を充
実さ
せる
方法

耐性
や適
応性
を育
てる
ため
の方
法

性教
育

男女
共同
参画
につ
いて

学校
不適
応

虐待 非行 発達
障害

学習
の必
要性
はな
い

その
他

合計 577 214 266 239 90 25 72 75 85 14 64 176 102 21 1 46 13 3 3 3 1

％ 100.0 37.1 46.1 41.4 15.6 4.3 12.5 13.0 14.7 2.4 11.1 30.5 17.7 3.6 0.2 8.0 2.3 0.5 0.5 0.5 0.2

Q1 男 266 110 120 106 43 9 34 37 42 8 24 83 47 5 0 21 5 2 1 2 0

  ％ 100.0 41.4 45.1 39.8 16.2 3.4 12.8 13.9 15.8 3.0 9.0 31.2 17.7 1.9 0.0 7.9 1.9 0.8 0.4 0.8 0.0

性 女 311 104 146 133 47 16 38 38 43 6 40 93 55 16 1 25 8 1 2 1 1
別 ％ 100.0 33.4 46.9 42.8 15.1 5.1 12.2 12.2 13.8 1.9 12.9 29.9 17.7 5.1 0.3 8.0 2.6 0.3 0.6 0.3 0.3

合計 577 214 266 239 90 25 72 75 85 14 64 176 102 21 1 46 13 3 3 3 1

％ 100.0 37.1 46.1 41.4 15.6 4.3 12.5 13.0 14.7 2.4 11.1 30.5 17.7 3.6 0.2 8.0 2.3 0.5 0.5 0.5 0.2

Q2 20代 56 19 25 29 4 4 8 5 9 6 6 19 14 2 0 7 2 0 1 0 0

  ％ 100.0 33.9 44.6 51.8 7.1 7.1 14.3 8.9 16.1 10.7 10.7 33.9 25.0 3.6 0.0 12.5 3.6 0.0 1.8 0.0 0.0

年 30代 94 36 46 36 11 1 4 11 13 2 8 35 22 9 0 11 1 0 1 1 0

齢 ％ 100.0 38.3 48.9 38.3 11.7 1.1 4.3 11.7 13.8 2.1 8.5 37.2 23.4 9.6 0.0 11.7 1.1 0.0 1.1 1.1 0.0

  40代 143 58 65 51 19 7 19 22 15 2 26 41 26 4 1 7 3 0 0 1 0

  ％ 100.0 40.6 45.5 35.7 13.3 4.9 13.3 15.4 10.5 1.4 18.2 28.7 18.2 2.8 0.7 4.9 2.1 0.0 0.0 0.7 0.0

  50代 139 43 62 61 25 8 21 16 24 2 13 38 24 4 0 16 3 2 1 1 1

  ％ 100.0 30.9 44.6 43.9 18.0 5.8 15.1 11.5 17.3 1.4 9.4 27.3 17.3 2.9 0.0 11.5 2.2 1.4 0.7 0.7 0.7

  60代 103 38 43 49 21 2 14 18 22 1 8 31 14 2 0 3 4 0 0 0 0

  ％ 100.0 36.9 41.7 47.6 20.4 1.9 13.6 17.5 21.4 1.0 7.8 30.1 13.6 1.9 0.0 2.9 3.9 0.0 0.0 0.0 0.0

  70代以上 42 20 25 13 10 3 6 3 2 1 3 12 2 0 0 2 0 1 0 0 0
  ％ 100.0 47.6 59.5 31.0 23.8 7.1 14.3 7.1 4.8 2.4 7.1 28.6 4.8 0.0 0.0 4.8 0.0 2.4 0.0 0.0 0.0

合計 577 214 266 239 90 25 72 75 85 14 64 176 102 21 1 46 13 3 3 3 1

％ 100.0 37.1 46.1 41.4 15.6 4.3 12.5 13.0 14.7 2.4 11.1 30.5 17.7 3.6 0.2 8.0 2.3 0.5 0.5 0.5 0.2

Q3 三市 299 114 129 125 46 15 40 44 39 8 30 94 62 13 1 18 7 1 2 1 0

  ％ 100.0 38.1 43.1 41.8 15.4 5.0 13.4 14.7 13.0 2.7 10.0 31.4 20.7 4.3 0.3 6.0 2.3 0.3 0.7 0.3 0.0

地 五市 102 49 56 43 17 2 10 7 17 0 12 33 12 2 0 10 3 1 1 1 0

域 ％ 100.0 48.0 54.9 42.2 16.7 2.0 9.8 6.9 16.7 0.0 11.8 32.4 11.8 2.0 0.0 9.8 2.9 1.0 1.0 1.0 0.0

  町村部 175 51 80 71 27 8 22 24 28 6 21 49 28 6 0 18 3 1 0 1 1
  ％ 100.0 29.1 45.7 40.6 15.4 4.6 12.6 13.7 16.0 3.4 12.0 28.0 16.0 3.4 0.0 10.3 1.7 0.6 0.0 0.6 0.6

問９②　小学生を育てる親にとって、特に大切だと思う学習は何ですか。（複数回答）

合計 577 214 266 239 90 25 72 75 85 14 64 176 102 21 1 46 13 3 3 3 1

％ 100.0 37.1 46.1 41.4 15.6 4.3 12.5 13.0 14.7 2.4 11.1 30.5 17.7 3.6 0.2 8.0 2.3 0.5 0.5 0.5 0.2

Q4 農林漁業従事者 30 6 12 14 6 2 5 5 4 1 4 9 2 1 0 2 0 0 0 0 0

  ％ 100.0 20.0 40.0 46.7 20.0 6.7 16.7 16.7 13.3 3.3 13.3 30.0 6.7 3.3 0.0 6.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

職 商店等個人事業主 28 8 9 14 5 1 4 4 3 1 2 7 4 2 0 2 4 0 0 0 0

業 ％ 100.0 28.6 32.1 50.0 17.9 3.6 14.3 14.3 10.7 3.6 7.1 25.0 14.3 7.1 0.0 7.1 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0

  企業等経営者 17 8 9 6 1 0 2 2 3 0 2 5 3 0 0 0 0 0 0 0 0

  ％ 100.0 47.1 52.9 35.3 5.9 0.0 11.8 11.8 17.6 0.0 11.8 29.4 17.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

  給与所得者 233 92 108 96 32 9 29 26 38 5 28 76 48 8 1 19 5 1 2 2 0

  ％ 100.0 39.5 46.4 41.2 13.7 3.9 12.4 11.2 16.3 2.1 12.0 32.6 20.6 3.4 0.4 8.2 2.1 0.4 0.9 0.9 0.0

  専業主婦（夫） 95 36 45 46 14 5 10 9 12 3 8 28 21 6 0 9 1 0 1 0 1

  ％ 100.0 37.9 47.4 48.4 14.7 5.3 10.5 9.5 12.6 3.2 8.4 29.5 22.1 6.3 0.0 9.5 1.1 0.0 1.1 0.0 1.1

  パートタイマー、アルバイト 44 11 25 16 5 2 4 8 5 1 8 19 4 3 0 5 0 0 0 0 0

  ％ 100.0 25.0 56.8 36.4 11.4 4.5 9.1 18.2 11.4 2.3 18.2 43.2 9.1 6.8 0.0 11.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

  学生 8 5 2 5 1 1 2 1 0 2 1 0 3 0 0 1 0 0 0 0 0

  ％ 100.0 62.5 25.0 62.5 12.5 12.5 25.0 12.5 0.0 25.0 12.5 0.0 37.5 0.0 0.0 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

  無職 76 33 39 29 19 2 9 12 11 1 4 15 8 0 0 5 1 2 0 0 0

  ％ 100.0 43.4 51.3 38.2 25.0 2.6 11.8 15.8 14.5 1.3 5.3 19.7 10.5 0.0 0.0 6.6 1.3 2.6 0.0 0.0 0.0

  その他 38 13 14 9 6 3 6 6 6 0 5 14 7 1 0 3 2 0 0 1 0
  ％ 100.0 34.2 36.8 23.7 15.8 7.9 15.8 15.8 15.8 0.0 13.2 36.8 18.4 2.6 0.0 7.9 5.3 0.0 0.0 2.6 0.0

合計 577 214 266 239 90 25 72 75 85 14 64 176 102 21 1 46 13 3 3 3 1

％ 100.0 37.1 46.1 41.4 15.6 4.3 12.5 13.0 14.7 2.4 11.1 30.5 17.7 3.6 0.2 8.0 2.3 0.5 0.5 0.5 0.2

Q5 も いる 264 93 119 104 34 11 34 27 39 5 40 90 51 13 0 22 5 0 1 2 0

   の ％ 100.0 35.2 45.1 39.4 12.9 4.2 12.9 10.2 14.8 1.9 15.2 34.1 19.3 4.9 0.0 8.3 1.9 0.0 0.4 0.8 0.0

子 有 いない 312 121 147 134 56 14 37 47 46 9 24 86 51 8 1 24 8 3 2 1 1
ど 無 ％ 100.0 38.8 47.1 42.9 17.9 4.5 11.9 15.1 14.7 2.9 7.7 27.6 16.3 2.6 0.3 7.7 2.6 1.0 0.6 0.3 0.3
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Q9 中学生の親にとって必要な学習項目                                                          
全体 基本

的生
活習
慣の
定着

子ど
もの
自立
心の
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方
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夫婦
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的モ
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ル

地域
活動

自然
体験
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実さ
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耐性
や適
応性
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てる
ため
の方
法

性教
育

男女
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いて
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不適
応

虐待 非行 発達
障害

学習
の必
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はな
い
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他

合計 577 74 118 156 116 25 80 200 46 29 86 58 175 111 22 126 4 58 5 3 0
％ 100.0 12.8 20.5 27.0 20.1 4.3 13.9 34.7 8.0 5.0 14.9 10.1 30.3 19.2 3.8 21.8 0.7 10.1 0.9 0.5 0.0

Q1 男 266 41 49 60 50 8 40 96 26 19 45 35 84 43 7 56 1 21 5 2 0
  ％ 100.0 15.4 18.4 22.6 18.8 3.0 15.0 36.1 9.8 7.1 16.9 13.2 31.6 16.2 2.6 21.1 0.4 7.9 1.9 0.8 0.0
性 女 311 33 69 96 66 17 40 104 20 10 41 23 91 68 15 70 3 37 0 1 0
別 ％ 100.0 10.6 22.2 30.9 21.2 5.5 12.9 33.4 6.4 3.2 13.2 7.4 29.3 21.9 4.8 22.5 1.0 11.9 0.0 0.3 0.0

合計 577 74 118 156 116 25 80 200 46 29 86 58 175 111 22 126 4 58 5 3 0
％ 100.0 12.8 20.5 27.0 20.1 4.3 13.9 34.7 8.0 5.0 14.9 10.1 30.3 19.2 3.8 21.8 0.7 10.1 0.9 0.5 0.0

Q2 20代 56 11 13 20 7 3 9 21 5 2 4 3 15 15 2 15 0 15 0 0 0
  ％ 100.0 19.6 23.2 35.7 12.5 5.4 16.1 37.5 8.9 3.6 7.1 5.4 26.8 26.8 3.6 26.8 0.0 26.8 0.0 0.0 0.0
年 30代 94 7 20 35 14 2 9 30 6 5 6 11 27 21 4 29 0 16 1 1 0
齢 ％ 100.0 7.4 21.3 37.2 14.9 2.1 9.6 31.9 6.4 5.3 6.4 11.7 28.7 22.3 4.3 30.9 0.0 17.0 1.1 1.1 0.0
  40代 143 17 34 34 29 11 22 47 15 13 26 6 51 22 5 26 0 10 1 1 0
  ％ 100.0 11.9 23.8 23.8 20.3 7.7 15.4 32.9 10.5 9.1 18.2 4.2 35.7 15.4 3.5 18.2 0.0 7.0 0.7 0.7 0.0
  50代 139 17 18 36 35 5 17 47 8 2 31 22 40 21 5 35 3 10 2 1 0
  ％ 100.0 12.2 12.9 25.9 25.2 3.6 12.2 33.8 5.8 1.4 22.3 15.8 28.8 15.1 3.6 25.2 2.2 7.2 1.4 0.7 0.0
  60代 103 14 23 23 21 2 17 45 6 5 15 12 30 22 5 19 0 6 1 0 0
  ％ 100.0 13.6 22.3 22.3 20.4 1.9 16.5 43.7 5.8 4.9 14.6 11.7 29.1 21.4 4.9 18.4 0.0 5.8 1.0 0.0 0.0
  70代以上 42 8 10 8 10 2 6 10 6 2 4 4 12 10 1 2 1 1 0 0 0
  ％ 100.0 19.0 23.8 19.0 23.8 4.8 14.3 23.8 14.3 4.8 9.5 9.5 28.6 23.8 2.4 4.8 2.4 2.4 0.0 0.0 0.0

問９③　中学生を育てる親にとって、特に大切だと思う学習は何ですか。（複数回答）

合計 577 74 118 156 116 25 80 200 46 29 86 58 175 111 22 126 4 58 5 3 0
％ 100.0 12.8 20.5 27.0 20.1 4.3 13.9 34.7 8.0 5.0 14.9 10.1 30.3 19.2 3.8 21.8 0.7 10.1 0.9 0.5 0.0

Q3 三市 299 41 71 84 63 17 42 110 28 17 40 30 93 39 11 57 1 31 2 1 0
  ％ 100.0 13.7 23.7 28.1 21.1 5.7 14.0 36.8 9.4 5.7 13.4 10.0 31.1 13.0 3.7 19.1 0.3 10.4 0.7 0.3 0.0
地 五市 102 16 19 32 18 5 13 35 8 4 11 5 32 26 4 21 1 10 2 1 0
域 ％ 100.0 15.7 18.6 31.4 17.6 4.9 12.7 34.3 7.8 3.9 10.8 4.9 31.4 25.5 3.9 20.6 1.0 9.8 2.0 1.0 0.0
  町村部 175 17 28 40 35 3 25 55 10 8 35 23 49 45 7 47 2 17 1 1 0
  ％ 100.0 9.7 16.0 22.9 20.0 1.7 14.3 31.4 5.7 4.6 20.0 13.1 28.0 25.7 4.0 26.9 1.1 9.7 0.6 0.6 0.0

合計 577 74 118 156 116 25 80 200 46 29 86 58 175 111 22 126 4 58 5 3 0
％ 100.0 12.8 20.5 27.0 20.1 4.3 13.9 34.7 8.0 5.0 14.9 10.1 30.3 19.2 3.8 21.8 0.7 10.1 0.9 0.5 0.0

Q4 農林漁業従事者 30 4 5 4 6 1 3 9 5 3 9 2 9 6 3 5 0 0 1 0 0
  ％ 100.0 13.3 16.7 13.3 20.0 3.3 10.0 30.0 16.7 10.0 30.0 6.7 30.0 20.0 10.0 16.7 0.0 0.0 3.3 0.0 0.0
職 商店等個人事業主 28 3 4 5 7 1 0 11 1 3 3 2 12 6 1 6 0 5 2 0 0
業 ％ 100.0 10.7 14.3 17.9 25.0 3.6 0.0 39.3 3.6 10.7 10.7 7.1 42.9 21.4 3.6 21.4 0.0 17.9 7.1 0.0 0.0
  企業等経営者 17 3 6 4 2 0 1 6 1 0 2 4 5 1 0 6 0 0 0 0 0
  ％ 100.0 17.6 35.3 23.5 11.8 0.0 5.9 35.3 5.9 0.0 11.8 23.5 29.4 5.9 0.0 35.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
  給与所得者 233 30 46 62 48 11 40 81 18 12 33 21 73 44 9 56 3 25 1 2 0
  ％ 100.0 12.9 19.7 26.6 20.6 4.7 17.2 34.8 7.7 5.2 14.2 9.0 31.3 18.9 3.9 24.0 1.3 10.7 0.4 0.9 0.0
  専業主婦（夫） 95 9 21 35 21 4 17 39 9 4 12 9 26 17 6 17 0 6 0 0 0
  ％ 100.0 9.5 22.1 36.8 22.1 4.2 17.9 41.1 9.5 4.2 12.6 9.5 27.4 17.9 6.3 17.9 0.0 6.3 0.0 0.0 0.0
  パートタイマー、アルバイト 44 5 12 15 7 2 1 11 4 0 8 4 13 7 0 13 0 8 0 0 0
  ％ 100.0 11.4 27.3 34.1 15.9 4.5 2.3 25.0 9.1 0.0 18.2 9.1 29.5 15.9 0.0 29.5 0.0 18.2 0.0 0.0 0.0
  学生 8 2 3 4 2 0 1 3 0 1 0 0 3 2 0 1 0 2 0 0 0
  ％ 100.0 25.0 37.5 50.0 25.0 0.0 12.5 37.5 0.0 12.5 0.0 0.0 37.5 25.0 0.0 12.5 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0
  無職 76 12 15 20 15 3 10 25 3 3 10 10 19 16 1 14 1 5 1 0 0
  ％ 100.0 15.8 19.7 26.3 19.7 3.9 13.2 32.9 3.9 3.9 13.2 13.2 25.0 21.1 1.3 18.4 1.3 6.6 1.3 0.0 0.0
  その他 38 4 5 6 7 2 4 12 4 3 8 3 13 10 1 8 0 7 0 1 0
  ％ 100.0 10.5 13.2 15.8 18.4 5.3 10.5 31.6 10.5 7.9 21.1 7.9 34.2 26.3 2.6 21.1 0.0 18.4 0.0 2.6 0.0

合計 577 74 118 156 116 25 80 200 46 29 86 58 175 111 22 126 4 58 5 3 0
％ 100.0 12.8 20.5 27.0 20.1 4.3 13.9 34.7 8.0 5.0 14.9 10.1 30.3 19.2 3.8 21.8 0.7 10.1 0.9 0.5 0.0

Q5 も いる 264 26 58 73 47 12 37 79 23 19 38 22 76 51 8 65 0 37 1 2 0
   の ％ 100.0 9.8 22.0 27.7 17.8 4.5 14.0 29.9 8.7 7.2 14.4 8.3 28.8 19.3 3.0 24.6 0.0 14.0 0.4 0.8 0.0
子 有 いない 312 48 60 83 68 13 43 121 23 10 47 36 99 59 14 61 4 21 4 1 0
ど 無 ％ 100.0 15.4 19.2 26.6 21.8 4.2 13.8 38.8 7.4 3.2 15.1 11.5 31.7 18.9 4.5 19.6 1.3 6.7 1.3 0.3 0.0
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Q9 高校生の親にとって必要な学習項目
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合計 577 59 52 103 137 28 75 246 13 75 114 27 178 72 77 74 10 74 8 13 1

％ 100.0 10.2 9.0 17.9 23.7 4.9 13.0 42.6 2.3 13.0 19.8 4.7 30.8 12.5 13.3 12.8 1.7 12.8 1.4 2.3 0.2

Q1 男 266 30 28 43 57 13 32 114 8 36 54 16 88 28 47 34 5 30 5 5 0

  ％ 100.0 11.3 10.5 16.2 21.4 4.9 12.0 42.9 3.0 13.5 20.3 6.0 33.1 10.5 17.7 12.8 1.9 11.3 1.9 1.9 0.0

性 女 311 29 24 60 80 15 43 132 5 39 60 11 90 44 30 40 5 44 3 8 1

別 ％ 100.0 9.3 7.7 19.3 25.7 4.8 13.8 42.4 1.6 12.5 19.3 3.5 28.9 14.1 9.6 12.9 1.6 14.1 1.0 2.6 0.3

合計 577 59 52 103 137 28 75 246 13 75 114 27 178 72 77 74 10 74 8 13 1

％ 100.0 10.2 9.0 17.9 23.7 4.9 13.0 42.6 2.3 13.0 19.8 4.7 30.8 12.5 13.3 12.8 1.7 12.8 1.4 2.3 0.2

Q2 20代 56 9 7 19 12 5 10 19 2 12 6 1 15 6 5 11 1 11 0 2 0

  ％ 100.0 16.1 12.5 33.9 21.4 8.9 17.9 33.9 3.6 21.4 10.7 1.8 26.8 10.7 8.9 19.6 1.8 19.6 0.0 3.6 0.0

年 30代 94 8 10 28 21 3 7 43 1 10 13 4 26 11 4 19 2 14 0 3 0

齢 ％ 100.0 8.5 10.6 29.8 22.3 3.2 7.4 45.7 1.1 10.6 13.8 4.3 27.7 11.7 4.3 20.2 2.1 14.9 0.0 3.2 0.0

  40代 143 14 17 25 38 9 22 64 4 26 21 2 47 19 14 12 2 19 3 5 0

  ％ 100.0 9.8 11.9 17.5 26.6 6.3 15.4 44.8 2.8 18.2 14.7 1.4 32.9 13.3 9.8 8.4 1.4 13.3 2.1 3.5 0.0

  50代 139 14 11 19 37 6 19 57 0 16 35 8 42 18 22 16 4 14 3 3 0

  ％ 100.0 10.1 7.9 13.7 26.6 4.3 13.7 41.0 0.0 11.5 25.2 5.8 30.2 12.9 15.8 11.5 2.9 10.1 2.2 2.2 0.0

  60代 103 11 5 9 23 4 12 50 6 6 27 9 33 15 21 11 0 14 1 0 1

  ％ 100.0 10.7 4.9 8.7 22.3 3.9 11.7 48.5 5.8 5.8 26.2 8.7 32.0 14.6 20.4 10.7 0.0 13.6 1.0 0.0 1.0

  70代以上 42 3 2 3 6 1 5 13 0 5 12 3 15 3 11 5 1 2 1 0 0

  ％ 100.0 7.1 4.8 7.1 14.3 2.4 11.9 31.0 0.0 11.9 28.6 7.1 35.7 7.1 26.2 11.9 2.4 4.8 2.4 0.0 0.0

問９④　高校生を育てる親にとって、特に大切だと思う学習は何ですか。（複数回答）

合計 577 59 52 103 137 28 75 246 13 75 114 27 178 72 77 74 10 74 8 13 1

％ 100.0 10.2 9.0 17.9 23.7 4.9 13.0 42.6 2.3 13.0 19.8 4.7 30.8 12.5 13.3 12.8 1.7 12.8 1.4 2.3 0.2

Q3 三市 299 33 33 52 75 16 31 134 8 45 59 18 90 40 46 29 4 31 3 9 1

  ％ 100.0 11.0 11.0 17.4 25.1 5.4 10.4 44.8 2.7 15.1 19.7 6.0 30.1 13.4 15.4 9.7 1.3 10.4 1.0 3.0 0.3

地 五市 102 11 7 18 21 6 16 41 2 15 20 4 32 10 15 11 0 15 1 1 0

域 ％ 100.0 10.8 6.9 17.6 20.6 5.9 15.7 40.2 2.0 14.7 19.6 3.9 31.4 9.8 14.7 10.8 0.0 14.7 1.0 1.0 0.0

  町村部 175 15 12 33 41 6 28 70 3 15 35 5 56 21 16 33 6 28 4 3 0

  ％ 100.0 8.6 6.9 18.9 23.4 3.4 16.0 40.0 1.7 8.6 20.0 2.9 32.0 12.0 9.1 18.9 3.4 16.0 2.3 1.7 0.0

合計 577 59 52 103 137 28 75 246 13 75 114 27 178 72 77 74 10 74 8 13 1

％ 100.0 10.2 9.0 17.9 23.7 4.9 13.0 42.6 2.3 13.0 19.8 4.7 30.8 12.5 13.3 12.8 1.7 12.8 1.4 2.3 0.2

Q4 農林漁業従事者 30 4 1 6 6 1 4 11 1 1 7 0 12 4 3 6 2 3 0 0 0

  ％ 100.0 13.3 3.3 20.0 20.0 3.3 13.3 36.7 3.3 3.3 23.3 0.0 40.0 13.3 10.0 20.0 6.7 10.0 0.0 0.0 0.0

職 商店等個人事業主 28 2 6 3 5 0 2 14 1 5 7 2 11 4 3 1 0 3 0 0 0

業 ％ 100.0 7.1 21.4 10.7 17.9 0.0 7.1 50.0 3.6 17.9 25.0 7.1 39.3 14.3 10.7 3.6 0.0 10.7 0.0 0.0 0.0

  企業等経営者 17 5 3 2 3 0 1 7 0 0 2 2 6 1 2 3 0 3 1 0 0

  ％ 100.0 29.4 17.6 11.8 17.6 0.0 5.9 41.2 0.0 0.0 11.8 11.8 35.3 5.9 11.8 17.6 0.0 17.6 5.9 0.0 0.0

  給与所得者 233 27 20 40 53 13 30 96 6 38 45 10 70 29 33 27 6 34 5 6 0

  ％ 100.0 11.6 8.6 17.2 22.7 5.6 12.9 41.2 2.6 16.3 19.3 4.3 30.0 12.4 14.2 11.6 2.6 14.6 2.1 2.6 0.0

  専業主婦（夫） 95 8 11 23 27 3 16 49 2 9 17 4 26 13 7 11 1 11 0 3 1

  ％ 100.0 8.4 11.6 24.2 28.4 3.2 16.8 51.6 2.1 9.5 17.9 4.2 27.4 13.7 7.4 11.6 1.1 11.6 0.0 3.2 1.1

  パートタイマー、アルバイト 44 3 3 8 10 1 5 20 0 9 9 1 17 5 5 7 0 6 0 2 0

  ％ 100.0 6.8 6.8 18.2 22.7 2.3 11.4 45.5 0.0 20.5 20.5 2.3 38.6 11.4 11.4 15.9 0.0 13.6 0.0 4.5 0.0

  学生 8 2 1 4 2 2 1 2 1 2 0 0 2 1 0 2 0 2 0 0 0

  ％ 100.0 25.0 12.5 50.0 25.0 25.0 12.5 25.0 12.5 25.0 0.0 0.0 25.0 12.5 0.0 25.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0

  無職 76 6 6 7 17 4 9 30 2 7 17 3 21 10 14 8 0 9 1 0 0

  ％ 100.0 7.9 7.9 9.2 22.4 5.3 11.8 39.5 2.6 9.2 22.4 3.9 27.6 13.2 18.4 10.5 0.0 11.8 1.3 0.0 0.0

  その他 38 2 1 9 12 4 6 14 0 3 8 3 11 4 8 7 1 1 0 2 0

  ％ 100.0 5.3 2.6 23.7 31.6 10.5 15.8 36.8 0.0 7.9 21.1 7.9 28.9 10.5 21.1 18.4 2.6 2.6 0.0 5.3 0.0

合計 577 59 52 103 137 28 75 246 13 75 114 27 178 72 77 74 10 74 8 13 1

％ 100.0 10.2 9.0 17.9 23.7 4.9 13.0 42.6 2.3 13.0 19.8 4.7 30.8 12.5 13.3 12.8 1.7 12.8 1.4 2.3 0.2

Q5 も いる 264 24 32 59 68 11 38 102 8 39 41 9 75 28 26 33 7 41 4 6 1

   の ％ 100.0 9.1 12.1 22.3 25.8 4.2 14.4 38.6 3.0 14.8 15.5 3.4 28.4 10.6 9.8 12.5 2.7 15.5 1.5 2.3 0.4

子 有 いない 312 35 20 44 69 17 37 143 5 36 72 18 102 44 51 41 3 33 4 7 0

ど 無 ％ 100.0 11.2 6.4 14.1 22.1 5.4 11.9 45.8 1.6 11.5 23.1 5.8 32.7 14.1 16.3 13.1 1.0 10.6 1.3 2.2 0.0
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全体 必要である 必要でない わからない 不明

合計 577 458 50 66 3
100.0 79.8 8.7 11.5

Q1 男 266 214 23 28 1
  100.0 80.8 8.7 10.6
性 女 311 244 27 38 2
別 100.0 79.0 8.7 12.3

Q2 20代 56 46 3 6 1
  100.0 83.6 5.5 10.9
年 30代 94 71 5 18 0
齢 100.0 75.5 5.3 19.1
  40代 143 112 11 18 2
  100.0 79.4 7.8 12.8
  50代 139 114 16 9 0
  100.0 82.0 11.5 6.5
  60代 103 82 11 10 0
  100.0 79.6 10.7 9.7
  70代以上 42 33 4 5 0
  100.0 78.6 9.5 11.9

Q3 三市 299 238 21 37 3
  100.0 80.4 7.1 12.5
地 五市 102 77 16 9 0
域 100.0 75.5 15.7 8.8
  町村部 175 142 13 20 0
  100.0 81.1 7.4 11.4

問10　あなたは、家庭教育への支援は必要だと思いますか。（単数回答）

Q10 家庭教育への支援について   

Q4 農林漁業従事者 30 22 3 5 0
  100.0 73.3 10.0 16.7
職 商店等個人事業主 28 24 2 2 0
業 100.0 85.7 7.1 7.1
  企業等経営者 17 17 0 0 0
  100.0 100.0 0.0 0.0
  給与所得者 233 184 20 29 0
  100.0 79.0 8.6 12.4
  専業主婦（夫） 95 77 9 7 2
  100.0 82.8 9.7 7.5
  パートタイマー、 44 36 2 6 0
  アルバイト     100.0 81.8 4.5 13.6
  学生 8 6 1 1 0
  100.0 75.0 12.5 12.5
  無職 76 56 7 12 1
  100.0 74.7 9.3 16.0
  その他 38 30 5 3 0
  100.0 78.9 13.2 7.9

Q5 も いる 264 210 18 35 1
   の 100.0 79.8 6.8 13.3
子 有 いない 312 247 32 31 2
ど 無 100.0 79.7 10.3 10.0
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問11　家庭教育にどのような支援が必要だと思いますか。（複数回答）

Q11 家庭教育の支援に必要な事 
全
体

家
庭
教
育
で
は
体
験
で
き

な
い
活
動
の
場
を
つ
く
る

各
種
施
設
を
開
放
す
る

何
で
も
気
軽
に
相
談
で
き

る
場
を
つ
く
る

親
や
大
人
の
自
由
時
間
を

充
実
さ
せ
る

子
ど
も
の
自
由
時
間
を
充

実
さ
せ
る

生
活
の
知
識
を
習
得
で
き

る
機
会
を
提
供
す
る

社
会
環
境
の
浄
化
に
努
め

る 子
ど
も
が
参
加
で
き
る
グ

ル
ー
プ
を
つ
く
る

子
ど
も
が
日
常
的
に
集
ま

る
こ
と
が
で
き
る
場
を
つ

く
る

地
域
の
人
々
が
親
し
く
な

れ
る
場
や
機
会
を
つ
く
る

子
育
て
等
の
サ
ー
ク
ル
活

動
を
充
実
さ
せ
る

あ
ず
か
り
保
育
や
一
時
保

育
施
設
を
充
実
さ
せ
る

身
近
に
相
談
で
き
る
人
材

を
確
保
で
き
る
よ
う
に
す

る 特
に
な
い

そ
の
他

合計 458 226 74 178 51 50 160 79 56 99 136 44 63 79 0 2

％ 100.0 49.3 16.2 38.9 11.1 10.9 34.9 17.2 12.2 21.6 29.7 9.6 13.8 17.2 0.0 0.4

Q1 男 214 101 37 76 24 32 79 38 35 49 71 19 22 29 0 1

  ％ 100.0 47.2 17.3 35.5 11.2 15.0 36.9 17.8 16.4 22.9 33.2 8.9 10.3 13.6 0.0 0.5

性 女 244 125 37 102 27 18 81 41 21 50 65 25 41 50 0 1

別 ％ 100.0 51.2 15.2 41.8 11.1 7.4 33.2 16.8 8.6 20.5 26.6 10.2 16.8 20.5 0.0 0.4

Q2 20代 56 22 7 16 9 4 12 6 6 10 12 5 11 11 0 0

％ 100.0 39.3 12.5 28.6 16.1 7.1 21.4 10.7 10.7 17.9 21.4 8.9 19.6 19.6 0.0 0.0

30代 94 40 17 15 12 5 16 12 7 23 17 7 18 13 0 0

％ 100.0 42.6 18.1 16.0 12.8 5.3 17.0 12.8 7.4 24.5 18.1 7.4 19.1 13.8 0.0 0.0

年 40代 112 56 22 36 14 12 41 20 14 30 35 6 13 18 0 1

齢 ％ 100.0 50.0 19.6 32.1 12.5 10.7 36.6 17.9 12.5 26.8 31.3 5.4 11.6 16.1 0.0 0.9

  50代 114 51 11 50 10 12 47 23 14 18 37 15 10 20 0 1

  ％ 100.0 44.7 9.6 43.9 8.8 10.5 41.2 20.2 12.3 15.8 32.5 13.2 8.8 17.5 0.0 0.9

  60代以上 115 57 17 62 6 17 45 18 15 18 35 11 11 18 0 0

  ％ 100.0 49.6 14.8 53.9 5.2 14.8 39.1 15.7 13.0 15.7 30.4 9.6 9.6 15.7 0.0 0.0

Q3 三市 238 117 45 92 27 29 80 45 24 52 68 21 40 42 0 0

  ％ 100.0 49.2 18.9 38.7 11.3 12.2 33.6 18.9 10.1 21.8 28.6 8.8 16.8 17.6 0.0 0.0

地 五市 77 43 9 31 6 9 28 17 13 11 26 6 9 9 0 1

域 ％ 100.0 55.8 11.7 40.3 7.8 11.7 36.4 22.1 16.9 14.3 33.8 7.8 11.7 11.7 0.0 1.3

  町村部 142 66 20 54 18 12 52 17 19 36 41 17 14 27 0 1

  ％ 100.0 46.5 14.1 38.0 12.7 8.5 36.6 12.0 13.4 25.4 28.9 12.0 9.9 19.0 0.0 0.7

Q4 農林漁業従事者 22 11 4 11 2 3 9 4 5 4 5 3 0 5 0 0

  ％ 100.0 50.0 18.2 50.0 9.1 13.6 40.9 18.2 22.7 18.2 22.7 13.6 0.0 22.7 0.0 0.0

職 商店等個人事業主 24 10 3 12 3 2 9 7 1 5 5 4 4 1 0 1

業 ％ 100.0 41.7 12.5 50.0 12.5 8.3 37.5 29.2 4.2 20.8 20.8 16.7 16.7 4.2 0.0 4.2

  企業等経営者 17 7 4 4 1 4 6 2 5 5 4 1 4 4 0 0

  ％ 100.0 41.2 23.5 23.5 5.9 23.5 35.3 11.8 29.4 29.4 23.5 5.9 23.5 23.5 0.0 0.0

  給与所得者 184 89 33 65 28 22 61 33 22 40 60 12 25 33 0 0

  ％ 100.0 48.4 17.9 35.3 15.2 12.0 33.2 17.9 12.0 21.7 32.6 6.5 13.6 17.9 0.0 0.0

  専業主婦（夫） 77 46 12 26 4 2 26 13 7 17 24 13 14 9 0 1

  ％ 100.0 59.7 15.6 33.8 5.2 2.6 33.8 16.9 9.1 22.1 31.2 16.9 18.2 11.7 0.0 1.3

  パートタイマー、 36 17 7 12 5 3 16 5 6 9 4 4 5 8 0 0

  ％ 100.0 47.2 19.4 33.3 13.9 8.3 44.4 13.9 16.7 25.0 11.1 11.1 13.9 22.2 0.0 0.0

  学生 6 1 1 3 2 2 1 2 0 3 0 0 1 1 0 0

  ％ 100.0 16.7 16.7 50.0 33.3 33.3 16.7 33.3 0.0 50.0 0.0 0.0 16.7 16.7 0.0 0.0

  無職 56 27 8 28 5 8 20 8 7 7 19 5 6 8 0 0

  ％ 100.0 48.2 14.3 50.0 8.9 14.3 35.7 14.3 12.5 12.5 33.9 8.9 10.7 14.3 0.0 0.0

  その他 30 13 1 16 1 3 10 5 3 6 12 2 4 9 0 0

  ％ 100.0 43.3 3.3 53.3 3.3 10.0 33.3 16.7 10.0 20.0 40.0 6.7 13.3 30.0 0.0 0.0

Q5 も いる 210 114 38 63 33 22 72 33 31 57 52 19 29 27 0 1

   の ％ 100.0 54.3 18.1 30.0 15.7 10.5 34.3 15.7 14.8 27.1 24.8 9.0 13.8 12.9 0.0 0.5

子 有 いない 247 112 36 115 18 28 88 46 25 42 84 25 34 52 0 1

ど 無 ％ 100.0 45.3 14.6 46.6 7.3 11.3 35.6 18.6 10.1 17.0 34.0 10.1 13.8 21.1 0.0 0.4
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Q12 家庭教育に関する情報について
全体 充分である 充分ではない わからない 不明

合計 577 60 330 175 12
％ 100.0 10.4 57.2 30.3 2.1

Q1 男 266 33 155 74 4
  ％ 100.0 12.4 58.3 27.8 1.5
性 女 311 27 175 101 8
別 ％ 100.0 8.7 56.3 32.5 2.6

合計 577 60 330 175 12
％ 100.0 10.4 57.2 30.3 2.1

Q2 20代 56 5 30 21 0
  ％ 100.0 8.9 53.6 37.5 0.0
年 30代 94 7 54 33 0
齢 ％ 100.0 7.4 57.4 35.1 0.0
  40代 143 13 79 47 4
  ％ 100.0 9.1 55.2 32.9 2.8
  50代 139 16 74 45 4
  ％ 100.0 11.5 53.2 32.4 2.9
  60代 103 13 68 18 4
  ％ 100.0 12.6 66.0 17.5 3.9
  70代以上 42 6 25 11 0
  ％ 100.0 14.3 59.5 26.2 0.0

合計 577 60 330 175 12
％ 100.0 10.4 57.2 30.3 2.1

Q3 三市 299 30 178 85 6
  ％ 100.0 10.0 59.5 28.4 2.0
地 五市 102 17 54 30 1
域 ％ 100.0 16.7 52.9 29.4 1.0
  町村部 175 13 97 60 5
  ％ 100.0 7.4 55.4 34.3 2.9

合計 577 60 330 175 12
％ 100.0 10.4 57.2 30.3 2.1

Q4 農林漁業従事者 30 4 13 11 2
  ％ 100.0 13.3 43.3 36.7 6.7
職 商店等個人事業主 28 1 20 7 0
業 ％ 100.0 3.6 71.4 25.0 0.0
  企業等経営者 17 0 12 4 1
  ％ 100.0 0.0 70.6 23.5 5.9
  給与所得者 233 18 141 73 1
  ％ 100.0 7.7 60.5 31.3 0.4
  専業主婦（夫） 95 11 56 26 2
  ％ 100.0 11.6 58.9 27.4 2.1
  パートタイマー、アルバイト 44 4 22 17 1
  ％ 100.0 9.1 50.0 38.6 2.3
  学生 8 0 6 2 0
  ％ 100.0 0.0 75.0 25.0 0.0
  無職 76 14 39 19 4
  ％ 100.0 18.4 51.3 25.0 5.3
  その他 38 7 16 14 1
  ％ 100.0 18.4 42.1 36.8 2.6

合計 577 60 330 175 12
％ 100.0 10.4 57.2 30.3 2.1

Q5 も いる 264 23 152 83 6
   の ％ 100.0 8.7 57.6 31.4 2.3
子 有 いない 312 36 178 92 6
ど 無 ％ 100.0 11.5 57.1 29.5 1.9

問12　現在、家庭教育に関する情報は充分だと思いますか。（単数回答）
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Q13① 家庭教育に関する情報の入手先 
全体 夫や

妻
友
人、
知人

親族 回覧
板、
市町
村広
報誌

新聞 テレ
ビ、
ラジ
オ

書
籍、
雑誌

研修
会、
講演
会等

イン
ター
ネッ
ト

役所
等へ
の問
い合
わせ

情報
を得
てい
ない

その
他

わか
らな
い

合計 577 102 325 119 129 243 317 179 92 12 11 12 4 8
％ 100.0 17.7 56.3 20.6 22.4 42.1 54.9 31.0 15.9 2.1 1.9 2.1 0.7 1.4

Q1 男 266 61 125 56 59 118 149 92 34 5 5 7 3 1
  ％ 100.0 22.9 47.0 21.1 22.2 44.4 56.0 34.6 12.8 1.9 1.9 2.6 1.1 0.4
性 女 311 41 200 63 70 125 168 87 58 7 6 5 1 7
別 ％ 100.0 13.2 64.3 20.3 22.5 40.2 54.0 28.0 18.6 2.3 1.9 1.6 0.3 2.3

合計 577 102 325 119 129 243 317 179 92 12 11 12 4 8
％ 100.0 17.7 56.3 20.6 22.4 42.1 54.9 31.0 15.9 2.1 1.9 2.1 0.7 1.4

Q2 20代 56 10 36 27 15 14 22 18 7 3 1 0 0 1
  ％ 100.0 17.9 64.3 48.2 26.8 25.0 39.3 32.1 12.5 5.4 1.8 0.0 0.0 1.8
年 30代 94 22 53 30 26 27 43 26 4 3 1 5 1 3
齢 ％ 100.0 23.4 56.4 31.9 27.7 28.7 45.7 27.7 4.3 3.2 1.1 5.3 1.1 3.2
  40代 143 30 87 22 20 61 75 47 31 2 2 2 2 1
  ％ 100.0 21.0 60.8 15.4 14.0 42.7 52.4 32.9 21.7 1.4 1.4 1.4 1.4 0.7
  50代 139 20 75 23 34 64 87 42 22 3 4 3 1 2
  ％ 100.0 14.4 54.0 16.5 24.5 46.0 62.6 30.2 15.8 2.2 2.9 2.2 0.7 1.4
  60代 103 17 53 10 23 54 68 31 19 0 3 2 0 1
  ％ 100.0 16.5 51.5 9.7 22.3 52.4 66.0 30.1 18.4 0.0 2.9 1.9 0.0 1.0
  70代以上 42 3 21 7 11 23 22 15 9 1 0 0 0 0
  ％ 100.0 7.1 50.0 16.7 26.2 54.8 52.4 35.7 21.4 2.4 0.0 0.0 0.0 0.0

合計 577 102 325 119 129 243 317 179 92 12 11 12 4 8
％ 100.0 17.7 56.3 20.6 22.4 42.1 54.9 31.0 15.9 2.1 1.9 2.1 0.7 1.4

Q3 三市 299 61 161 58 52 133 168 104 37 6 3 6 1 5
  ％ 100.0 20.4 53.8 19.4 17.4 44.5 56.2 34.8 12.4 2.0 1.0 2.0 0.3 1.7
地 五市 102 19 59 19 29 39 52 31 17 3 2 4 2 0
域 ％ 100.0 18.6 57.8 18.6 28.4 38.2 51.0 30.4 16.7 2.9 2.0 3.9 2.0 0.0
  町村部 175 22 104 41 48 70 97 44 38 3 6 2 1 3
  ％ 100.0 12.6 59.4 23.4 27.4 40.0 55.4 25.1 21.7 1.7 3.4 1.1 0.6 1.7

問13①　親は、家庭教育に関する情報をどこから得ていますか。（複数回答）

合計 577 102 325 119 129 243 317 179 92 12 11 12 4 8
％ 100.0 17.7 56.3 20.6 22.4 42.1 54.9 31.0 15.9 2.1 1.9 2.1 0.7 1.4

Q4 農林漁業従事者 30 5 17 1 9 12 16 8 9 0 0 2 1 0
  ％ 100.0 16.7 56.7 3.3 30.0 40.0 53.3 26.7 30.0 0.0 0.0 6.7 3.3 0.0
職 商店等個人事業主 28 6 15 1 5 12 14 12 4 0 0 1 0 1
業 ％ 100.0 21.4 53.6 3.6 17.9 42.9 50.0 42.9 14.3 0.0 0.0 3.6 0.0 3.6
  企業等経営者 17 3 5 5 5 7 7 5 1 0 1 1 0 0
  ％ 100.0 17.6 29.4 29.4 29.4 41.2 41.2 29.4 5.9 0.0 5.9 5.9 0.0 0.0
  給与所得者 233 47 126 56 46 102 126 77 32 4 5 6 1 3
  ％ 100.0 20.2 54.1 24.0 19.7 43.8 54.1 33.0 13.7 1.7 2.1 2.6 0.4 1.3
  専業主婦（夫） 95 16 59 25 22 30 49 27 21 5 1 0 0 2
  ％ 100.0 16.8 62.1 26.3 23.2 31.6 51.6 28.4 22.1 5.3 1.1 0.0 0.0 2.1
  パートタイマー、アルバイト 44 6 30 6 9 16 29 13 6 0 1 1 0 0
  ％ 100.0 13.6 68.2 13.6 20.5 36.4 65.9 29.5 13.6 0.0 2.3 2.3 0.0 0.0
  学生 8 0 5 3 2 4 4 2 2 1 0 0 0 0
  ％ 100.0 0.0 62.5 37.5 25.0 50.0 50.0 25.0 25.0 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0
  無職 76 11 39 16 21 38 44 20 9 0 2 0 0 1
  ％ 100.0 14.5 51.3 21.1 27.6 50.0 57.9 26.3 11.8 0.0 2.6 0.0 0.0 1.3
  その他 38 6 24 5 8 18 23 12 7 1 1 1 2 1
  ％ 100.0 15.8 63.2 13.2 21.1 47.4 60.5 31.6 18.4 2.6 2.6 2.6 5.3 2.6

合計 577 102 325 119 129 243 317 179 92 12 11 12 4 8
％ 100.0 17.7 56.3 20.6 22.4 42.1 54.9 31.0 15.9 2.1 1.9 2.1 0.7 1.4

Q5 も いる 264 59 149 57 68 99 139 78 39 6 5 6 3 2
   の ％ 100.0 22.3 56.4 21.6 25.8 37.5 52.7 29.5 14.8 2.3 1.9 2.3 1.1 0.8
子 有 いない 312 43 176 62 60 143 177 101 53 6 6 6 1 6
ど 無 ％ 100.0 13.8 56.4 19.9 19.2 45.8 56.7 32.4 17.0 1.9 1.9 1.9 0.3 1.9
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Q13② 家庭教育に関する情報の内容                   
全体 育児 しつ

け
子ど
もと
のコ
ミュ

いじ
め

虐待 子育
て
サー
クル

行政
サー
ビス

相談
窓口

学校 学習
の機
会

進路 健康 その
他

わか
らな
い

合計 577 210 283 229 129 68 43 88 32 120 80 91 126 1 12
％ 100.0 36.4 49.0 39.7 22.4 11.8 7.5 15.3 5.5 20.8 13.9 15.8 21.8 0.2 2.1

Q1 男 266 92 129 112 62 35 21 41 17 62 34 41 55 0 3
  ％ 100.0 34.6 48.5 42.1 23.3 13.2 7.9 15.4 6.4 23.3 12.8 15.4 20.7 0.0 1.1
性 女 311 118 154 117 67 33 22 47 15 58 46 50 71 1 9
別 ％ 100.0 37.9 49.5 37.6 21.5 10.6 7.1 15.1 4.8 18.6 14.8 16.1 22.8 0.3 2.9

合計 577 210 283 229 129 68 43 88 32 120 80 91 126 1 12
％ 100.0 36.4 49.0 39.7 22.4 11.8 7.5 15.3 5.5 20.8 13.9 15.8 21.8 0.2 2.1

Q2 20代 56 33 31 25 6 4 4 8 3 12 7 6 13 0 2
  ％ 100.0 58.9 55.4 44.6 10.7 7.1 7.1 14.3 5.4 21.4 12.5 10.7 23.2 0.0 3.6
年 30代 94 52 49 35 16 13 9 9 8 10 7 5 25 0 5
齢 ％ 100.0 55.3 52.1 37.2 17.0 13.8 9.6 9.6 8.5 10.6 7.4 5.3 26.6 0.0 5.3
  40代 143 46 68 62 30 9 7 23 4 44 26 36 23 0 1
  ％ 100.0 32.2 47.6 43.4 21.0 6.3 4.9 16.1 2.8 30.8 18.2 25.2 16.1 0.0 0.7
  50代 139 46 64 53 43 22 7 23 10 30 21 22 36 0 1
  ％ 100.0 33.1 46.0 38.1 30.9 15.8 5.0 16.5 7.2 21.6 15.1 15.8 25.9 0.0 0.7
  60代 103 24 48 38 25 14 12 17 5 16 10 18 20 0 3
  ％ 100.0 23.3 46.6 36.9 24.3 13.6 11.7 16.5 4.9 15.5 9.7 17.5 19.4 0.0 2.9
  70代以上 42 9 23 16 9 6 4 8 2 8 9 4 9 1 0
  ％ 100.0 21.4 54.8 38.1 21.4 14.3 9.5 19.0 4.8 19.0 21.4 9.5 21.4 2.4 0.0

合計 577 210 283 229 129 68 43 88 32 120 80 91 126 1 12
％ 100.0 36.4 49.0 39.7 22.4 11.8 7.5 15.3 5.5 20.8 13.9 15.8 21.8 0.2 2.1

Q3 三市 299 110 141 112 65 36 19 43 16 61 39 50 76 0 8
  ％ 100.0 36.8 47.2 37.5 21.7 12.0 6.4 14.4 5.4 20.4 13.0 16.7 25.4 0.0 2.7
地 五市 102 46 53 48 22 11 7 13 6 21 10 12 19 0 2
域 ％ 100.0 45.1 52.0 47.1 21.6 10.8 6.9 12.7 5.9 20.6 9.8 11.8 18.6 0.0 2.0
  町村部 175 54 88 69 41 21 17 32 10 37 31 29 31 1 2
  ％ 100.0 30.9 50.3 39.4 23.4 12.0 9.7 18.3 5.7 21.1 17.7 16.6 17.7 0.6 1.1

問13②　親は、家庭教育に関してどのような内容の情報を得ているか。（複数回答）

合計 577 210 283 229 129 68 43 88 32 120 80 91 126 1 12
％ 100.0 36.4 49.0 39.7 22.4 11.8 7.5 15.3 5.5 20.8 13.9 15.8 21.8 0.2 2.1

Q4 農林漁業従事者 30 7 15 15 7 4 1 5 0 7 5 4 7 0 0
  ％ 100.0 23.3 50.0 50.0 23.3 13.3 3.3 16.7 0.0 23.3 16.7 13.3 23.3 0.0 0.0
職 商店等個人事業主 28 9 15 8 7 6 2 2 1 6 2 6 4 0 1
業 ％ 100.0 32.1 53.6 28.6 25.0 21.4 7.1 7.1 3.6 21.4 7.1 21.4 14.3 0.0 3.6
  企業等経営者 17 6 7 5 5 1 1 3 1 5 3 4 2 0 0
  ％ 100.0 35.3 41.2 29.4 29.4 5.9 5.9 17.6 5.9 29.4 17.6 23.5 11.8 0.0 0.0
  給与所得者 233 93 118 92 55 27 12 35 15 56 32 33 47 0 6
  ％ 100.0 39.9 50.6 39.5 23.6 11.6 5.2 15.0 6.4 24.0 13.7 14.2 20.2 0.0 2.6
  専業主婦（夫） 95 44 52 39 14 8 11 12 3 9 14 10 30 1 1
  ％ 100.0 46.3 54.7 41.1 14.7 8.4 11.6 12.6 3.2 9.5 14.7 10.5 31.6 1.1 1.1
  パートタイマー、アルバイト 44 15 16 17 12 4 4 7 4 9 6 10 9 0 0
  ％ 100.0 34.1 36.4 38.6 27.3 9.1 9.1 15.9 9.1 20.5 13.6 22.7 20.5 0.0 0.0
  学生 8 3 5 2 0 1 0 0 0 4 2 1 3 0 1
  ％ 100.0 37.5 62.5 25.0 0.0 12.5 0.0 0.0 0.0 50.0 25.0 12.5 37.5 0.0 12.5
  無職 76 23 35 28 21 15 8 12 4 10 13 11 10 0 2
  ％ 100.0 30.3 46.1 36.8 27.6 19.7 10.5 15.8 5.3 13.2 17.1 14.5 13.2 0.0 2.6
  その他 38 8 16 18 5 1 4 10 4 13 3 10 13 0 1
  ％ 100.0 21.1 42.1 47.4 13.2 2.6 10.5 26.3 10.5 34.2 7.9 26.3 34.2 0.0 2.6

合計 577 210 283 229 129 68 43 88 32 120 80 91 126 1 12
％ 100.0 36.4 49.0 39.7 22.4 11.8 7.5 15.3 5.5 20.8 13.9 15.8 21.8 0.2 2.1

Q5 も いる 264 111 126 114 46 23 16 40 13 63 41 42 56 0 5
   の ％ 100.0 42.0 47.7 43.2 17.4 8.7 6.1 15.2 4.9 23.9 15.5 15.9 21.2 0.0 1.9
子 有 いない 312 98 157 115 82 44 27 48 19 57 39 49 70 1 7
ど 無 ％ 100.0 31.4 50.3 36.9 26.3 14.1 8.7 15.4 6.1 18.3 12.5 15.7 22.4 0.3 2.2
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全体 家
族、
親族

知
人、
友人

幼稚
園や
保育
園

学校 子育
て支
援
サー
クル

子育
てメ
イト
など
の地
域の
相談
員

医療
機関

保健
所

地域
の子
育て
支援
セン
ター

精神
保健
福祉
セン
ター

福祉
事務
所

児童
相談
所

ここ
ろの
電話

子ど
も家
庭支
援セ
ン
ター
総合
相談

子ど
も人
権
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番

ヤン
グテ
レホ
ン

ふれ
あい
テレ
ホン

あた
たか
テレ
ホン

いの
ちの
電話

イン
ター
ネッ
ト

その
他

利用
した
こと
はな
い

合計 577 289 295 108 183 9 9 54 15 10 4 5 12 6 5 1 2 3 1 2 7 0 143
％ 100.0 50.1 51.1 18.7 31.7 1.6 1.6 9.4 2.6 1.7 0.7 0.9 2.1 1.0 0.9 0.2 0.3 0.5 0.2 0.3 1.2 0.0 24.8

Q1 男 266 122 123 42 83 5 4 27 5 4 3 3 3 2 2 0 0 1 0 1 2 0 74
  ％ 100.0 45.9 46.2 15.8 31.2 1.9 1.5 10.2 1.9 1.5 1.1 1.1 1.1 0.8 0.8 0.0 0.0 0.4 0.0 0.4 0.8 0.0 27.8
性 女 311 167 172 66 100 4 5 27 10 6 1 2 9 4 3 1 2 2 1 1 5 0 69
別 ％ 100.0 53.7 55.3 21.2 32.2 1.3 1.6 8.7 3.2 1.9 0.3 0.6 2.9 1.3 1.0 0.3 0.6 0.6 0.3 0.3 1.6 0.0 22.2

合計 577 289 295 108 183 9 9 54 15 10 4 5 12 6 5 1 2 3 1 2 7 0 143
％ 100.0 50.1 51.1 18.7 31.7 1.6 1.6 9.4 2.6 1.7 0.7 0.9 2.1 1.0 0.9 0.2 0.3 0.5 0.2 0.3 1.2 0.0 24.8

Q2 20代 56 30 29 7 7 0 1 5 0 1 0 0 0 1 0 1 1 1 0 0 1 0 19
  ％ 100.0 53.6 51.8 12.5 12.5 0.0 1.8 8.9 0.0 1.8 0.0 0.0 0.0 1.8 0.0 1.8 1.8 1.8 0.0 0.0 1.8 0.0 33.9
年 30代 94 59 55 35 23 3 1 16 7 2 0 1 2 0 1 0 0 0 0 0 6 0 19
齢 ％ 100.0 62.8 58.5 37.2 24.5 3.2 1.1 17.0 7.4 2.1 0.0 1.1 2.1 0.0 1.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.4 0.0 20.2
  40代 143 80 87 20 54 0 1 11 3 3 0 0 2 3 1 0 1 1 0 1 0 0 31
  ％ 100.0 55.9 60.8 14.0 37.8 0.0 0.7 7.7 2.1 2.1 0.0 0.0 1.4 2.1 0.7 0.0 0.7 0.7 0.0 0.7 0.0 0.0 21.7
  50代 139 66 70 21 57 1 2 7 3 2 2 1 3 1 1 0 0 1 1 1 0 0 29
  ％ 100.0 47.5 50.4 15.1 41.0 0.7 1.4 5.0 2.2 1.4 1.4 0.7 2.2 0.7 0.7 0.0 0.0 0.7 0.7 0.7 0.0 0.0 20.9
  60代 103 35 42 19 28 3 4 13 2 2 2 3 5 1 1 0 0 0 0 0 0 0 29
  ％ 100.0 34.0 40.8 18.4 27.2 2.9 3.9 12.6 1.9 1.9 1.9 2.9 4.9 1.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 28.2
  70代以上 42 19 12 6 14 2 0 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 16
  ％ 100.0 45.2 28.6 14.3 33.3 4.8 0.0 4.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 38.1

合計 577 289 295 108 183 9 9 54 15 10 4 5 12 6 5 1 2 3 1 2 7 0 143
％ 100.0 50.1 51.1 18.7 31.7 1.6 1.6 9.4 2.6 1.7 0.7 0.9 2.1 1.0 0.9 0.2 0.3 0.5 0.2 0.3 1.2 0.0 24.8

Q3 三市 299 142 140 51 86 5 6 26 7 6 0 2 4 2 1 1 2 1 0 0 3 0 82
  ％ 100.0 47.5 46.8 17.1 28.8 1.7 2.0 8.7 2.3 2.0 0.0 0.7 1.3 0.7 0.3 0.3 0.7 0.3 0.0 0.0 1.0 0.0 27.4
地 五市 102 56 56 26 36 3 3 14 5 1 2 1 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 20
域 ％ 100.0 54.9 54.9 25.5 35.3 2.9 2.9 13.7 4.9 1.0 2.0 1.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 0.0 0.0 1.0 0.0 19.6
  町村部 175 90 98 31 60 1 0 14 3 3 2 2 6 3 4 0 0 1 1 2 3 0 41
  ％ 100.0 51.4 56.0 17.7 34.3 0.6 0.0 8.0 1.7 1.7 1.1 1.1 3.4 1.7 2.3 0.0 0.0 0.6 0.6 1.1 1.7 0.0 23.4

Q14 家庭教育に関する相談先                                                                                    

問14　あなたは、どこに家庭教育に関する相談をしましたか。（複数回答）

合計 577 289 295 108 183 9 9 54 15 10 4 5 12 6 5 1 2 3 1 2 7 0 143
％ 100.0 50.1 51.1 18.7 31.7 1.6 1.6 9.4 2.6 1.7 0.7 0.9 2.1 1.0 0.9 0.2 0.3 0.5 0.2 0.3 1.2 0.0 24.8

Q4 農林漁業従事者 30 17 15 3 10 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8
  ％ 100.0 56.7 50.0 10.0 33.3 0.0 0.0 3.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 26.7
職 商店等個人事業主 28 11 11 7 9 0 1 6 1 0 0 1 3 1 0 0 0 1 0 0 0 0 3
業 ％ 100.0 39.3 39.3 25.0 32.1 0.0 3.6 21.4 3.6 0.0 0.0 3.6 10.7 3.6 0.0 0.0 0.0 3.6 0.0 0.0 0.0 0.0 10.7
  企業等経営者 17 10 11 3 7 0 0 2 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 3
  ％ 100.0 58.8 64.7 17.6 41.2 0.0 0.0 11.8 0.0 0.0 0.0 0.0 5.9 5.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 17.6
  給与所得者 233 115 113 42 78 3 1 20 4 3 0 1 2 0 1 0 0 0 0 0 3 0 69
  ％ 100.0 49.4 48.5 18.0 33.5 1.3 0.4 8.6 1.7 1.3 0.0 0.4 0.9 0.0 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.3 0.0 29.6
  専業主婦（夫） 95 61 56 19 22 3 2 11 3 4 1 0 5 1 1 0 0 1 1 1 4 0 10
  ％ 100.0 64.2 58.9 20.0 23.2 3.2 2.1 11.6 3.2 4.2 1.1 0.0 5.3 1.1 1.1 0.0 0.0 1.1 1.1 1.1 4.2 0.0 10.5
  パートタイマー、アルバイト 44 27 35 15 19 0 0 3 2 1 0 0 0 2 1 1 2 1 0 1 0 0 8
  ％ 100.0 61.4 79.5 34.1 43.2 0.0 0.0 6.8 4.5 2.3 0.0 0.0 0.0 4.5 2.3 2.3 4.5 2.3 0.0 2.3 0.0 0.0 18.2
  学生 8 2 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3
  ％ 100.0 25.0 25.0 0.0 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 37.5
  無職 76 25 30 12 24 2 4 9 3 1 2 3 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 24
  ％ 100.0 32.9 39.5 15.8 31.6 2.6 5.3 11.8 3.9 1.3 2.6 3.9 0.0 0.0 2.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 31.6
  その他 38 17 18 6 10 1 1 2 2 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 13
  ％ 100.0 44.7 47.4 15.8 26.3 2.6 2.6 5.3 5.3 2.6 2.6 0.0 0.0 2.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 34.2

合計 577 289 295 108 183 9 9 54 15 10 4 5 12 6 5 1 2 3 1 2 7 0 143
％ 100.0 50.1 51.1 18.7 31.7 1.6 1.6 9.4 2.6 1.7 0.7 0.9 2.1 1.0 0.9 0.2 0.3 0.5 0.2 0.3 1.2 0.0 24.8

Q5 も いる 264 163 163 66 85 4 4 33 7 8 1 0 8 4 3 0 1 2 1 2 6 0 50
   の ％ 100.0 61.7 61.7 25.0 32.2 1.5 1.5 12.5 2.7 3.0 0.4 0.0 3.0 1.5 1.1 0.0 0.4 0.8 0.4 0.8 2.3 0.0 18.9
子 有 いない 312 126 132 42 98 5 5 21 8 2 3 5 4 2 2 1 1 1 0 0 1 0 93
ど 無 ％ 100.0 40.4 42.3 13.5 31.4 1.6 1.6 6.7 2.6 0.6 1.0 1.6 1.3 0.6 0.6 0.3 0.3 0.3 0.0 0.0 0.3 0.0 29.8
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Q15 家庭教育の学習への参加     
全体 参加したい 参加しない わからない 不明

合計 577 235 125 204 13
％ 100.0 40.7 21.7 35.4 2.3

Q1   男 266 110 59 90 7
     ％ 100.0 41.4 22.2 33.8 2.6
性   女 311 125 66 114 6
別   ％ 100.0 40.2 21.2 36.7 1.9

合計 577 235 125 204 13
％ 100.0 40.7 21.7 35.4 2.3

Q2   20代 56 19 5 32 0
     ％ 100.0 33.9 8.9 57.1 0.0
年   30代 94 45 12 37 0
齢   ％ 100.0 47.9 12.8 39.4 0.0
     40代 143 68 20 52 3
     ％ 100.0 47.6 14.0 36.4 2.1
     50代 139 58 34 43 4
     ％ 100.0 41.7 24.5 30.9 2.9
     60代 103 29 38 32 4
     ％ 100.0 28.2 36.9 31.1 3.9
     70代以上 42 16 16 8 2
     ％ 100.0 38.1 38.1 19.0 4.8

合計 577 235 125 204 13
％ 100.0 40.7 21.7 35.4 2.3

Q3   三市 299 102 78 111 8
     ％ 100.0 34.1 26.1 37.1 2.7
地   五市 102 48 20 32 2
域   ％ 100.0 47.1 19.6 31.4 2.0
     町村部 175 85 27 60 3
     ％ 100.0 48.6 15.4 34.3 1.7

合計 577 235 125 204 13
％ 100.0 40.7 21.7 35.4 2.3

Q4   農林漁業従事者 30 13 4 13 0
     ％ 100.0 43.3 13.3 43.3 0.0
職   商店等個人事業主 28 11 7 9 1
業   ％ 100.0 39.3 25.0 32.1 3.6
     企業等経営者 17 6 4 6 1
     ％ 100.0 35.3 23.5 35.3 5.9
     給与所得者 233 107 40 83 3
     ％ 100.0 45.9 17.2 35.6 1.3
     専業主婦（夫） 95 46 23 24 2
     ％ 100.0 48.4 24.2 25.3 2.1
     パートタイマー、ア 44 19 8 17 0
     ％ 100.0 43.2 18.2 38.6 0.0
     学生 8 1 0 7 0
     ％ 100.0 12.5 0.0 87.5 0.0
     無職 76 17 30 23 6
     ％ 100.0 22.4 39.5 30.3 7.9
     その他 38 12 8 18 0
     ％ 100.0 31.6 21.1 47.4 0.0

合計 577 235 125 204 13
％ 100.0 40.7 21.7 35.4 2.3

Q5 も いる 264 136 37 91 0
   の ％ 100.0 51.5 14.0 34.5 0.0
子 有 いない 312 99 87 113 13
ど 無 ％ 100.0 31.7 27.9 36.2 4.2

問15　家庭教育の学習機会について。（単数回答）
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合計 577 128 211 170 197 328 173 18 7
％ 100.0 22.2 36.6 29.5 34.1 56.8 30.0 3.1 1.2

Q3 三市 299 63 96 84 94 175 87 12 5
  ％ 100.0 21.1 32.1 28.1 31.4 58.5 29.1 4.0 1.7
地 五市 102 22 40 33 34 60 34 3 2
域 ％ 100.0 21.6 39.2 32.4 33.3 58.8 33.3 2.9 2.0
  町村部 175 43 74 52 69 93 51 3 0
  ％ 100.0 24.6 42.3 29.7 39.4 53.1 29.1 1.7 0.0

合計 577 128 211 170 197 328 173 18 7
％ 100.0 22.2 36.6 29.5 34.1 56.8 30.0 3.1 1.2

Q4 農林漁業従事者 30 10 19 9 11 12 11 1 0
  ％ 100.0 33.3 63.3 30.0 36.7 40.0 36.7 3.3 0.0
職 商店等個人事業主 28 7 11 6 8 18 7 1 1
業 ％ 100.0 25.0 39.3 21.4 28.6 64.3 25.0 3.6 3.6
  企業等経営者 17 3 6 4 6 8 6 1 0
  ％ 100.0 17.6 35.3 23.5 35.3 47.1 35.3 5.9 0.0
  給与所得者 233 55 102 66 81 142 69 5 2
  ％ 100.0 23.6 43.8 28.3 34.8 60.9 29.6 2.1 0.9
  専業主婦（夫） 95 22 10 34 36 57 24 6 1
  ％ 100.0 23.2 10.5 35.8 37.9 60.0 25.3 6.3 1.1
  パートタイマー、アルバイト 44 17 20 18 11 23 12 1 0
  ％ 100.0 38.6 45.5 40.9 25.0 52.3 27.3 2.3 0.0
  学生 8 1 4 4 4 4 2 0 0
  ％ 100.0 12.5 50.0 50.0 50.0 50.0 25.0 0.0 0.0
  無職 76 6 20 21 23 35 28 1 2
  ％ 100.0 7.9 26.3 27.6 30.3 46.1 36.8 1.3 2.6
  その他 38 5 15 7 13 25 14 2 1
  ％ 100.0 13.2 39.5 18.4 34.2 65.8 36.8 5.3 2.6

合計 577 128 211 170 197 328 173 18 7
％ 100.0 22.2 36.6 29.5 34.1 56.8 30.0 3.1 1.2

Q5 も いる 264 73 107 92 101 156 78 2 4
   の ％ 100.0 27.7 40.5 34.8 38.3 59.1 29.5 0.8 1.5
子 有 いない 312 55 104 78 96 172 95 16 2
ど 無 ％ 100.0 17.6 33.3 25.0 30.8 55.1 30.4 5.1 0.6

Q16 家庭教育の学習へ参加しやすくする為の改善点                             
全体 少ない回

数、短い
時間で

日中は忙
しいので
出にくい
ため、夜
間や休日
の開催な
らばよ
い。

費用がか
かるの
で、無料
になれば
よい。

不便なと
ころだと
困るの
で、家の
近くにな
ればよ
い。

どこで、
どんなこ
とが学習
できるの
かが、わ
かりやす
くなれば
よい。

話を聞く
だけでな
く、質問
や相談が
できれば
よい。

どのよう
に改善さ
れても参
加しな
い。

その他

合計 577 128 211 170 197 328 173 18 7
％ 100.0 22.2 36.6 29.5 34.1 56.8 30.0 3.1 1.2

Q1 男 266 58 115 68 88 139 88 7 3
  ％ 100.0 21.8 43.2 25.6 33.1 52.3 33.1 2.6 1.1
性 女 311 70 96 102 109 189 85 11 4
別 ％ 100.0 22.5 30.9 32.8 35.0 60.8 27.3 3.5 1.3

合計 577 128 211 170 197 328 173 18 7
％ 100.0 22.2 36.6 29.5 34.1 56.8 30.0 3.1 1.2

Q2 20代 56 16 25 32 21 39 17 0 1
  ％ 100.0 28.6 44.6 57.1 37.5 69.6 30.4 0.0 1.8
年 30代 94 27 34 36 46 61 29 2 2
齢 ％ 100.0 28.7 36.2 38.3 48.9 64.9 30.9 2.1 2.1
  40代 143 35 53 43 46 84 34 1 0
  ％ 100.0 24.5 37.1 30.1 32.2 58.7 23.8 0.7 0.0
  50代 139 28 57 29 38 79 48 8 2
  ％ 100.0 20.1 41.0 20.9 27.3 56.8 34.5 5.8 1.4
  60代 103 16 28 20 33 46 32 6 2
  ％ 100.0 15.5 27.2 19.4 32.0 44.7 31.1 5.8 1.9
  70代以上 42 6 14 10 13 19 13 1 0
  ％ 100.0 14.3 33.3 23.8 31.0 45.2 31.0 2.4 0.0

問16　家庭教育に関する学習がどうなれば参加しやすいか。（複数回答）
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査家庭の教育力に関する調

青森県総合社会教育センター

ご協力のお願い
●この調査について

青森県総合社会教育センターは、社会教育の充実と県民の生涯学習の進展に資す
ることを目的に設置された、青森県教育委員会の機関です。
この調査は、みなさんの家庭の教育力に関する意識や学習要望等を調査し、各関

係機関がみなさんへ学習機会を提供する時の基礎資料とするものです。
お忙しいところとは存じますが、趣旨をご理解のうえ、なにとぞご協力ください

ますようお願いします。
、なお、この調査は無記名で、その結果は統計的な数字にかえて処理されますので

あなたの回答が外部に漏れたり、ご迷惑のかかることは決してありません。

この調査の対象者は、公職選挙法に基づき選挙人名簿から に選ばさせていただ※ 無作為
きました。なお、アンケートの回答につきましては、お子さんをお持ちの方は現在の状況か
ら、お子さんをお持ちでない方は御自身の体験などに基づいてお答えください。

●記入上のお願い

１ この調査は、 が回答してください。必ず宛名のご本人

２ 回答は同封の にご記入ください。「回答用紙」

３ 選択質問は、該当する をご記入ください。番号

４ 質問により、回答していただく数が異なりますのでご注意ください。

●返送についてのお願い

「回答用紙」（1枚）のみを返信用封筒に入れて、 まで８月３１日(木)
に投函してくださるようお願いいたします。なお、差出人は無記名で構いません。

この調査に対する質問や不明な点がありましたら、下記までお問い合わせ下さい。●

お問い合わせ先

〒 青森市大字荒川字藤戸１１９－７030-0111

青森県総合社会教育センター 研究開発課

017-739-1251Tel

調査票
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１ あなたのことについておたずねします。

問１ あなたの性別をお知らせください。該当する を回答用紙に記入してください。番号

男 女１ ２

問２ あなたの年齢をお知らせください。

※満年齢を回答欄に直接お書きください。

問３ あなたが現在お住まいの地域名をお知らせください。

森市 弘前市 八戸市 黒石市１ ２ ３ ４青

五所川原市 十和田市 三沢市 むつ市５ ６ ７ ８

東津軽郡 西津軽郡 中津軽郡 南津軽郡９ 10 11 12

北津軽郡 上北郡 下北郡 三戸郡13 14 15 16

問４ あなたの職業を下記より選んでください。

農林漁業従事者１

商店等個人事業主２

企業等経営者３

給与所得者４

専業主婦（夫）５

パートタイマー，アルバイト６

学生７

無職８

その他 （具体的にお書きください。）９

問５ あなたのご家族には１８歳未満のお子さんはいますか。

いる いない１ ２

問６ 問５で、「いる」と答えた方にうかがいます。

お子さんの年齢と性別、また、あなたはそのお子さんの何にあたりますか。

（お子さんが４人以上の場合は、その他の欄にご記入ください。）

※お子さんの年齢・性別・お子さんとの続柄を回答欄に直接お書きください。
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２ 家庭の教育力についておたずねします。

問７ あなたは、 を重要だと思いますか。家庭教育

とても重要だと思う１

重要だと思う２

あまり重要だと思わない３

まったく重要だと思わない４

わからない５

乳幼児・小学生・中学生・高校生 も問８ 家庭において、お子さんが の時期に、

っとも重要だと思われる教育項目 最大３つまで選びは何ですか。次の中から

番号を記入してください。 （同じ項目を何回選んでもかまいません）

基本的生活習慣（例えば、洗顔、自分で起床、あいさつなど）１

生活体験（例えば、タオルをしぼる、小さな子の世話、ナイフの使い方など）２

自然体験（例えば、海や川で遊ぶ、自然観察、登山など）３

自主性 （ 自分の判断で行動する態度）４

自制心 （ 感情・ 欲望などを自分で抑えること）５

自立心 （人に頼らず、独り立ちして自力でやっていこうとする心構え）６

豊かな情操 （ 美しいものを美しいと感じる心）７

他人への思いやり８

道徳感９

社会的なマナー10

正義感11

人間関係づくり12

職業観13

性教育14

その他 （ 具体的にお書きください）15

わからない16
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問９ 子どもを育てるうえで、 は何ですか。お親にとって特に大切だと思う学習

乳幼児・小学生・中学生・高校生の時期の親にとって必要な学習項子さんが

を次の中から 番号を記入してください。目 最大３つまで選んで

（同じ項目を何度選んでもかまいません）

基本的生活習慣の定着 子どもの自立心の育て方１ ２

子どもとのコミュニケーションのとり方３

親としての生き方 夫婦に関する事 家族に関する事４ ５ ６

社会的モラル 子どもの発達段階 ライフスタイル７ ８ ９

地域活動 自然体験を充実させる方法10 11

耐性や適応性を育てるための方法12

性教育 男女共同参画について13 14

学校不適応（ 不登校、ひきこもり、いじめ、心身症など）15

虐待 非行 発達障害16 17 18

学習の必要はない19

その他（ 具体的にお書きください）20

３ 家庭の教育力を充実させる支援についておたずねします。

問 10 あ な た は 、 だ と 思 い ま す か ？家 庭 教 育 へ の 支 援 は 必 要

必要である 必要でない わからない１ ２ ３

家庭教育に問 11 問10で「必要である」とお答えになった方におたずねします。

どのような支援が必要 最 大 ３だと思いますか。次 の う ち か ら 主 な も の を

番 号 を 記 入 し て く だ さ い 。つ ま で 選 ん で

家庭教育では体験できない活動の場をつくる１

各種施設を開放する２

何でも気軽に相談できる場をつくる３

親や大人の自由時間を充実させる４

子どもの自由時間を充実させる５

生活の知識を習得できる機会を提供する６

社会環境の浄化に努める７

子どもが参加できるグループをつくる８

子どもが日常的に集まることができる場をつくる９

地域の人々が親しくなれる場や機会をつくる1 0

子育て等のサークル活動を充実させる1 1

あずかり保育や一時保育施設を充実させる1 2

身近に相談できる人材を確保できるようにする1 3

特にない1 4

その他（ 具体的にお書きください）1 5
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４ 家庭教育の情報についておたずねします。

問12 現在、 は充分だと思いますか。家庭教育に関する情報

充分である 充分ではない わからない１ ２ ３

問13 親は、 得ています家庭教育に関する情報をどこから、どのような内容を

最 大 ３ つ まか、また得ていると思いますか。次 の う ち か ら 主 な も の を

番 号 を 記 入 し て く だ さ い 。で 選 ん で

① ど こ か ら

夫や妻 友人、知人 親族１ ２ ３

回覧板，市町村広報誌 新聞 テレビ，ラジオ４ ５ ６

書籍，雑誌 研修会，講演会等 インターネット７ ８ ９

役所等への問い合わせ 情報を得ていない10 11

その他（回答欄に直接お書き下さい） わからない12 13

② ど の よ う な 内 容

育児 しつけ 子どもとのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ いじめ１ ２ ３ ４

虐待 子育てサークル 行政サービス 相談窓口５ ６ ７ ８

学校 学習の機会 進路 健康９ 10 11 12

その他（回答欄に直接お書き下さい） わからない13 14

５ 家庭教育の相談についておたずねします。

問14 あなたは家庭教育に関することで、どのようなところに したことがあ相談

りますか。次 の う ち か ら 選 ん で 番 号 を 記 入 し て く だ さ い 。い く つ で も

家族，親族 知人，友人 幼稚園や保育園１ ２ ３

学校 子育て支援サークル４ ５

子育てメイトなどの地域の相談員 医療機関 保健所６ ７ ８

地域の子育て支援センター 精神保健福祉センター９ 10

福祉事務所 児童相談所 こころの電話11 12 13

子ども家庭支援センター総合相談（子ども家庭110番）14

子ども人権110番 ヤングテレホン ふれあいテレホン15 16 17

あたたかテレホン いのちの電話18 19

インターネット20

その他（ 具体的にお書きください）21

利用したことはない22
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６ 家庭教育の学習機会についておたずねします。

問1５ 家庭教育に関する学習の機会があれば、参加されますか。

参加したい 参加しない わからない１ ２ ３

問1６ 家庭教育に関する学習が、どのようになれば参加しやすいと思いますか。
選んで番号を記入してください。いくつでも

時間的に余裕がないため、回数が少なく、時間が短ければよい。１

日中は忙しいので出にくいため、夜間や休日の開催ならばよい。２

費用がかかるので、無料になればよい。３

不便なところだと困るので、家の近くになればよい。４

どこで、どんなことが学習できるのかが、わかりやすくなればよい。５

話を聞くだけでなく、質問や相談ができればよい。６

どのように改善されても参加しない。７

その他（具体的にお書きください）８

７ 自由記述

問1７ あなた自身がお子さんの頃に受けた家庭教育や、親として実行してきた家庭

教育の中で、 でしたか。うれしかっ親と子の関わりを深く感じたのはどういう時

たこと、くやしかったこと、思い出したことなど、ご自由にお書きください。

※回答欄に直接お書きください

問1８ このアンケートに回答しながら、何を感じましたか。家庭教育について日頃

感じていること、現代の親への思い、公共施設やそこで催される講座についてな

ど感じたことを、ご自由にお書きください。

※回答欄に直接お書きください

※アンケートに御協力いただきまして、誠にありがとうございました。
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１ あなたのことについておたずねします。

問
１

問
歳２

問
３

その他問 ９
４

問
５

お子さんとの続柄問 お子さんの年齢 お子さんの性別
６

お子さん１ 才 男・女 父・母・祖父母・その他

お子さん２ 才 男・女 父・母・祖父母・その他

お子さん３ 才 男・女 父・母・祖父母・その他

その他

２ 家庭の教育力についておたずねします。

問
７

（ その他は直接書いてください）問 番号記入欄 15
８

乳 幼 児

小 学 生

中 学 生

高 校 生

（ その他は直接書いてください）問 番号記入欄 20
９

乳 幼 児

小 学 生

中 学 生

高 校 生

裏面もあります

家庭の教育力に関する調査平成13年度

－ －回 答 用 紙

 裏面もあります
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３ 家庭の教育力を充実させる支援についておたずねします。

その他問 15
10

問
11

４ 家庭教育の情報についておたずねします。

問
12

どこから どのような問

① ②13
その他 その他12 13

５ 家庭教育の相談についておたずねします。

問

その他14 21

６ 家庭教育の学習機会についておたずねします。

問
その他15 ８

問
16

７ 自由記述

問

17

問

18

※ご協力ありがとうございました。
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所   属　・　役   職

調査研究の基本計画について
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